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１．調査の目的

高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画は、３か年毎に見直しを実施しており、次期計画は平成

24年度からとなる。

そこで、市民の高齢社会についての意識や生活状況、介護に対する考え方、保健・医療・福祉サー

ビスの利用実態や今後のニーズ等の把握を通して、計画の見直しのための基礎資料として用いること

を目的として、市民アンケート調査を実施する。

２．調査の構成

本調査の調査対象者、調査方法、実施期間は以下の通りである。

調査の種類 調査対象者 調査方法・調査時期

(１)市民アンケート・

若年者調査

40歳以上65歳未満で介護保険の要支援・要

介護の認定を受けていない方

(２)市民アンケート・

一般高齢者調査

65歳以上で介護保険の要支援・要介護の認

定を受けていない方

(３)介護保険在宅要支援・

要介護認定者調査

平成23年１月21日現在で、要支援・要介護

の認定を受け、在宅の方

(４)介護保険施設サービス

利用者調査

平成22年11月現在で、介護保険関連施設に

入所（入院）されている方

＜調査方法＞

郵送配布・郵送回収

＜調査時期＞

平成23年２月

３．回収状況

各調査の回収状況は、以下の通りである。

調査の種類 調査対象者数(A) 有効回収数(B) 回収率(B/A)

(１)市民アンケート・若年者調査 1,000人 519人 51.9％

(２)市民アンケート・一般高齢者調査 7,000人 5,054人 72.2％

(３)介護保険在宅要支援・要介護認定者調査 3,000人 1,890人 63.0％

(４)介護保険施設サービス利用者調査 300人 151人 50.3％

４．報告書の見方

（１）報告書を読むにあたっての注意

・調査結果の比率は、その設問の回答者を基数として、小数点以下第２位を四捨五入して算出してい

る。四捨五入の関係で、合計が100％にならない場合がある。

・複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常100％を超える。

・図表中の「ｎ」とは、その設問への回答者数を表す。小数点以下１位まで示した数値は、回答比率

（％）である。
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・回答者数が30未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中では触れていな

い場合がある。

・経年比較については、一般高齢者調査、若年者調査に掲載している。前回調査では、若年者調査は

20歳以上65歳未満で介護保険の要支援・要介護の認定を受けていない方を対象として実施していた。

・第５章の日常生活圏域ニーズ調査とは、地域の課題や高齢者のニーズ等をより的確に把握するため、

国が示したものである。本調査ではこの手法を取り入れ、市民アンケート・一般高齢者調査および

介護保険在宅要支援・要介護認定者調査のうち65歳以上の方の回答について分析を行った。

（２）居住地区の分類について

本報告書においては、居住する字を15の日常生活圏域に分類し、集計を行っている。

日常生活圏域 該当する字名
地域包括支援

センター管轄

小金

大金平、大谷口、大谷口新田、上総内、久保平賀、幸田、小金、小金上

総町、小金きよしケ丘、小金清志町、殿平賀、中金杉、根木内（小金支

所管轄地域：国道６号線以西）、東平賀、平賀、二ツ木、二ツ木二葉町

小金原
栗ヶ沢、小金原、根木内（小金支所管轄地域：国道６号線以東）、八ヶ崎

（小金原支所管轄地域）

新松戸 新松戸、新松戸北、新松戸東、横須賀

馬橋
幸谷、新作、中根、中根長津町、中和倉、八ヶ崎（馬橋支所管轄地域）、

八ヶ崎緑町、馬橋（馬橋支所管轄地域：新坂川以東）、三ヶ月

馬橋西

旭町、七右衛門新田、新松戸南、外河原、西馬橋、西馬橋相川町、西馬

橋蔵元町、西馬橋幸町、西馬橋広手町、馬橋（新松戸支所管轄地域：新

坂川以西）、主水新田

小金

明第１
岩瀬、小根本、胡録台、仲井町、根本、野菊野、松戸新田、緑ヶ丘、稔

台、吉井町

明第２西 古ヶ崎、栄町、栄町西、樋野口

明第２東
上本郷、北松戸、竹ヶ花、竹ヶ花西町、南花島、南花島中町、南花島向

町

東部

秋山、大橋（東部支所管轄地域：旧有料道路以南）、紙敷、河原塚、高塚

新田、田中新田、二十世紀が丘戸山町、二十世紀が丘中松町、二十世紀

が丘梨元町、二十世紀が丘丸山町、和名ヶ谷

本庁 小山、二十世紀が丘美野里町、本町、松戸

矢切
大橋（矢切支所管轄地域：旧有料道路以北）、上矢切、栗山、下矢切、

中矢切、二十世紀が丘柿の木町、二十世紀が丘萩町、三矢小台

中央

五香松飛台 串崎新田、串崎南町、五香、五香西、五香南、五香六実、松飛台

常盤平
金ヶ作、千駄堀、常盤平（常盤平団地以外）、常盤平陣屋前、常盤平西窪

町、常盤平双葉町、常盤平松葉町、常盤平柳町、日暮、牧の原

常盤平団地 常盤平（常盤平団地）

六実六高台 高柳、高柳新田、六実、六高台、六高台西

常盤平
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１．あなたのことについて

（１）性別

Ｆ１ あなたの性別を教えてください。

「男性」が46.8％、「女性」が50.3％である。

（２）年齢

Ｆ２ あなたの年齢を教えてください。

「60～64歳」が40.1％、「55～59歳」が25.6％、「40～44歳」が11.6％、「50～54歳」が10.4％、「45

～49歳」が10.0％である。

(%)

回答者数
（人）

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 無回答

11.6 10.0 10.4 25.6 40.1 2.3

12.3 12.3 9.5 26.3 39.1 0.4

11.1 8.4 11.9 25.3 42.9 0.4

243

261

519全 体

性
別

男 性

女 性

n=519

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

無回答

11.6

10.0

10.4

25.6

40.1

2.3

0 10 20 30 40 50 (%)

n=519

男性
46.8%

女性
50.3%

無回答
2.9%
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（３）家族構成

Ｆ３ 家族構成を教えてください。（１つに○）

「家族などと同居（二世帯住宅を含む）」が82.9％を占め、「一人暮らし」が12.9％、「その他（施

設入居など）」が1.7％となっている。

（４）家族人数

〔Ｆ３で「家族などと同居（二世帯住宅を含む）」と答えた方にお聞きします。〕

Ｆ３-１ ご自分を含めて何人で暮らしていますか。

「２人」が37.0％を占め、「３人」が25.3％、「４人」が20.5％、「５人」が7.7％、「６人以上」が

4.4％となっている。

n=430

２人
37.0%

３人
25.3%

４人
20.5%

６人以上
4.4%

無回答
5.1%

５人
7.7%

n=519

無回答
2.5%

家族などと同居
（二世帯住宅を

含む）
82.9%

一人暮らし
12.9%

その他
（施設入居など）

1.7%
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（５）同居家族

〔Ｆ３で「家族などと同居（二世帯住宅を含む）」と答えた方にお聞きします。〕

Ｆ３-２ 同居されている方は、どなたですか。（あてはまるものすべてに○）

「配偶者（夫・妻）」が74.9％を占め、次いで、「息子」が35.8％、「娘」が33.7％、「自分の親」が

16.5％などとなっている。

（６）収入のある仕事の有無

Ｆ４ 現在、収入のある仕事をしていますか。

「はい」が66.9％、「いいえ」が31.0％となっている。

n=430

配偶者（夫・妻）

息子

娘

自分の親

配偶者の親

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

74.9

35.8

33.7

16.5

5.1

4.4

4.4

3.3

1.9

1.6

0 20 40 60 80 (%)

n=519

はい
66.9%

いいえ
31.0%

無回答
2.1%
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（７）現在の経済的な暮らしの状況

Ｆ５ あなたは現在の暮らしの状況を経済的にみて、どう感じていますか。（１つに○）

「苦しい」（21.2％）と「やや苦しい」（36.0％）を合わせた『苦しい』が57.2％、「ややゆとりが

ある」（36.0％）と「ゆとりがある」（4.0％）を合わせた『ゆとりがある』が40.1％となっている。

（８）現在の時間的な暮らしの状況

Ｆ６ あなたは現在の暮らしの状況を時間的にみて、どう感じていますか。（１つに○）

「忙しい」（22.7％）と「やや忙しい」（34.3％）を合わせた『忙しい』が57.0％、「ややゆとりが

ある」（28.3％）と「ゆとりがある」（11.9％）を合わせた『ゆとりがある』が40.3％となっている。

57.0 40.322.7 34.3 28.3 11.9 2.7

ｎ

(519)

(%)

忙しい やや忙しい
ややゆとりが

ある
ゆとりがある 無回答

『

ゆ
と
り
が
あ
る
』

『

忙
し
い
』

57.2 40.121.2 36.0 36.0 4.0 2.7

ｎ

(519)

(%)

苦しい やや苦しい
ややゆとりが

ある
ゆとりがある 無回答

『

ゆ
と
り
が
あ
る
』

『

苦
し
い
』
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（９）住まいの形態

Ｆ７ あなたのお住まいは、一戸建て、または集合住宅のどちらですか。

「一戸建て」が57.2％、「集合住宅」が40.7％となっている。

（10）住まいの所有形態

Ｆ８ あなたのお住まいは、次のうちどれにあたりますか。（１つに○）

「持家」が69.7％、「民間賃貸住宅」が20.2％、「公社・公団の賃貸住宅」が3.7％などとなってい

る。

n=519

持家

民間賃貸住宅

公社・公団の賃貸住宅

借間

公営住宅（市営・県営）

その他

無回答

69.7

20.2

3.7

1.2

0.8

2.3

2.1

0 20 40 60 80 (%)

n=519

一戸建て
57.2%

集合住宅
40.7%

無回答
2.1%
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（11）居住地区

「本庁地区」が10.8％、「明第１地区」と「東部地区」が10.4％となっている。

n=519

本庁地区

明第１地区

明第２東地区

明第２西地区

矢切地区

東部地区

馬橋地区

常盤平地区

五香松飛台地区

六実六高台地区

常盤平団地地区

小金地区

小金原地区

新松戸地区

馬橋西地区

無回答

10.8

10.4

6.6

4.2

4.2

10.4

7.7

8.7

7.5

3.7

1.3

6.6

3.7

5.2

7.3

1.7

0 2 4 6 8 10 12 (%)
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２．身体状態や日常の生活状況について

（１）週に１回以上は外出しているか

Ｑ１ 週に１回以上は外出していますか。

「はい」が92.5％、「いいえ」が6.9％となっている。

［性別・年齢］

性別では、大きな差はみられない。

年齢別では、「はい」は年齢が下がるほど高く、40～49歳（95.5％）で最も高くなっている。

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

ｎ

93.4

92.0

95.5

92.5

90.4

6.6

6.9

4.5

7.0

8.7 1.0

0.5

1.1

(%)
92.5 6.9 0.6

はい いいえ 無回答

性
別

年
齢
別

n=519はい
92.5%

いいえ
6.9%

無回答
0.6%
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（２）昨年と比べて外出の回数が減っているか

Ｑ２ 昨年と比べて外出の回数が減っていますか。

「いいえ」が72.1％、「はい」が27.2％となっている。

［性別・年齢］

性別では、大きな差はみられない。

年齢別では、「はい」は60～64歳（32.2％）で最も高くなっている。

n=519

はい
27.2%

いいえ
72.1%

無回答
0.8%

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

ｎ

25.9

29.1

26.8

23.0

32.2

73.7

69.7

73.2

75.4

67.3 0.5

1.6

1.1

0.4

(%)
27.2 72.1 0.8

性
別

年
齢
別

はい いいえ 無回答
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（３）外出を控えているか

Ｑ３ 外出を控えていますか。

「いいえ」が81.1％、「はい」が16.8％となっている。

［性別・年齢］

性別では大きな差はみられない。

年齢別では、「いいえ」は50～59歳（82.9％）で最も高くなっている。

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

ｎ

14.8

18.4

19.6

14.4

18.3

83.1

79.3

78.6

82.9

79.8 1.9

2.7

1.8

2.3

2.1

(%)
16.8 81.1 2.1

性
別

年
齢
別

はい いいえ 無回答

n=519
いいえ
81.1%

はい
16.8%

無回答
2.1%
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（４）外出を控えている理由

〔Ｑ３で「はい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ３-１ 外出を控えている理由は次のどれですか。（あてはまるものすべてに○）

「経済的に出られない」が65.5％で突出して高く、以下、「外での楽しみがない」が18.4％、「足腰

などの痛み」が17.2％、「病気」が13.8％となっている。

〔その他〕

内 容 件数

親の介護 2

母をひとりにしておけない 1

同居人障害 1

同居の親に気を使って 1

時間がない 1

肩の痛み 1

猛暑、インフルエンザの流行 1

お金を使ってしまう 1

人が恐い 1

n=87

経済的に出られない

外での楽しみがない

足腰などの痛み

病気

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

障害（脳卒中の後遺症など）

トイレの心配（失禁など）

その他

65.5

18.4

17.2

13.8

3.4

3.4

0.0

0.0

12.6

0 20 40 60 80 (%)
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［性別・年齢］

性別では、「経済的に出られない」と「外での楽しみがない」は男性の方が高く、「足腰などの痛み」

と「目の障害」は女性の方が高くなっている。

年齢別では、回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

経
済
的
に
出
ら
れ

な
い

外
で
の
楽
し
み
が

な
い

足
腰
な
ど
の
痛
み

病
気

耳
の
障
害
（

聞
こ

え
の
問
題
な
ど
）

目
の
障
害

障
害
（

脳
卒
中
の

後
遺
症
な
ど
）

ト
イ
レ
の
心
配

（

失
禁
な
ど
）

そ
の
他

87 65.5 18.4 17.2 13.8 3.4 3.4 0.0 0.0 12.6

男 性 36 69.4 22.2 13.9 13.9 2.8 0.0 0.0 0.0 8.3

女 性 48 62.5 16.7 18.8 14.6 4.2 6.3 0.0 0.0 16.7

40～49歳 22 81.8 22.7 4.5 13.6 4.5 0.0 0.0 0.0 4.5

50～59歳 27 55.6 18.5 14.8 7.4 0.0 0.0 0.0 0.0 22.2

60～64歳 38 63.2 15.8 26.3 18.4 5.3 7.9 0.0 0.0 10.5

全 体

性
別

年
齢
別
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（５）家族や友人・知人などに相談しているか

Ｑ４ 何かあったときに、家族や友人・知人などに相談をしていますか。

「はい」が90.4％、「いいえ」が9.1％となっている。

［性別・年齢］

性別では、「はい」は女性（93.1％）が男性（88.1％）よりも5.0ポイント高くなっている。

年齢別では、「はい」は40～49歳（93.8％）で最も高くなっている。

n=519

いいえ
9.1%

無回答
0.6%

はい
90.4%

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

ｎ

88.1

93.1

93.8

87.7

90.9

11.9

5.7

6.3

11.8

8.2 1.0

0.5

1.1

(%)
90.4 9.1 0.6

性
別

年
齢
別

はい いいえ 無回答
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［世帯構成］

「はい」は配偶者と二人暮らし（93.8％）と同居（三人以上）（92.8％）で高くなっている。「いい

え」は一人暮らし（17.9％）と配偶者以外と二人暮らし（17.0％）で高くなっている。

全 体 (519)

一人暮らし (67)

配偶者と二人暮らし (112)

配偶者以外と二人暮らし (47)

同居（三人以上） (249)

その他 (9)

ｎ

80.6

93.8

80.9

92.8

88.9

17.9

6.3

17.0

6.8

11.1

0.4

2.1

1.5

(%)
90.4 9.1 0.6

はい いいえ 無回答

世
帯
構
成
別
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（６）相談相手

〔Ｑ４で「はい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ４-１ 相談相手を教えてください。（あてはまるものすべてに○）

「配偶者（夫・妻）」が65.2％で最も高く、以下、「友人・知人」が46.9％、「娘」が31.6％、「息子」

が31.1％、「兄弟・姉妹」が30.3％となっている。

n=469

配偶者（夫・妻）

友人・知人

娘

息子

兄弟・姉妹

医師・歯科医師・看護師

となり近所の人

子の配偶者

市役所・保健福祉センター

自治会・町内会

社会福祉協議会

民生委員

ケアマネジャー

地域包括支援センター

在宅介護支援センター

県の窓口（保健所など）

老人クラブ

その他

無回答

65.2

46.9

31.6

31.1

30.3

8.3

4.1

2.8

2.8

1.1

0.6

0.4

0.4

0.2

0.2

0.2

0.0

6.6

0.2

0 20 40 60 80 (%)
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［性別・年齢（上位10項目）］

性別では、「配偶者（夫・妻）」は男性の方が高くなっている。「友人・知人」「娘」「息子」「兄弟・

姉妹」は女性の方が高くなっている。男性では「配偶者（夫・妻）」が突出して高いが、女性では「配

偶者（夫・妻）」と「友人・知人」はほぼ同じ割合となっている。

年齢別では、40～49歳で割合が高いものは、「配偶者（夫・妻）」（63.8％）、「友人・知人」（54.3％）

などである。

50～59歳で割合が高いものは、「配偶者（夫・妻）」（69.5％）、「友人・知人」（46.3％）、「息子」（36.0％）

などである。

60～64歳で割合が高いものは、「配偶者（夫・妻）」（63.0％）、「友人・知人」（43.4％）、「娘」（40.2％）

などである。

［世帯構成（上位10項目）］

「配偶者（夫・妻）」は配偶者と二人暮らし（91.4％）と同居（三人以上）（77.1％）で高くなって

いる。「友人・知人」は配偶者以外と二人暮らし（50.0％）と同居（三人以上）（52.4％）で高くなっ

ている。

(%)

回
答
者
数

（

人
）

配
偶
者
（

夫
・

妻
）

友
人
・
知
人

娘 息
子

兄
弟
・
姉
妹

医
師
・
歯
科
医

師
・
看
護
師

と
な
り
近
所
の

人 子
の
配
偶
者

市
役
所
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

自
治
会
・
町
内

会

469 65.2 46.9 31.6 31.1 30.3 8.3 4.1 2.8 2.8 1.1

一人暮らし 54 9.3 46.3 29.6 25.9 50.0 3.7 1.9 0.0 5.6 0.0

配偶者と二人暮らし 105 91.4 34.3 29.5 35.2 21.0 11.4 3.8 6.7 3.8 2.9

配偶者以外と二人暮らし 38 7.9 50.0 26.3 28.9 42.1 7.9 0.0 0.0 5.3 2.6

同居（三人以上） 231 77.1 52.4 34.6 31.6 28.1 8.7 5.2 2.2 1.3 0.4

その他 8 50.0 37.5 25.0 12.5 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全 体

世
帯
構
成
別

(%)

回
答
者
数

（

人
）

配
偶
者
（

夫
・

妻
）

友
人
・
知
人

娘 息
子

兄
弟
・
姉
妹

医
師
・
歯
科
医

師
・
看
護
師

と
な
り
近
所
の

人 子
の
配
偶
者

市
役
所
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

自
治
会
・
町
内

会

469 65.2 46.9 31.6 31.1 30.3 8.3 4.1 2.8 2.8 1.1

男 性 214 71.0 32.7 17.3 22.9 28.0 9.8 2.3 1.9 3.3 1.9

女 性 243 60.9 59.3 43.2 38.3 31.7 7.4 5.8 3.7 2.5 0.4

40～49歳 105 63.8 54.3 11.4 10.5 22.9 11.4 7.6 1.0 4.8 1.0

50～59歳 164 69.5 46.3 34.1 36.0 30.5 6.7 3.0 1.2 1.2 1.2

60～64歳 189 63.0 43.4 40.2 39.2 33.3 8.5 3.2 5.3 3.2 1.1

全 体

性
別

年
齢
別
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（７）地域活動等への参加状況

Ｑ５ 地域活動等に参加していますか。（あてはまるものすべてに○）

「自治会・町内会」が19.3％、「祭り・行事」が14.6％、「スポーツ・レクリエーション活動」が11.6％

となっている。

一方、「参加していない」は59.9％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、増加した項

目よりも減少した項目の方が多い。増加した項目は「自治会・町内会」のみで14.0ポイント増加して

いる。また、「スポーツ・レクリエーション活動」で8.2ポイント、「学習や教養を高めること・趣味

の活動」で20.4ポイントなどと大きく減少している。一方、「参加していない」は9.2ポイント増加し

ており、参加率が低下していることがわかる。

※平成20年調査は、設問文が「あなたは、現在、以下のような活動に参加していますか。」

また、選択肢の「自治会・町内会」は「地域の自治会活動」、「学習や教養を高めること・趣味の活動」は「自分の趣味

や教養をみがくための活動」

※選択肢の「祭り・行事」「サークル・自主グループ（住民グループ）」は今回調査から追加

(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
治
会
・
町
内
会

祭
り
・
行
事

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活
動

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

サ
ー

ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（

住
民
グ
ル
ー

プ
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

子
ど
も
会
活
動

商
店
会
な
ど
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

519 19.3 14.6 11.6 9.1 5.8 3.5 3.1 1.3 0.8 0.6 0.6 59.9 0.8

359 5.3 19.8 29.5 5.8 5.8 0.8 1.4 0.3 0.8 50.7 2.2

今回調査

平成20年調査

n=519

自治会・町内会

祭り・行事

スポーツ・レクリエーション活動

学習や教養を高めること・趣味の活動

サークル・自主グループ（住民グループ）

ボランティア活動

ＰＴＡ活動

子ども会活動

商店会などの活動

老人クラブ

その他

参加していない

無回答

19.3

14.6

11.6

9.1

5.8

3.5

3.1

1.3

0.8

0.6

0.6

59.9

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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［日常生活圏域］

「自治会・町内会」は小金地区で最も高く、「祭り・行事」は明第１地区と馬橋西地区で高くなっ

ている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
治
会
・
町
内
会

祭
り
・
行
事

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活
動

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

サ
ー

ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（

住
民
グ
ル
ー

プ
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

子
ど
も
会
活
動

商
店
会
な
ど
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

519 19.3 14.6 11.6 9.1 5.8 3.5 3.1 1.3 0.8 0.6 0.6 59.9 0.8

本庁地区 56 12.5 8.9 10.7 10.7 3.6 0.0 5.4 0.0 1.8 1.8 1.8 60.7 0.0

明第１地区 54 22.2 18.5 7.4 7.4 1.9 1.9 5.6 5.6 1.9 0.0 1.9 59.3 3.7

明第２東地区 34 17.6 14.7 2.9 8.8 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 67.6 0.0

明第２西地区 22 13.6 9.1 4.5 4.5 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 72.7 0.0

矢切地区 22 36.4 27.3 27.3 13.6 9.1 4.5 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 40.9 0.0

東部地区 54 11.1 9.3 11.1 5.6 18.5 13.0 5.6 0.0 0.0 1.9 0.0 68.5 0.0

馬橋地区 40 10.0 10.0 5.0 2.5 0.0 2.5 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 77.5 0.0

常盤平地区 45 15.6 11.1 11.1 11.1 4.4 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0

五香松飛台地区 39 25.6 7.7 12.8 7.7 2.6 2.6 2.6 2.6 5.1 0.0 0.0 59.0 2.6

六実六高台地区 19 10.5 26.3 10.5 10.5 21.1 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 52.6 0.0

常盤平団地地区 7 0.0 14.3 42.9 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 57.1 0.0

小金地区 34 29.4 14.7 14.7 11.8 2.9 2.9 0.0 2.9 0.0 2.9 0.0 55.9 2.9

小金原地区 19 36.8 26.3 21.1 5.3 10.5 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 47.4 0.0

新松戸地区 27 18.5 25.9 11.1 14.8 11.1 3.7 7.4 3.7 0.0 0.0 0.0 44.4 0.0

馬橋西地区 38 31.6 18.4 13.2 15.8 2.6 2.6 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 44.7 0.0

全 体

日
常
生
活
圏
域
別
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［性別・年齢］

性別では、「学習や教養を高めること・趣味の活動」は女性（13.0％）が男性（5.3％）よりも7.7

ポイント高くなっている。一方、「参加していない」は男性（65.8％）が女性（53.6％）よりも12.2

ポイント高く、性別によって大きな差がある。

年齢別では、「自治会・町内会」は年代が上がるほど高くなっている。一方、「祭り・行事」と「Ｐ

ＴＡ活動」は年代が下がるほど高くなっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
治
会
・
町
内
会

祭
り
・
行
事

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活
動

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

サ
ー

ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（

住
民
グ
ル
ー

プ
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

子
ど
も
会
活
動

商
店
会
な
ど
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

519 19.3 14.6 11.6 9.1 5.8 3.5 3.1 1.3 0.8 0.6 0.6 59.9 0.8

男 性 243 18.1 13.6 11.9 5.3 4.9 2.9 0.8 0.8 1.2 0.8 0.4 65.8 0.4

女 性 261 21.1 15.3 11.5 13.0 6.9 4.2 5.4 1.5 0.4 0.4 0.8 53.6 1.1

40～49歳 112 14.3 19.6 10.7 8.0 2.7 0.0 12.5 5.4 0.9 0.0 1.8 52.7 0.0

50～59歳 187 17.1 15.0 12.8 7.0 4.3 3.7 1.1 0.5 0.5 0.0 0.5 64.2 1.6

60～64歳 208 24.5 12.0 11.1 12.0 9.1 5.3 0.0 0.0 1.0 1.4 0.0 58.7 0.5

全 体

性
別

年
齢
別
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（８）特にしていない理由

〔Ｑ５で「参加していない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ５-１ 参加していないのはどのような理由からですか。（あてはまるものすべてに○）

「時間をとれないことはないが、時間があれば休養などにあてたいから」が40.8％と最も高く、以

下、「仕事などが忙しく、まったく時間がとれないから」が27.7％、「どんな団体や活動があるのか知

らないから」が26.0％、「参加したいと思う活動がないから」が21.5％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、「団体活動はわずらわしいから、一人でできる趣味などがある

から」で7.5ポイント減少している。また、「健康や体力に自信がないから」は4.1ポイント増加して

いる。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

時
間
を
と
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が
、

時
間
が
あ
れ
ば
休
養

な
ど
に
あ
て
た
い
か
ら

仕
事
な
ど
が
忙
し
く
、

ま
っ

た
く
時
間
が
と
れ
な
い
か
ら

ど
ん
な
団
体
や
活
動
が
あ
る

の
か
知
ら
な
い
か
ら

参
加
し
た
い
と
思
う
活
動
が

な
い
か
ら

団
体
活
動
は
わ
ず
ら
わ
し
い

か
ら
、

一
人
で
で
き
る
趣
味

な
ど
が
あ
る
か
ら

地
域
の
活
動
に
は
関
心
が
な

い
か
ら

健
康
や
体
力
に
自
信
が
な
い

か
ら

職
場
な
ど
で
サ
ー

ク
ル
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

311 40.8 27.7 26.0 21.5 14.5 10.9 9.6 1.9 4.5 0.3

182 43.4 31.3 26.9 20.3 22.0 8.8 5.5 0.5 7.1 0.5

今回調査

平成20年調査

n=311

時間をとれないことはないが、時間があれば休養などにあてたいから

仕事などが忙しく、まったく時間がとれないから

どんな団体や活動があるのか知らないから

参加したいと思う活動がないから

団体活動はわずらわしいから、一人でできる趣味などがあるから

地域の活動には関心がないから

健康や体力に自信がないから

職場などでサークル活動などに参加しているから

その他

無回答

40.8

27.7

26.0

21.5

14.5

10.9

9.6

1.9

4.5

0.3

0 10 20 30 40 50 (%)
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［日常生活圏域］

回答者数が少ない地域が多いため、結果は参考として掲載する。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

時
間
を
と
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が
、

時
間
が
あ
れ
ば
休
養

な
ど
に
あ
て
た
い
か
ら

仕
事
な
ど
が
忙
し
く
、

ま
っ

た
く
時
間
が
と
れ
な
い
か
ら

ど
ん
な
団
体
や
活
動
が
あ
る

の
か
知
ら
な
い
か
ら

参
加
し
た
い
と
思
う
活
動
が

な
い
か
ら

団
体
活
動
は
わ
ず
ら
わ
し
い

か
ら
、

一
人
で
で
き
る
趣
味

な
ど
が
あ
る
か
ら

地
域
の
活
動
に
は
関
心
が
な

い
か
ら

健
康
や
体
力
に
自
信
が
な
い

か
ら

職
場
な
ど
で
サ
ー

ク
ル
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

311 40.8 27.7 26.0 21.5 14.5 10.9 9.6 1.9 4.5 0.3

本庁地区 34 41.2 29.4 26.5 20.6 14.7 8.8 11.8 2.9 2.9 0.0

明第１地区 32 21.9 18.8 34.4 18.8 21.9 12.5 9.4 3.1 12.5 0.0

明第２東地区 23 43.5 26.1 30.4 26.1 21.7 13.0 8.7 4.3 0.0 0.0

明第２西地区 16 50.0 43.8 25.0 18.8 12.5 6.3 18.8 0.0 6.3 0.0

矢切地区 9 33.3 22.2 11.1 44.4 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0

東部地区 37 37.8 29.7 21.6 24.3 18.9 5.4 8.1 2.7 2.7 0.0

馬橋地区 31 45.2 22.6 32.3 22.6 0.0 6.5 9.7 6.5 3.2 0.0

常盤平地区 30 46.7 33.3 23.3 20.0 6.7 16.7 13.3 0.0 3.3 0.0

五香松飛台地区 23 52.2 21.7 21.7 17.4 30.4 8.7 8.7 0.0 8.7 4.3

六実六高台地区 10 50.0 30.0 40.0 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0

常盤平団地地区 4 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0

小金地区 19 31.6 21.1 42.1 42.1 10.5 21.1 5.3 0.0 0.0 0.0

小金原地区 9 33.3 33.3 11.1 33.3 22.2 33.3 11.1 0.0 11.1 0.0

新松戸地区 12 41.7 33.3 8.3 8.3 25.0 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0

馬橋西地区 17 52.9 41.2 23.5 0.0 0.0 11.8 5.9 0.0 0.0 0.0

全 体

日
常
生
活
圏
域
別
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［性別・年齢］

性別では、「時間をとれないことはないが、時間があれば休養などにあてたいから」は男性の方が

高く、「健康や体力に自信がないから」は女性の方が高くなっている。

年齢別では、「仕事などが忙しく、まったく時間がとれないから」は年代が下がるほど高くなって

いる。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

時
間
を
と
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が
、

時
間
が
あ
れ
ば
休
養

な
ど
に
あ
て
た
い
か
ら

仕
事
な
ど
が
忙
し
く
、

ま
っ

た
く
時
間
が
と
れ
な
い
か
ら

ど
ん
な
団
体
や
活
動
が
あ
る

の
か
知
ら
な
い
か
ら

参
加
し
た
い
と
思
う
活
動
が

な
い
か
ら

団
体
活
動
は
わ
ず
ら
わ
し
い

か
ら
、

一
人
で
で
き
る
趣
味

な
ど
が
あ
る
か
ら

地
域
の
活
動
に
は
関
心
が
な

い
か
ら

健
康
や
体
力
に
自
信
が
な
い

か
ら

職
場
な
ど
で
サ
ー

ク
ル
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

311 40.8 27.7 26.0 21.5 14.5 10.9 9.6 1.9 4.5 0.3

男 性 160 43.8 26.9 25.0 23.8 16.9 11.3 6.9 3.1 4.4 0.0

女 性 140 36.4 28.6 27.9 20.0 12.9 10.0 12.9 0.7 5.0 0.7

40～49歳 59 42.4 33.9 25.4 20.3 8.5 6.8 8.5 1.7 0.0 1.7

50～59歳 120 40.8 30.8 24.2 21.7 15.0 12.5 7.5 4.2 7.5 0.0

60～64歳 122 40.2 21.3 28.7 22.1 17.2 11.5 12.3 0.0 4.1 0.0

全 体

性
別

年
齢
別
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（９）今後、参加したい活動

Ｑ６ 今後参加したい活動は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

「学習や教養を高めること・趣味の活動」が32.9％と最も高く、以下、「スポーツ・レクリエーショ

ン活動」が24.5％、「ボランティア活動」が20.0％、「祭り・行事」が16.8％となっている。

一方、「参加したくない」は19.3％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「学習や教

養を高めること・趣味の活動」は16.4ポイント、「スポーツ・レクリエーション活動」は10.3ポイン

ト減少しているが、「自治会・町内会」は4.7ポイント増加している。一方、「参加したくない」は大

きな変化はみられない。

※平成20年調査は、選択肢の「学習や教養を高めること・趣味の活動」は「自分の趣味や教養をみがくための活動」、

「自治会・町内会」は「地域の自治会活動」

※選択肢の「祭り・行事」「サークル・自主グループ（住民グループ）」は今回調査から追加

(%)

回
答
者
数
（

人
）

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

祭
り
・
行
事

自
治
会
・
町
内
会

サ
ー

ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（

住
民
グ
ル
ー

プ
）

子
ど
も
会
活
動

老
人
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

商
店
会
な
ど
の
活
動

そ
の
他

参
加
し
た
く
な
い

無
回
答

519 32.9 24.5 20.0 16.8 11.4 8.5 1.3 1.2 1.2 0.8 2.1 19.3 12.1

359 49.3 34.8 19.2 6.7 3.1 2.2 0.0 0.6 1.1 21.7 12.0

今回調査

平成20年調査

n=519

学習や教養を高めること・趣味の活動

スポーツ・レクリエーション活動

ボランティア活動

祭り・行事

自治会・町内会

サークル・自主グループ（住民グループ）

子ども会活動

老人クラブ

ＰＴＡ活動

商店会などの活動

その他

参加したくない

無回答

32.9

24.5

20.0

16.8

11.4

8.5

1.3

1.2

1.2

0.8

2.1

19.3

12.1

0 10 20 30 40 (%)
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［日常生活圏域］

「学習や教養を高めること・趣味の活動」は東部地区で最も高く、「スポーツ・レクリエーション

活動」は五香松飛台地区で最も高い。

［性別・年齢］

性別では、「学習や教養を高めること・趣味の活動」と「サークル・自主グループ（住民グループ）」

は女性の方が高く、「ボランティア活動」と「自治会・町内会」は男性の方が高くなっている。

年齢別では、「ボランティア活動」は年代が上がるほど高くなっている。また、どの年代でも、１

位と２位は同じ項目となっている。

(%)

回
答
者
数
（
人
）

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

祭
り
・
行
事

自
治
会
・
町
内
会

サ
ー
ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（
住
民
グ
ル
ー
プ
）

子
ど
も
会
活
動

老
人
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

商
店
会
な
ど
の
活
動

そ
の
他

参
加
し
た
く
な
い

無
回
答

519 32.9 24.5 20.0 16.8 11.4 8.5 1.3 1.2 1.2 0.8 2.1 19.3 12.1

本庁地区 56 39.3 26.8 23.2 14.3 7.1 5.4 1.8 0.0 0.0 1.8 3.6 19.6 12.5

明第１地区 54 33.3 24.1 27.8 29.6 20.4 7.4 5.6 3.7 7.4 3.7 0.0 22.2 5.6

明第２東地区 34 14.7 20.6 17.6 20.6 2.9 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 29.4 17.6

明第２西地区 22 31.8 22.7 31.8 13.6 4.5 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 4.5 27.3 0.0

矢切地区 22 40.9 13.6 4.5 18.2 13.6 13.6 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 40.9

東部地区 54 42.6 25.9 18.5 13.0 11.1 11.1 1.9 0.0 1.9 0.0 0.0 18.5 7.4

馬橋地区 40 25.0 20.0 17.5 12.5 10.0 7.5 0.0 2.5 0.0 0.0 5.0 25.0 15.0

常盤平地区 45 28.9 24.4 20.0 20.0 6.7 11.1 0.0 2.2 0.0 2.2 4.4 20.0 13.3

五香松飛台地区 39 33.3 38.5 20.5 12.8 10.3 5.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.9 7.7

六実六高台地区 19 31.6 26.3 26.3 10.5 15.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.8 5.3

常盤平団地地区 7 14.3 0.0 14.3 14.3 0.0 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0

小金地区 34 32.4 23.5 23.5 2.9 11.8 8.8 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 17.6 17.6

小金原地区 19 26.3 31.6 0.0 31.6 26.3 15.8 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 15.8 15.8

新松戸地区 27 37.0 14.8 22.2 22.2 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 3.7 18.5 14.8

馬橋西地区 38 36.8 31.6 21.1 18.4 13.2 15.8 2.6 2.6 0.0 0.0 0.0 10.5 10.5

全 体

日
常
生
活
圏
域
別

(%)

回
答
者
数
（
人
）

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

祭
り
・
行
事

自
治
会
・
町
内
会

サ
ー
ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（
住
民
グ
ル
ー
プ
）

子
ど
も
会
活
動

老
人
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

商
店
会
な
ど
の
活
動

そ
の
他

参
加
し
た
く
な
い

無
回
答

519 32.9 24.5 20.0 16.8 11.4 8.5 1.3 1.2 1.2 0.8 2.1 19.3 12.1

男 性 243 28.0 24.3 23.0 18.1 14.4 6.2 1.2 0.8 0.8 0.8 2.5 20.6 10.3

女 性 261 38.7 24.5 16.9 15.3 8.8 10.7 1.5 1.5 1.5 0.8 1.1 18.4 13.8

40～49歳 112 33.0 25.9 16.1 21.4 8.9 1.8 4.5 0.0 4.5 0.9 2.7 19.6 9.8

50～59歳 187 33.2 20.9 19.8 14.4 9.6 11.2 0.0 0.0 0.5 0.0 2.7 19.8 11.8

60～64歳 208 33.7 26.4 22.1 16.8 14.4 10.1 1.0 2.9 0.0 1.4 0.5 19.7 13.0

全 体

性
別

年
齢
別
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（10）隣近所とのつきあい

Ｑ７ あなたは、日ごろ、隣近所の方とどの程度のつきあいをしていますか。（１つに○）

「あいさつをする程度の人はいる」が42.2％で最も高く、「世間話や立ち話をする程度の人はいる」

が26.8％、「つきあっている人はほとんどいない」が16.2％、「親しくつきあっている人（訪問したり、

悩みごとを相談するなど）がいる」が14.1％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が異なるため厳密な比較はできないが、「親しくつきあっ

ている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」は5.5ポイント増加している。

※平成20年調査の選択肢は、「訪問し合ったり、悩み事を相談したりする人はいる」「世間話や立ち話をする程度の

人はいる」「顔を合わせれば、あいさつをする程度の人ならいる」「ほとんど付き合いはしていない」

今回調査 (519)

平成20年調査 (359)

ｎ

8.6 30.9 45.1 14.5 0.8

(%)

14.1 26.8 42.2 16.2 0.8

親しくつきあって
いる人（訪問した
り、悩みごとを相
談するなど）が

いる

世間話や立ち話
をする程度の人

はいる

あいさつをする
程度の人はいる

つきあっている
人はほとんど

いない
無回答

n=519

無回答
0.8%つきあっている人

はほとんどいない
16.2%

親しくつきあってい
る人（訪問したり、
悩みごとを相談す
るなど）がいる

14.1%

あいさつをする
程度の人はいる

42.2%

世間話や立ち話を
する程度の人は

いる
26.8%
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［日常生活圏域］

「あいさつをする程度の人はいる」は明第２東地区（55.9％）と本庁地区（51.8％）で高くなって

いる。「世間話や立ち話をする程度の人はいる」は馬橋西地区（31.6％）で高くなっている。「親しく

つきあっている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」は小金地区（20.6％）と東部地

区（20.4％）で高くなっている。一方、「つきあっている人はほとんどいない」は馬橋地区（27.5％）

と常盤平地区（26.7％）で高くなっている。

全 体 (519)

本庁地区 (56)

明第１地区 (54)

明第２東地区 (34)

明第２西地区 (22)

矢切地区 (22)

東部地区 (54)

馬橋地区 (40)

常盤平地区 (45)

五香松飛台地区 (39)

六実六高台地区 (19)

常盤平団地地区 (7)

小金地区 (34)

小金原地区 (19)

新松戸地区 (27)

馬橋西地区 (38)

ｎ

16.1

14.8

5.9

4.5

22.7

20.4

15.0

11.1

10.3

15.8

20.6

21.1

7.4

15.8

17.9

25.9

26.5

45.5

45.5

25.9

20.0

15.6

25.6

42.1

17.6

36.8

25.9

31.6

51.8

37.0

55.9

36.4

27.3

46.3

35.0

46.7

43.6

31.6

57.1

47.1

31.6

44.4

39.5

14.3

20.4

11.8

13.6

4.5

7.4

27.5

26.7

17.9

5.3

42.9

14.7

10.5

22.2

13.2

5.3

2.6

2.5

1.9

(%)
14.1 26.8 42.2 16.2 0.8

親しくつきあって
いる人（訪問した
り、悩みごとを相
談するなど）が

いる

世間話や立ち話
をする程度の人

はいる

あいさつをする
程度の人はいる

つきあっている
人はほとんど

いない
無回答

日
常
生
活
圏
域
別
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［性別・年齢］

性別では、「つきあっている人はほとんどいない」は男性（22.6％）が女性（11.1％）よりも11.5

ポイント高くなっており、これを除く他の項目では、女性の方が高くなっている。

年齢別では、「あいさつをする程度の人はいる」は年代が下がるほど高くなっている。「親しくつき

あっている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」は50～59歳（10.7％）で他の年代よ

りも低くなっており、一方、「つきあっている人はほとんどいない」では50～59歳（20.9％）は他の

年代よりも高くなっている。

［世帯構成］

世帯構成別では、「あいさつをする程度の人はいる」は配偶者以外と二人暮らし（53.2％）で高く

なっている。「世間話や立ち話をする程度の人はいる」は同居（三人以上）（34.1％）で高くなってい

る。一方、「つきあっている人はほとんどいない」は一人暮らし（31.3％）と配偶者以外と二人暮ら

し（29.8％）で高くなっている。

全 体 (519)

一人暮らし (67)

配偶者と二人暮らし (112)

配偶者以外と二人暮らし (47)

同居（三人以上） (249)

その他 (9)

ｎ

14.9

9.8

8.5

17.7

10.4

27.7

6.4

34.1

22.2

43.3

46.4

53.2

37.8

44.4

31.3

16.1

29.8

9.2

33.3

1.2

2.1

(%)
14.1 26.8 42.2 16.2 0.8

世
帯
構
成
別

親しくつきあって
いる人（訪問した
り、悩みごとを
相談するなど）

がいる

世間話や立ち話
をする程度の人

はいる

あいさつをする
程度の人はいる

つきあっている
人はほとんど

いない
無回答

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

ｎ

9.1

19.5

16.1

10.7

16.8

20.6

32.2

23.2

26.2

29.3

47.3

36.0

48.2

41.2

38.9

22.6

11.1

12.5

20.9

13.9 1.0

1.1

1.1

0.4

(%)
14.1 26.8 42.2 16.2 0.8

性
別

年
齢
別

親しくつきあって
いる人（訪問した
り、悩みごとを
相談するなど）

がいる

世間話や立ち話
をする程度の人

はいる

あいさつをする
程度の人はいる

つきあっている
人はほとんど

いない
無回答
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（11）定期的に歯科受診をしているか

Ｑ８ 定期的に歯科受診（健診を含む）をしていますか。

「いいえ」が57.2％、「はい」が40.3％となっている。

（12）歯の数

Ｑ９ 歯の数（かぶせた歯、さし歯、根だけ残っている歯を含む）は現在何本ですか。

「28本以上」が36.0％で最も高く、「20～24本」が18.7％、「25～27本」が15.4％となっている。

3.1 6.4 5.0 15.4 36.0 14.3

1.2

18.7

ｎ

(519)

(%)

５本未満 ５～９本 10～14本 15～19本 20～24本 25～27本 28本以上 無回答

n=519

はい
40.3%

無回答
2.5%

いいえ
57.2%
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（13）現在の健康状態

Ｑ10 普段、ご自分で健康だと思いますか。（１つに○）

「とても健康」（8.9％）と「まあまあ健康」（71.9％）を合わせた『健康』が80.7％、「あまり健康

ではない」（13.5％）と「健康ではない」（4.6％）を合わせた『健康ではない』が18.1％となってい

る。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が異なるため厳密な比較はできないが、『健康ではない』

は4.5ポイント増加している。

※平成20年調査の選択肢は「非常に健康だと思う」「健康な方だと思う」

「あまり健康ではないと思う」「健康ではないと思う」

［性別・年齢］

性別では、大きな差はみられない。

年齢別では、『健康』は年代が下がるほど高くなっている。

今回調査 (519) 80.7 18.1

平成20年調査 (359) 84.4 13.6

『

健
康
』

『

健
康
で
は
な
い
』

ｎ

13.6 70.8 9.7 3.9

1.9

(%)

8.9 71.9 13.5 4.6

1.2

とても健康 まあまあ健康
あまり

健康ではない
健康ではない 無回答

80.7 18.18.9 71.9 13.5 4.6 1.2

ｎ

(519)

(%)

とても健康 まあまあ健康
あまり

健康ではない
健康ではない 無回答

『

健
康
で
は
な
い
』

『

健
康
』

全 体 (519) 80.7 18.1

男性 (243) 80.7 18.5

女性 (261) 80.5 18.4

40～49歳 (112) 83.0 17.0

50～59歳 (187) 82.9 15.5

60～64歳 (208) 77.4 21.2

『

健
康
』

『

健
康
で
は
な
い
』

ｎ

9.1

9.2

16.1

7.0

7.2

71.6

71.3

67.0

75.9

70.2

13.2

14.2

13.4

10.7

15.9

5.3

4.8

5.3

4.2

3.6

1.4

1.6

0.8

1.1

(%)
8.9 71.9 13.5 4.6

1.2

性
別

年
齢
別

とても健康 まあまあ健康
あまり

健康ではない
健康ではない 無回答
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（14）１年に１回以上健康診査を受けているか

Ｑ11 １年に１回以上、健康診査を受けていますか。

「はい」が70.3％、「いいえ」が28.3％となっている。

［性別・年齢］

性別では、「はい」は男性（75.3％）が女性（66.3％）よりも9.0ポイント高くなっている。

年齢別では、「はい」は50～59歳（75.4％）で高くなっている。一方、「いいえ」は40～49歳（34.8％）

で他と比べて高くなっている。

n=519

いいえ
28.3%

無回答
1.3%

はい
70.3%

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

ｎ

75.3

66.3

65.2

75.4

68.3

23.9

31.8

34.8

22.5

30.3 1.4

2.1

1.9

0.8

(%)
70.3 28.3 1.3

性
別

年
齢
別

はい いいえ 無回答
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（15）治療中または後遺症のある病気

Ｑ12 現在治療中、または後遺症のある病気はありますか。（あてはまるものすべてに○）

「高血圧」が18.1％で最も高く、以下、「高脂血症（脂質異常）」が9.6％、「目の病気」が8.3％、「糖

尿病」が7.1％、「胃腸・肝臓・胆のうの病気」が6.9％となっている。

一方、「ない」が42.6％と高くなっている。

〔その他〕

病 気 件数

歯 6

膝痛、腰痛、坐骨神経痛 4

耳鼻咽喉（鼻炎、花粉症、喘息等） 4

ヘルニア 4

リウマチ 3

高尿酸 3

甲状腺（バセドウ等） 3

心療内科 3

痛風 2

その他 8

n=519

高血圧

高脂血症（脂質異常）

目の病気

糖尿病

胃腸・肝臓・胆のうの病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

耳の病気

心臓病

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

うつ病

腎臓・前立腺の病気

がん（新生物）

外傷（転倒・骨折等）

血液・免疫の病気

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

パーキンソン病

認知症（アルツハイマー病等）

その他

ない

無回答

18.1

9.6

8.3

7.1

6.9

3.7

3.1

2.7

2.5

2.1

1.9

1.3

1.2

0.6

0.4

0.4

0.0

9.4

42.6

7.7

0 10 20 30 40 50 (%)
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３．こころのハリと生きがい等について

（１）日常での生きがい

Ｑ１ 日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を感じていますか。（１つに○）

「常に感じている」（25.6％）と「ときどき感じている」（46.1％）を合わせた『感じている』が71.7％、

「あまり感じていない」（20.6％）と「ほとんど感じていない」（2.7％）を合わせた『感じていない』

が23.3％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、大きな変化はみられない。

［性別・年齢］

性別では、大きな差はみられない。

年齢別では、『感じている』は50～59歳（69.0％）で他の年代よりも低くなっている。

今回調査 (519) 71.7 23.3

平成20年調査 (359) 74.3 23.7

『

感
じ
て
い
る
』

『

感
じ
て
い
な
い
』

ｎ

26.7 47.6 22.3

1.4 1.9

(%)

25.6 46.1 20.6

2.7

5.0

常に感じている
ときどき

感じている
あまり

感じていない
ほとんど

感じていない
無回答

全 体 (519) 71.7 23.3

男性 (243) 70.4 25.5

女性 (261) 72.8 21.8

40～49歳 (112) 74.1 21.4

50～59歳 (187) 69.0 24.1

60～64歳 (208) 73.6 23.1

『

感
じ
て
い
る
』

『

感
じ
て
い
な
い
』

ｎ

25.9

26.1

25.9

24.6

27.4

44.4

46.7

48.2

44.4

46.2

22.6

19.2

18.8

20.9

20.7

7.0

2.4

3.2

2.7

2.7

2.9

3.4

4.1

5.4

4.5

(%)
25.6 46.1 20.6

2.7

5.0

性
別

年
齢
別

常に感じている
ときどき

感じている
あまり

感じていない
ほとんど

感じていない
無回答

71.7 23.325.6 46.1 20.6

2.7

5.0

ｎ

(519)

(%)

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり
感じていない

ほとんど
感じていない

無回答

『
感
じ
て
い
な
い
』

『

感
じ
て
い
る
』



第１章 市民アンケート・若年者調査

38

［世帯構成］

『感じている』は配偶者と二人暮らし（80.4％）で最も高く、配偶者以外と二人暮らし（44.7％）

で最も低くなっている。

［仕事の有無］

『感じている』は“仕事をしている”（74.9％）が“仕事はしていない”（64.6％）よりも10.3ポイ

ント高くなっている。

［健康だと思うか］

『感じている』は“健康（計）”（76.6％）が“健康ではない（計）”（50.0％）よりも26.6ポイント

高くなっている。

全 体 (519) 71.7 23.3

健康（計） (419) 76.6 18.4

健康ではない（計） (94) 50.0 46.8

『

感
じ
て
い
る
』

『

感
じ
て
い
な
い
』

ｎ

28.6

13.8

48.0

36.2

16.5

40.4 6.4

1.9

5.0

3.2

(%)
25.6 46.1 20.6

2.7

5.0

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり
感じていない

ほとんど
感じていない

無回答

健
康
だ
と

思
う
か
別

全 体 (519) 71.7 23.3

仕事をしている (347) 74.9 20.7

仕事はしていない (161) 64.6 29.2

『

感
じ
て
い
る
』

『

感
じ
て
い
な
い
』

ｎ

26.8

24.2

48.1

40.4

18.7

24.8 4.3

2.0

6.2

4.3

(%)
25.6 46.1 20.6

2.7

5.0

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり
感じていない

ほとんど
感じていない

無回答

仕
事
の
有
無
別

全 体 (519) 71.7 23.3

一人暮らし (67) 52.2 47.8

配偶者と二人暮らし (112) 80.4 17.0

配偶者以外と二人暮らし (47) 44.7 44.7

同居（三人以上） (249) 78.3 15.3

その他 (9) 55.6 44.4

『

感
じ
て
い
る
』

『

感
じ
て
い
な
い
』

ｎ

11.9

34.8

19.1

26.9

33.3

40.3

45.5

25.5

51.4

22.2

41.8

17.0

40.4

12.9

33.3

6.0

11.1

6.4

4.3

2.4

2.7

10.6

(%)
25.6 46.1 20.6

2.7

5.0

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり
感じていない

ほとんど
感じていない

無回答

世
帯
構
成
別
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（２）生きがいを感じること

〔Ｑ１で「常に感じている」または「ときどき感じている」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-１ あなたが、現在「こころのハリ」や「生きがい」を感じていることは、どんなことで

すか。（３つまでに○）

「働くこと（自営・家事等を含む）」が59.7％で突出して高く、以下、「家族との団らん」が39.8％、

「学習や教養を高めること・趣味の活動」が23.9％などとなっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「働くこと

（自営・家事等を含む）」は4.7ポイント、「学習や教養を高めること・趣味の活動」は15.8ポイント、

「スポーツ・レクリエーション」は9.9ポイント、「ご近所や友達とのつきあい」は10.1ポイント、「家

族の世話や介護」は8.6ポイント減少している。

※選択肢の「家族との団らん」「テレビやラジオの視聴」「おしゃれや服装のこと」「信仰に関すること」は今回調査から追加

(%)

回
答
者
数
（

人
）

働
く
こ
と
（

自
営
・
家

事
等
を
含
む
）

家
族
と
の
団
ら
ん

学
習
や
教
養
を
高
め
る

こ
と
・
趣
味
の
活
動

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ

き
あ
い

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視

聴 家
族
の
世
話
や
介
護

お
し
ゃ

れ
や
服
装
の
こ

と 信
仰
に
関
す
る
こ
と

町
会
・
自
治
会
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

372 59.7 39.8 23.9 22.3 21.0 17.7 16.1 13.7 4.3 1.9 1.6 0.0 5.9 0.0 0.0

267 64.4 39.7 32.2 31.1 24.7 1.9 3.4 0.0 8.2 1.1 0.7

今回調査

平成20年調査

n=372

働くこと（自営・家事等を含む）

家族との団らん

学習や教養を高めること・趣味の活動

スポーツ・レクリエーション

ご近所や友達とのつきあい

テレビやラジオの視聴

家族の世話や介護

おしゃれや服装のこと

信仰に関すること

町会・自治会の活動

ボランティア活動

老人クラブの活動

その他

特にない

59.7

39.8

23.9

22.3

21.0

17.7

16.1

13.7

4.3

1.9

1.6

0.0

5.9

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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［性別・年齢］

性別では、「学習や教養を高めること・趣味の活動」と「スポーツ・レクリエーション」は男性の

方が高く、「ご近所や友達とのつきあい」「家族の世話や介護」「おしゃれや服装のこと」は女性の方

が高くなっている。

年齢別では、「家族との団らん」と「家族の世話や介護」は年代が下がるほど高くなっている。

一方、「テレビやラジオの視聴」は年代が上がるほど高くなっている。

［仕事の有無］

「働くこと（自営・家事等を含む）」は“仕事をしている”の方が高く、「学習や教養を高めること・

趣味の活動」と「家族の世話や介護」は“仕事はしていない”の方が高くなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

働
く
こ
と
（

自
営
・
家

事
等
を
含
む
）

家
族
と
の
団
ら
ん

学
習
や
教
養
を
高
め
る

こ
と
・
趣
味
の
活
動

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ

き
あ
い

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視

聴 家
族
の
世
話
や
介
護

お
し
ゃ

れ
や
服
装
の
こ

と 信
仰
に
関
す
る
こ
と

町
会
・
自
治
会
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

そ
の
他

特
に
な
い

372 59.7 39.8 23.9 22.3 21.0 17.7 16.1 13.7 4.3 1.9 1.6 0.0 5.9 0.0

仕事をしている 260 75.0 38.5 20.4 23.1 20.4 17.7 12.3 12.7 2.7 1.9 1.2 0.0 4.6 0.0

仕事はしていない 104 20.2 42.3 34.6 21.2 23.1 18.3 26.9 14.4 7.7 1.9 2.9 0.0 7.7 0.0

仕
事
の

有
無
別

全 体

(%)

回
答
者
数
（

人
）

働
く
こ
と
（

自
営
・
家

事
等
を
含
む
）

家
族
と
の
団
ら
ん

学
習
や
教
養
を
高
め
る

こ
と
・
趣
味
の
活
動

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ

き
あ
い

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視

聴 家
族
の
世
話
や
介
護

お
し
ゃ

れ
や
服
装
の
こ

と 信
仰
に
関
す
る
こ
と

町
会
・
自
治
会
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

そ
の
他

特
に
な
い

372 59.7 39.8 23.9 22.3 21.0 17.7 16.1 13.7 4.3 1.9 1.6 0.0 5.9 0.0

男 性 171 60.8 38.6 28.1 28.1 14.0 19.3 8.8 5.3 3.5 4.1 1.8 0.0 5.8 0.0

女 性 190 58.4 40.5 21.6 17.4 28.4 16.3 23.7 20.5 4.7 0.0 1.6 0.0 4.2 0.0

40～49歳 83 60.2 50.6 26.5 21.7 19.3 12.0 24.1 13.3 4.8 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0

50～59歳 129 62.8 41.9 22.5 22.5 15.5 17.8 17.1 12.4 3.1 3.1 2.3 0.0 3.9 0.0

60～64歳 153 55.6 32.0 24.8 22.9 27.5 20.9 11.8 14.4 4.6 2.0 2.0 0.0 7.2 0.0

全 体

性
別

年
齢
別
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［健康だと思うか］

「働くこと（自営・家事等を含む）」「スポーツ・レクリエーション」は“健康（計）”の方が高く

なっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

働
く
こ
と
（

自
営
・
家

事
等
を
含
む
）

家
族
と
の
団
ら
ん

学
習
や
教
養
を
高
め
る

こ
と
・
趣
味
の
活
動

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ

き
あ
い

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視

聴 家
族
の
世
話
や
介
護

お
し
ゃ

れ
や
服
装
の
こ

と 信
仰
に
関
す
る
こ
と

町
会
・
自
治
会
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

そ
の
他

特
に
な
い

372 59.7 39.8 23.9 22.3 21.0 17.7 16.1 13.7 4.3 1.9 1.6 0.0 5.9 0.0

健 康（計） 321 64.5 39.6 24.3 24.3 21.2 17.4 15.6 13.4 3.7 1.9 1.9 0.0 5.3 0.0

健康ではない（計） 47 29.8 42.6 21.3 10.6 19.1 21.3 19.1 17.0 8.5 2.1 0.0 0.0 8.5 0.0

全 体

健
康
だ
と

思
う
か
別
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（３）生活での不安・心配

Ｑ２ 現在、生活の中で不安になったり、心配になったりすることはありますか。（１つに○）

「ほとんどない」（6.4％）と「あまりない」（21.6％）を合わせた『ない』は27.9％、「ときどきあ

る」（51.8％）と「よくある」（15.8％）を合わせた『ある』は67.6％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、『ない』は5.2ポイント減少している。

［性別・年齢］

性別では、大きな差はみられない。

年齢別では、『ある』は年齢が下がるほど高くなっている。

今回調査 (519) 27.9 67.6

平成20年調査 (359) 33.1 65.7

『

な
い
』

『

あ
る
』

ｎ

8.6 24.5 53.2 12.5

1.1

(%)

6.4 21.6 51.8 15.8 4.4

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答

全 体 (519) 27.9 67.6

男性 (243) 28.0 68.7

女性 (261) 28.0 67.0

40～49歳 (112) 21.4 75.0

50～59歳 (187) 26.2 69.0

60～64歳 (208) 32.7 63.0

『

な
い
』

『

あ
る
』

ｎ

5.8

6.5

7.0

7.2

22.2

21.5

18.8

19.3

25.5

53.1

51.0

49.1

56.7

49.0

15.6

16.1

25.9

12.3

13.9

4.8

4.3

2.7

3.6

5.0

3.3

(%)
6.4 21.6 51.8 15.8 4.4

性
別

年
齢
別

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答

27.9 67.66.4 21.6 51.8 15.8 4.4

ｎ

(519)

(%)

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答 『
あ
る
』

『
な
い
』
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［仕事の有無］

大きな差はみられない。

［隣近所とのつきあい］

大きな差はみられない。

［健康だと思うか］

『ない』は“健康（計）”（32.7％）が“健康ではない（計）”（8.5％）よりも24.2ポイント高くなっ

ている。

全 体 (519) 27.9 67.6

親しくつきあっている人（訪問したり、
悩みごとを相談するなど）がいる

(73) 24.7 69.9

世間話や立ち話をする程度の人は
いる

(139) 28.8 65.5

あいさつをする程度の人はいる (219) 29.2 68.0

つきあっている人はほとんどいない (84) 26.2 69.0

『

な
い
』

『

あ
る
』

ｎ

5.5

8.6

6.4

19.2

20.1

22.8

23.8

53.4

57.6

51.1

44.0

16.4

7.9

16.9

25.0

2.4

4.8

5.5

5.8

2.7

(%)
6.4 21.6 51.8 15.8 4.4

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答

隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
別

全 体 (519) 27.9 67.6

健康（計） (419) 32.7 63.2

健康ではない（計） (94) 8.5 87.2

『

な
い
』

『

あ
る
』

ｎ

7.6 25.1

7.4

51.1

55.3

12.2

31.9

1.1

4.1

4.3

(%)
6.4 21.6 51.8 15.8 4.4

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答

健
康
だ
と

思
う
か
別

全 体 (519) 27.9 67.6

仕事をしている (347) 28.8 67.7

仕事はしていない (161) 25.5 68.3

『

な
い
』

『

あ
る
』

ｎ

5.8

6.8

23.1

18.6

51.9

51.6

15.9

16.8

3.5

6.2

(%)
6.4 21.6 51.8 15.8 4.4

仕
事
の
有
無
別

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答
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（４）不安・心配の内容

〔Ｑ２で「ときどきある」または「よくある」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ２-１ 不安になったり、心配になったりするのはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○）

「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」が62.1％と最も高く、以下、「自分の

体調や病気について」が51.3％、「現在の生活や家計について」が43.3％、「自分や身近な人が寝たき

りや認知症になったときの介護について」が35.6％などとなっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、「現在の生活や家計について」は6.4ポイント、「仕事について」

は8.8ポイント、「家庭や家族について」は5.9ポイント増加している。また、「自分や身近な人が寝た

きりや認知症になったときの介護について」は14.8ポイント、「家族の病気について」は18.1ポイン

ト、「こころのハリや生きがいについて」は5.1ポイント、「子育てについて」は5.0ポイント減少して

いる。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の

先
行
き
（

生
活
設
計
な

ど
）

に
つ
い
て

自
分
の
体
調
や
病
気
に

つ
い
て

現
在
の
生
活
や
家
計
に

つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た

き
り
や
認
知
症
に
な
っ

た

と
き
の
介
護
に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ
い

て 財
産
や
資
産
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生
き

が
い
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に
つ

い
て

子
育
て
に
つ
い
て

そ
の
他

無
回
答

351 62.1 51.3 43.3 35.6 33.0 28.8 28.5 24.2 16.8 13.1 11.7 9.4 1.4 0.3

236 64.8 52.5 36.9 50.4 24.2 22.9 46.6 21.6 15.3 18.2 11.4 14.4 0.4 0.4

今回調査

平成20年調査

住居や住まいについて

財産や資産について

こころのハリや生きがいについて

人とのつきあいについて

子育てについて

その他

無回答

自分や身近な人が寝たきりや認知症になったときの介護について

仕事について

家庭や家族について

家族の病気について

n=351

将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について

自分の体調や病気について

現在の生活や家計について

62.1

51.3

43.3

35.6

33.0

28.8

28.5

24.2

16.8

13.1

11.7

9.4

1.4

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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［性別・年齢］

性別では、「自分や身近な人が寝たきりや認知症になったときの介護について」「家族の病気につい

て」「住居や住まいについて」「人とのつきあいについて」は女性の方が高く、「仕事について」は男

性の方が高くなっている。

年齢別では、「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」「仕事について」「財産や

資産について」「人とのつきあいについて」「子育てについて」は年代が下がるほど高くなっている。

一方、「自分の体調や病気について」は年代が上がるほど高くなっている。

［仕事の有無］

「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」「現在の生活や家計について」「仕事に

ついて」は“仕事をしている”の方が高くなっている。一方、「自分の体調や病気について」と「こ

ころのハリや生きがいについて」は“仕事はしていない”の方が高くなっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の

先
行
き
（

生
活
設
計
な

ど
）

に
つ
い
て

自
分
の
体
調
や
病
気

に
つ
い
て

現
在
の
生
活
や
家
計

に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た

き
り
や
認
知
症
に
な
っ

た

と
き
の
介
護
に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い

て 家
族
の
病
気
に
つ
い

て 住
居
や
住
ま
い
に
つ

い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い

て こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生

き
が
い
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に

つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

そ
の
他

無
回
答

351 62.1 51.3 43.3 35.6 33.0 28.8 28.5 24.2 16.8 13.1 11.7 9.4 1.4 0.3

仕事をしている 235 64.3 47.2 45.1 35.7 39.6 28.5 26.8 24.3 16.6 11.9 11.9 10.6 0.4 0.4

仕事はしていない 110 56.4 58.2 39.1 35.5 20.0 28.2 30.0 24.5 16.4 16.4 11.8 7.3 3.6 0.0

仕
事
の

有
無
別

全 体

(%)

回
答
者
数
（

人
）

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の

先
行
き
（

生
活
設
計
な

ど
）

に
つ
い
て

自
分
の
体
調
や
病
気
に

つ
い
て

現
在
の
生
活
や
家
計
に

つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た

き
り
や
認
知
症
に
な
っ

た

と
き
の
介
護
に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ
い

て 財
産
や
資
産
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生
き

が
い
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に
つ

い
て

子
育
て
に
つ
い
て

そ
の
他

無
回
答

351 62.1 51.3 43.3 35.6 33.0 28.8 28.5 24.2 16.8 13.1 11.7 9.4 1.4 0.3

男 性 167 61.1 51.5 43.1 30.5 40.7 28.1 25.1 20.4 16.2 12.0 5.4 7.2 1.8 0.0

女 性 175 62.9 50.3 42.9 40.6 26.3 28.6 30.9 28.0 17.1 14.9 18.3 10.9 1.1 0.6

40～49歳 84 73.8 41.7 51.2 35.7 59.5 38.1 33.3 27.4 23.8 13.1 19.0 29.8 0.0 0.0

50～59歳 129 64.3 48.8 40.3 36.4 34.9 24.0 25.6 24.8 16.3 10.1 10.1 4.7 1.6 0.8

60～64歳 131 51.1 58.8 41.2 35.1 15.3 27.5 27.5 21.4 13.0 16.8 9.2 1.5 2.3 0.0

全 体

性
別

年
齢
別
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［健康だと思うか］

「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」「自分や身近な人が寝たきりや認知症

になったときの介護について」「子育てについて」は“健康（計）”の方が高くなっている。「自分の

体調や病気について」「現在の生活や家計について」「仕事について」「住居や住まいについて」「ここ

ろのハリや生きがいについて」「人とのつきあいについて」は“健康ではない（計）”の方が高くなっ

ている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の

先
行
き
（

生
活
設
計
な

ど
）

に
つ
い
て

自
分
の
体
調
や
病
気

に
つ
い
て

現
在
の
生
活
や
家
計

に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た

き
り
や
認
知
症
に
な
っ

た

と
き
の
介
護
に
つ
い
て

仕
事
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い

て 家
族
の
病
気
に
つ
い

て 住
居
や
住
ま
い
に
つ

い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い

て こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生

き
が
い
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に

つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

そ
の
他

無
回
答

351 62.1 51.3 43.3 35.6 33.0 28.8 28.5 24.2 16.8 13.1 11.7 9.4 1.4 0.3

健 康（計） 265 63.0 41.9 38.5 37.0 30.9 28.7 27.5 21.9 16.6 11.3 10.6 10.6 1.9 0.4

健康ではない（計） 82 58.5 81.7 58.5 31.7 40.2 29.3 29.3 31.7 15.9 18.3 15.9 6.1 0.0 0.0

全 体

健
康
だ
と

思
う
か
別
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４．介護保険や権利擁護の制度について

（１）介護保険制度について

Ｑ１ あなたは、介護保険制度についてどの程度知っていますか。（あてはまるものすべてに○）

「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める」が68.6％と最も高く、「介護保険のサー

ビスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をする」が61.5％、「要介護（要支援）

認定区分に応じて、利用できる介護（介護予防）サービスの利用限度額が異なる」が51.1％、「サー

ビスを利用したときは、原則、かかった費用の１割を利用者が負担する」が40.1％、「65歳以上の方

（第１号被保険者）の保険料は、市町村ごとに被保険者本人の所得や世帯の課税状況によって決まる」

が31.4％などとなっている。

一方、「知っていることはない」は11.6％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「介護保険

のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をする」は8.9ポイント、「サービ

スを利用したときは、原則、かかった費用の１割を利用者が負担する」は5.8ポイント増加している。

※選択肢の「その他」は今回調査から追加

(%)

回
答
者
数
（

人
）

原
則
と
し
て

歳
以
上
の
方
全

員
が
加
入
し

、
保
険
料
を
納
め

る 介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合

、
ま
ず
市
に
要
介
護

（
要
支
援

）
認
定
の
申
請
を
す

る 要
介
護

（
要
支
援

）
認
定
区
分

に
応
じ
て

、
利
用
で
き
る
介
護

（
介
護
予
防

）
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
限
度
額
が
異
な
る

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き

は

、
原
則

、
か
か

っ
た
費
用
の

１
割
を
利
用
者
が
負
担
す
る

歳
以
上
の
方

（
第
１
号
被
保
険

者

）
の
保
険
料
は

、
市
町
村
ご
と

に
被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ

っ
て
決
ま
る

介
護
保
険
は

、
被
保
険
者
が
納

め
る
保
険
料
と
利
用
者
の
１
割

の
負
担
金
の
ほ
か
に

、
約
半
分

は
税
金
を
財
源
に
し
て
い
る

そ
の
他

知

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

519 68.6 61.5 51.1 40.1 31.4 17.3 1.0 11.6 1.9

359 65.2 52.6 50.7 34.3 29.5 13.6 15.0 2.8平成20年調査

今回調査

65

40

無回答

65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は、市町村ごとに
被保険者本人の所得や世帯の課税状況によって決まる

介護保険は、被保険者が納める保険料と利用者の１割の負担金
のほかに、約半分は税金を財源にしている

その他

知っていることはない

介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）
認定の申請をする

要介護（要支援）認定区分に応じて、利用できる介護（介護予防）
サービスの利用限度額が異なる

サービスを利用したときは、原則、かかった費用の１割を利用者
が負担する

n=519

原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める 68.6

61.5

51.1

40.1

31.4

17.3

1.0

11.6

1.9

0 20 40 60 80 (%)
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［性別・年齢］

性別では、すべての内容で、女性の方が認知度が高くなっている。

年齢別では、どの年代でも、「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める」「介護保険

のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をする」「要介護（要支援）認定

区分に応じて、利用できる介護（介護予防）サービスの利用限度額が異なる」が上位３項目となって

いる。

［世帯構成］

どの世帯構成でも、「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める」「介護保険のサービ

スを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をする」「要介護（要支援）認定区分に応

じて、利用できる介護（介護予防）サービスの利用限度額が異なる」が上位３項目となっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

原
則
と
し
て

歳
以
上
の
方
全
員

が
加
入
し

、
保
険
料
を
納
め
る

介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合

、
ま
ず
市
に
要
介
護

（
要

支
援

）
認
定
の
申
請
を
す
る

要
介
護

（
要
支
援

）
認
定
区
分
に

応
じ
て

、
利
用
で
き
る
介
護

（
介

護
予
防

）
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
限
度

額
が
異
な
る

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は

、

原
則

、
か
か

っ
た
費
用
の
１
割
を

利
用
者
が
負
担
す
る

歳
以
上
の
方

（
第
１
号
被
保
険

者

）
の
保
険
料
は

、
市
町
村
ご
と

に
被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ

っ
て
決
ま
る

介
護
保
険
は

、
被
保
険
者
が
納
め

る
保
険
料
と
利
用
者
の
１
割
の
負

担
金
の
ほ
か
に

、
約
半
分
は
税
金

を
財
源
に
し
て
い
る

そ
の
他

知

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

519 68.6 61.5 51.1 40.1 31.4 17.3 1.0 11.6 1.9

一人暮らし 67 61.2 56.7 47.8 43.3 26.9 16.4 1.5 16.4 0.0

配偶者と二人暮らし 112 71.4 65.2 52.7 42.9 33.0 17.9 1.8 11.6 0.9

配偶者以外と二人暮らし 47 70.2 55.3 40.4 36.2 25.5 12.8 2.1 12.8 4.3

同居（三人以上） 249 68.3 63.1 54.6 40.6 34.1 18.1 0.0 10.4 2.4

その他 9 55.6 44.4 33.3 22.2 33.3 33.3 11.1 11.1 0.0

世
帯
構
成
別

全 体

65

40

(%)

回
答
者
数
（

人
）

原
則
と
し
て

歳
以
上
の
方
全
員

が
加
入
し

、
保
険
料
を
納
め
る

介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合

、
ま
ず
市
に
要
介
護

（
要

支
援

）
認
定
の
申
請
を
す
る

要
介
護

（
要
支
援

）
認
定
区
分
に

応
じ
て

、
利
用
で
き
る
介
護

（
介

護
予
防

）
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
限
度

額
が
異
な
る

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は

、

原
則

、
か
か

っ
た
費
用
の
１
割
を

利
用
者
が
負
担
す
る

歳
以
上
の
方

（
第
１
号
被
保
険

者

）
の
保
険
料
は

、
市
町
村
ご
と

に
被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ

っ
て
決
ま
る

介
護
保
険
は

、
被
保
険
者
が
納
め

る
保
険
料
と
利
用
者
の
１
割
の
負

担
金
の
ほ
か
に

、
約
半
分
は
税
金

を
財
源
に
し
て
い
る

そ
の
他

知

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

519 68.6 61.5 51.1 40.1 31.4 17.3 1.0 11.6 1.9

男 性 243 65.8 51.0 39.5 33.3 26.3 12.8 1.6 15.6 1.6

女 性 261 72.4 72.4 62.5 46.7 36.4 21.8 0.4 7.3 1.5

40～49歳 112 71.4 46.4 39.3 29.5 19.6 11.6 0.9 11.6 2.7

50～59歳 187 73.3 65.8 56.1 39.0 31.0 18.7 1.1 12.3 1.1

60～64歳 208 63.0 65.9 52.9 46.6 38.5 19.2 1.0 10.6 1.9

年
齢
別

全 体

性
別

65

40



第１章 市民アンケート・若年者調査

49

（２）介護保険料の今後

Ｑ２ 現在、厚生労働省の試算では、「現行の介護保険サービスを維持する場合でも保険料は高

くなる」といわれていますが、あなたが納めている介護保険料について次の４つの方針か

らあえて１つを選ぶとしたら、どれを選びますか。（１つに○）

「現状のサービス水準に応じた保険料でよい」が42.0％と最も高く、以下、「充実したサービスで

あれば、介護保険料は高くてもよい」が24.3％、「サービス水準を多少抑えても、保険料は変わらな

いほうがよい」が17.9％、「サービス水準を引き下げてもよいから、保険料は安いほうがよい」が10.6％

となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が異なるため厳密な比較はできないが、参考として掲載

する。

※平成20年調査の選択肢は、「介護保険サービスを充実させるためには、保険料が高くなってもやむをえない」

「変わらない方がよい（現状維持）」「介護保険サービスを減らしても良いから、保険料を安くしてほしい」

今回調査 (519)

平成20年調査 (359)

ｎ

25.9 57.7 9.5 7.0

(%)

24.3 42.0 17.9 10.6 5.2

充実したサービ
スであれば、介
護保険料は高く

てもよい

現状のサービス
水準に応じた
保険料でよい

サービス水準を
多少抑えても、
保険料は変わら
ないほうがよい

サービス水準を
引き下げてもよ
いから、保険料
は安いほうが

よい

無回答

n=519

無回答
5.2%

サービス水準を引
き下げてもよいか
ら、保険料は安い

ほうがよい
10.6%

サービス水準を多
少抑えても、保険
料は変わらない

ほうがよい
17.9%

現状のサービス
水準に応じた
保険料でよい

42.0%

充実したサービス
であれば、介護保
険料は高くても

よい
24.3%
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［性別・年齢］

性別では、「充実したサービスであれば、保険料は高くてもよい」は男性（28.0％）が女性（21.8％）

よりも6.2ポイント高くなっている。一方、「サービス水準を多少抑えても、保険料は変わらないほう

がよい」は女性（21.1％）が男性（14.0％）よりも7.1ポイント高くなっている。

年齢別では、大きな差はみられない。

［世帯構成］

「現状のサービス水準に応じた保険料でよい」は一人暮らし（50.7％）で高くなっている。「充実

したサービスであれば、介護保険料は高くてもよい」は配偶者と二人暮らし（30.4％）で高く、「サー

ビス水準を引き下げてもよいから、保険料は安いほうがよい」は配偶者以外と二人暮らし（19.1％）

で高くなっている。

全 体 (519)

一人暮らし (67)

配偶者と二人暮らし (112)

配偶者以外と二人暮らし (47)

同居（三人以上） (249)

その他 (9)

ｎ

16.4

30.4

21.3

23.3

33.3

50.7

43.8

36.2

40.6

22.2

16.4

10.7

17.0

22.5

13.4

11.6

19.1

6.8

44.4

6.8

3.0

3.6

6.4

(%)
24.3 42.0 17.9 10.6 5.2

充実したサービ
スであれば、介
護保険料は高く

てもよい

現状のサービス
水準に応じた
保険料でよい

サービス水準を
多少抑えても、
保険料は変わら
ないほうがよい

サービス水準を
引き下げてもよ
いから、保険料
は安いほうが

よい

無回答

世
帯
構
成
別

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

ｎ

28.0

21.8

25.9

25.1

23.6

42.0

42.1

41.1

42.8

41.3

14.0

21.1

14.3

19.8

17.8

11.9

9.2

12.5

7.5

12.5

4.8

4.8

4.1

5.7

6.3

(%)
24.3 42.0 17.9 10.6 5.2

性
別

年
齢
別

充実したサービ
スであれば、介
護保険料は高く

てもよい

現状のサービス
水準に応じた
保険料でよい

サービス水準を
多少抑えても、
保険料は変わら
ないほうがよい

サービス水準を
引き下げてもよ
いから、保険料
は安いほうが

よい

無回答
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（３）認知症に関する理解

Ｑ３ 認知症は、多くの人がかかる可能性のある病気で、認知症の方やご家族を支える地域づ

くりが重要な課題となっています。あなたは、認知症に関する以下の内容を知っています

か。（それぞれあてはまる番号１つに○）

認知症に関する各内容で、最も認知度が高いものは、「ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・

理解力が低下する病気であり、多くの人がかかる可能性がある」（90.4％）であった。一方、「ウ 何

もわからなくなってしまうわけではなく、感情やプライドは保たれるため、本人は多くの不安や混乱

を抱えている」（67.1％）と「オ 徘徊などの行動には原因があり、無理に抑え込むのではなく、接

し方を工夫したり、周りの環境を整えることが大切である」（66.5％）は比較的低くなっている。

n=519

エ 環境の変化への適応が難しくなるため、住み慣れた家庭や
地域の暮らしの中で、生活することが大切である。

オ 徘徊などの行動には原因があり、無理に抑え込むのではなく、
接し方を工夫したり、周りの環境を整えることが大切である。

ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・理解力が低下する病気で
あり、多くの人がかかる可能性がある。

イ 原因や状態によっては、早期に発見し適切な治療を受けること
によって、症状を軽くしたり、進行を遅らせることができる。

ウ 何もわからなくなってしまうわけではなく、感情やプライドは
保たれるため、本人は多くの不安や混乱を抱えている。

83.0

67.1

70.7

66.5

13.5

28.1

23.7

28.1

5.6

5.4

4.8

3.5

(%)

90.4 6.4 3.3

知っていた 知らなかった 無回答
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［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、「知っていた」は「オ 徘徊などの行動には原因があり、無理

に抑え込むのではなく、接し方を工夫したり、周りの環境を整えることが大切である」で6.1ポイン

ト増加している。

今回調査 (519)

平成20年調査 (359)

今回調査 (519)

平成20年調査 (359)

今回調査 (519)

平成20年調査 (359)

今回調査 (519)

平成20年調査 (359)

今回調査 (519)

平成20年調査 (359)

ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・理解
力が低下する病気であり、多くの人がか
かる可能性がある。

イ 原因や状態によっては、早期に発見し適
切な治療を受けることによって、症状を
軽くしたり、進行を遅らせることができる。

ウ 何もわからなくなってしまうわけではなく、
感情やプライドは保たれるため、本人は
多くの不安や混乱を抱えている。

エ 環境の変化への適応が難しくなるため、
住み慣れた家庭や地域の暮らしの中で、
生活することが大切である。

オ 徘徊などの行動には原因があり、無理に
抑え込むのではなく、接し方を工夫したり、
周りの環境を整えることが大切である。

ｎ

88.6 9.7 1.7

(%)

90.4 6.4 3.3

81.1 17.3

83.0 13.5

1.7

3.5

69.1 29.2

67.1 28.1

1.7

4.8

70.5 27.9

70.7 23.7

1.7

5.6

60.4 37.9

66.5 28.1

1.7

5.4

知っていた 知らなかった 無回答
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［性別］

「ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・理解力が低下する病気であり、多くの人がかかる可能

性がある」を除くすべての項目で、「知っていた」は女性が男性よりも10ポイント以上高くなってい

る。

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・理解
力が低下する病気であり、多くの人がかか
る可能性がある。

イ 原因や状態によっては、早期に発見し適
切な治療を受けることによって、症状を軽
くしたり、進行を遅らせることができる。

ウ 何もわからなくなってしまうわけではなく、
感情やプライドは保たれるため、本人は
多くの不安や混乱を抱えている。

オ 徘徊などの行動には原因があり、無理に
抑え込むのではなく、接し方を工夫したり、
周りの環境を整えることが大切である。

エ 環境の変化への適応が難しくなるため、
住み慣れた家庭や地域の暮らしの中で、
生活することが大切である。

ｎ

89.7

92.7

7.0

4.6 2.7

3.3

(%)
90.4 6.4 3.3

77.0

90.0

19.8

7.3

83.0 13.5

2.7

3.3

3.5

59.7

75.1

35.4

21.1

4.9

67.1 28.1

3.8

4.8

65.4

77.8

29.2

17.6

5.3

4.6

70.7 23.7 5.6

58.0

76.2

37.4

18.8

4.5

5.0

66.5 28.1 5.4

知っていた 知らなかった 無回答
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［年齢］

「イ 原因や状態によっては、早期に発見し適切な治療を受けることによって、症状を軽くしたり、

進行を遅らせることができる」は40～49歳（75.9％）で他の年代と比べて低くなっている。「エ 環

境の変化への適応が難しくなるため、住み慣れた家庭や地域の暮らしの中で、生活することが大切で

ある」は年代が上がるほど高く60～64歳（75.0％）で最も高くなっている。

全 体 (519)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

全 体 (519)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

全 体 (519)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

全 体 (519)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

全 体 (519)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・理解
力が低下する病気であり、多くの人がかか
る可能性がある。

イ 原因や状態によっては、早期に発見し適
切な治療を受けることによって、症状を軽
くしたり、進行を遅らせることができる。

ウ 何もわからなくなってしまうわけではなく、
感情やプライドは保たれるため、本人は
多くの不安や混乱を抱えている。

オ 徘徊などの行動には原因があり、無理に
抑え込むのではなく、接し方を工夫したり、
周りの環境を整えることが大切である。

エ 環境の変化への適応が難しくなるため、
住み慣れた家庭や地域の暮らしの中で、
生活することが大切である。

ｎ

90.2

92.0

89.9

7.1

5.3

6.3 3.8

2.7

2.7

90.4 6.4 3.3

75.9

86.6

85.1

19.6

10.7

12.0

83.0 13.5

2.9

2.7

4.5

3.5

67.9

70.6

64.4

26.8

26.2

30.3

5.4

5.3

67.1 28.1

3.2

4.8

66.1

71.1

75.0

29.5

24.6

18.8

4.5

6.3

70.7 23.7

4.3

5.6

66.1

69.0

66.8

29.5

27.3

26.9

4.5

6.3

66.5 28.1

3.7

5.4

知っていた 知らなかった 無回答

(%)
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（４）認知症の予防法を試した経験

Ｑ４ 認知症の予防には、運動や食事など、生活習慣の改善をはじめとした予防法が考えられ

ていますが、あなたは試したことがありますか。

「試したことはない」が85.2％、「試したことがある」が12.7％となっている。

［性別・年齢］

性別では、「試したことはない」は男性（88.1％）が女性（83.1％）よりも5.0ポイント高くなって

いる。

年齢別では、大きな差はみられない。

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

ｎ

9.9

14.9

10.7

12.3

13.9

88.1

83.1

86.6

85.6

84.6 1.4

2.1

2.7

1.9

2.1

(%)
12.7 85.2 2.1

性
別

年
齢
別

試したことがある 試したことはない 無回答

n=519
試したことはない

85.2%

無回答
2.1% 試したことがある

12.7%
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（５）認知症予防について

〔Ｑ４で「試したことはない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ４-１ その予防法に効果があるとしたら、あなたは試してみたいと思いますか。（１つに○）

「内容によっては試したい」が51.1％で最も高く、「ぜひ試したい」が23.3％、「試したくない」が

2.5％となっている。

一方、「特に考えていない」は21.7％となっている。

［経年比較］

今回調査では、認知症の予防法を「試したことはない」と回答した方を対象として質問をしている

が、平成20年の調査ではすべての方を対象としていたため、調査結果を単純に比較することは難しい。

結果は参考として掲載する。

※平成20年調査では全員に聞いている

今回調査 (442)

平成20年調査 (359)

ｎ

30.4 57.7 10.6 1.4

(%)

23.3 51.1 21.7

2.5

1.4

ぜひ試したい
内容によっては

試したい
試したくない

特に考えて
いない

無回答

n=442

試したくない
2.5%

無回答
1.4%

特に考えていない
21.7%

ぜひ試したい
23.3%

内容によっては
試したい
51.1%
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［性別・年齢］

性別では、「ぜひ試したい」は女性（28.1％）が男性（18.7％）よりも9.4ポイント高くなっている。

一方、「特に考えていない」は男性（27.1％）が女性（15.7％）よりも11.4ポイント高くなっている。

年齢別では、大きな差はみられない。

全 体 (442)

男性 (214)

女性 (217)

40～49歳 (97)

50～59歳 (160)

60～64歳 (176)

ｎ

18.7

28.1

25.8

21.3

24.4

49.5

53.5

47.4

53.1

51.7

27.1

15.7

22.7

21.3

20.5

2.3

3.1

2.1

0.9

3.7

1.1

1.3

2.1

1.8

0.9

(%)
23.3 51.1 21.7

2.5

1.4

性
別

年
齢
別

ぜひ試したい
内容によっては

試したい
試したくない

特に考えて
いない

無回答
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（６）権利擁護の制度や仕組み

Ｑ５ あなたは、高齢者が安心して暮らせるための権利擁護の制度や仕組みを知っていますか。

（知っているものすべてに○）

「クーリングオフ制度」が75.7％で最も高く、以下、「成年後見制度」が46.2％、「日常生活自立支

援事業（地域福祉権利擁護事業）」が31.0％などとなっている。

一方、「知っているものはない」は11.8％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「クーリン

グオフ制度」は5.1ポイント減少している。また、「成年後見制度」は11.7ポイント、「日常生活自立

支援事業（地域福祉権利擁護事業）」は11.5ポイント、「松戸市高齢者虐待防止ネットワーク」は4.0

ポイント増加している。

※「日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）」は、平成20年調査では

「福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護事業）」

(%)

回
答
者
数
（

人
）

ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制

度 成
年
後
見
制
度

日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
（

地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
）

松
戸
市
高
齢
者
虐
待

防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

市
民
後
見
人
の
活
動

知
っ

て
い
る
も
の
は

な
い

無
回
答

519 75.7 46.2 31.0 14.3 10.6 11.8 5.8

359 80.8 34.5 19.5 10.3 10.9 3.6

今回調査

平成20年調査

n=519

クーリングオフ制度

成年後見制度

日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）

松戸市高齢者虐待防止ネットワーク

市民後見人の活動

知っているものはない

無回答

75.7

46.2

31.0

14.3

10.6

11.8

5.8

0 20 40 60 80 (%)
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［性別・年齢］

性別では、どの項目でも女性の方が男性よりも認知度が高くなっている。

年齢別では、どの年代でも、「クーリングオフ制度」「成年後見制度」「日常生活自立支援事業（地

域福祉権利擁護事業）」が上位３項目となっている。「成年後見制度」は年代が上がるほど認知度が高

くなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制

度 成
年
後
見
制
度

日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
（

地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
）

松
戸
市
高
齢
者
虐
待

防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

市
民
後
見
人
の
活
動

知
っ

て
い
る
も
の
は

な
い

無
回
答

519 75.7 46.2 31.0 14.3 10.6 11.8 5.8

男 性 243 74.5 45.3 24.3 9.5 7.8 14.0 6.2

女 性 261 78.2 48.3 39.1 19.2 13.8 9.6 4.6

40～49歳 112 69.6 38.4 21.4 11.6 9.8 17.0 5.4

50～59歳 187 79.7 48.1 34.8 15.0 9.1 10.7 4.8

60～64歳 208 76.9 50.5 34.6 15.4 13.0 9.1 6.3

全 体

性
別

年
齢
別
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５．今後の生活について

（１）どのように暮らしたいのか

Ｑ１ あなたは、今後の生活について、どのようにお考えですか。（１つに○）

「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人ホームな

どの施設に入所したい」が62.2％と最も高く、以下、「寝たきりになったり、もの忘れの症状がはげ

しくなっても、最後まで自宅で暮らしたい」が16.2％、「今すぐにでも、老人ホームなどの施設に入

所したい」が0.8％となっている。

一方、「わからない」は16.6％となっている。

n=519

62.2%

無回答
2.9%わからない

16.6%
その他
1.3%

今すぐにでも、
老人ホームなどの
施設に入所したい

0.8%

寝たきりになった
り、もの忘れの症
状がはげしくなって
も、最後まで自宅
で暮らしたい

16.2%

できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきり
やもの忘れの症状がはげしくなったら、
老人ホームなどの施設に入所したい
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［日常生活圏域］

「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人ホームな

どの施設に入所したい」は小金地区（85.3％）で最も高く、「寝たきりになったり、もの忘れの症状

がはげしくなっても、最後まで自宅で暮らしたい」は本庁地区（21.4％）で最も高い。

全 体 (519)

本庁地区 (56)

明第１地区 (54)

明第２東地区 (34)

明第２西地区 (22)

矢切地区 (22)

東部地区 (54)

馬橋地区 (40)

常盤平地区 (45)

五香松飛台地区 (39)

六実六高台地区 (19)

常盤平団地地区 (7)

小金地区 (34)

小金原地区 (19)

新松戸地区 (27)

馬橋西地区 (38)

ｎ

21.4

11.1

17.6

22.7

13.6

13.0

20.0

8.9

20.5

26.3

14.3

8.8

31.6

22.2

7.9

58.9

59.3

50.0

63.6

54.5

64.8

62.5

71.1

46.2

68.4

57.1

85.3

42.1

63.0

73.7

4.5

13.6

27.3

18.5

12.5

15.6

23.1

5.3

28.6

5.9

26.3

11.1

10.5

5.4

5.0

7.7

2.6

2.9

1.9

2.6

3.7

2.6

1.9

2.9

1.8

12.5

24.1

23.5

3.7

2.9

1.9

4.4

2.6

(%)
16.2 62.2

0.8 1.3

16.6 2.9

寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
、

も
の
忘
れ
の
症
状
が
は
げ

し
く
な
っ

て
も
、

最
後
ま

で
自
宅
で
暮
ら
し
た
い

で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し

た
い
が
、

寝
た
き
り
や
も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く

な
っ

た
ら
、

老
人
ホ
ー

ム
な

ど
の
施
設
に
入
所
し
た
い

今
す
ぐ
に
で
も
、

老
人

ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
に
入

所
し
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

日
常
生
活
圏
域
別
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［性別・年齢］

性別では、「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老

人ホームなどの施設に入所したい」は女性（67.8％）が男性（57.2％）よりも10.6ポイント高くなっ

ている。「寝たきりになったり、もの忘れの症状がはげしくなっても、最後まで自宅で暮らしたい」

は男性（23.0％）の方が女性（9.6％）よりも13.4ポイント高くなっている。

年齢別では、「寝たきりになったり、もの忘れの症状がはげしくなっても、最後まで自宅で暮らし

たい」は年代が上がるほど高くなっている。

［世帯構成］

「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人ホームな

どの施設に入所したい」は配偶者以外と二人暮らし（57.4％）で低くなっている。

全 体 (519)

一人暮らし (67)

配偶者と二人暮らし (112)

配偶者以外と二人暮らし (47)

同居（三人以上） (249)

その他 (9)

ｎ

13.4

15.2

14.9

17.3

44.4

61.2

64.3

57.4

63.9

33.3

14.1

22.2

10.6

0.4

2.1

1.8

1.2

0.9

1.5

23.9

17.0

14.9

3.2

0.9

(%)
16.2 62.2

0.8 1.3

16.6 2.9

寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
、

も

の
忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く

な
っ

て
も
、

最
後
ま
で
自
宅

で
暮
ら
し
た
い

で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し

た
い
が
、

寝
た
き
り
や
も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く

な
っ

た
ら
、

老
人
ホ
ー

ム
な

ど
の
施
設
に
入
所
し
た
い

今
す
ぐ
に
で
も
、

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
た

い そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

世
帯
構
成
別

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

ｎ

23.0

9.6

12.5

14.4

20.2

57.2

67.8

63.4

62.6

62.0

17.1

14.9

0.5

1.6

1.5

1.0

1.1

0.9

0.8

1.2

15.6

17.6

19.6

1.4

3.2

3.6

2.7

2.9

(%)
16.2 62.2

0.8 1.3

16.6 2.9

寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
、

も

の
忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く

な
っ

て
も
、

最
後
ま
で
自
宅

で
暮
ら
し
た
い

で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し

た
い
が
、

寝
た
き
り
や
も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く

な
っ

た
ら
、

老
人
ホ
ー

ム
な

ど
の
施
設
に
入
所
し
た
い

今
す
ぐ
に
で
も
、

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
た

い そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

性
別

年
齢
別
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（２）施設希望の理由

〔Ｑ１で「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、

老人ホームなどの施設に入所したい」または「今すぐにでも、老人ホームなどの施設に入所

したい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-１ 施設等を希望される（ご自宅での生活を希望しない）最も大きな理由は何ですか。

（１つに○）

「家族の負担が大きいため」が63.9％で最も高く、以下、「専門的な介護が受けられて、安心して

生活できるため」が19.9％、「介護をしてくれる家族がいないため」が15.6％となっている。

n=327家族の負担が
大きいため

63.9%

その他
0.0%

無回答
0.6%介護をしてくれる

家族がいないため
15.6%

専門的な介護が受
けられて、安心して
生活できるため

19.9%
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［日常生活圏域］

回答者数が少ない地域が多いため、結果は参考として掲載する。

全 体 (327)

本庁地区 (33)

明第１地区 (33)

明第２東地区 (18)

明第２西地区 (14)

矢切地区 (12)

東部地区 (35)

馬橋地区 (25)

常盤平地区 (32)

五香松飛台地区 (18)

六実六高台地区 (13)

常盤平団地地区 (4)

小金地区 (29)

小金原地区 (8)

新松戸地区 (17)

馬橋西地区 (29)

ｎ

15.2

27.3

33.3

21.4

16.7

22.9

16.0

15.6

5.6

15.4

75.0

20.7

12.5

23.5

17.2

63.6

36.4

50.0

64.3

83.3

71.4

76.0

56.3

88.9

69.2

62.1

62.5

64.7

72.4

21.2

36.4

16.7

14.3

5.7

8.0

28.1

5.6

15.4

25.0

10.3

25.0

11.8

10.3

6.9

(%)
19.9 63.9 15.6 0.6

専門的な介護が
受けられて、安
心して生活でき

るため

家族の負担が
大きいため

介護をしてくれる
家族がいない

ため
その他 無回答

日
常
生
活
圏
域
別
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［性別・年齢］

性別では、「家族の負担が大きいため」は女性（65.7％）が男性（60.4％）よりも5.3ポイント高く

なっている。「介護をしてくれる家族がいないため」は男性（19.4％）が女性（12.7％）よりも6.7ポ

イント高くなっている。

年齢別では、「家族の負担が大きいため」は40～49歳（71.8％）で高くなっている。一方、「専門的

な介護が受けられて、安心して生活できるため」は40～49歳（14.1％）で低くなっている。

［世帯構成］

「家族の負担が大きいため」は同居（三人以上）（79.4％）で高くなっている。「専門的な介護が受

けられて、安心して生活できるため」は配偶者と二人暮らし（27.0％）と配偶者以外と二人暮らし

（25.0％）で高くなっている。「介護をしてくれる家族がいないため」は一人暮らし（58.5％）で高

くなっている。

全 体 (327)

一人暮らし (41)

配偶者と二人暮らし (74)

配偶者以外と二人暮らし (28)

同居（三人以上） (160)

その他 (3)

ｎ

19.5

27.0

25.0

17.5

19.5

62.2

39.3

79.4

33.3

58.5

9.5

35.7

66.7

3.1

1.4

2.4

(%)
19.9 63.9 15.6 0.6

世
帯
構
成
別

専門的な介護が
受けられて、安
心して生活でき

るため

家族の負担が
大きいため

介護をしてくれる
家族がいない

ため
その他 無回答

全 体 (327)

男性 (139)

女性 (181)

40～49歳 (71)

50～59歳 (120)

60～64歳 (130)

ｎ

20.1

20.4

14.1

21.7

22.3

60.4

65.7

71.8

63.3

60.0

19.4

12.7

14.1

14.2

16.9 0.8

0.8

1.1

(%)
19.9 63.9 15.6 0.6

性
別

年
齢
別

専門的な介護が
受けられて、安
心して生活でき

るため

家族の負担が
大きいため

介護をしてくれる
家族がいない

ため
その他 無回答
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６．市に期待すること

（１）市に期待すること

Ｑ１ あなたが今後、介護に関して市に期待することは何ですか。（３つまでに○）

「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やしてほしい」が56.3％で最も高く、以下、「施

設の空き状況などの情報を提供してほしい」が38.9％、「介護保険制度についてわかりやすく説明を

してほしい」が37.8％、「介護保険サービス事業者を選べるよう情報を提供してほしい」が36.0％な

どとなっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、「施設の空き状況などの情報を提供してほしい」は5.2ポイント、

「介護保険サービス以外のサービスも取り入れてほしい」は6.8ポイント増加している。また、「介護

保険制度についてわかりやすく説明をしてほしい」は18.5ポイント、「介護保険サービス事業者を選

べるよう情報を提供してほしい」は5.2ポイント減少している。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に

介
護
相
談
が
で
き
る
場

所
を
増
や
し
て
ほ
し
い

施
設
の
空
き
状
況
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
て
ほ

し
い

介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明

を
し
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事

業
者
を
選
べ
る
よ
う
情

報
を
提
供
し
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
以

外
の
サ
ー

ビ
ス
も
取
り

入
れ
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事

業
者
へ
の
助
言
・
指
導

を
強
化
し
て
ほ
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

519 56.3 38.9 37.8 36.0 16.8 14.3 6.4 9.8 3.9

359 56.5 33.7 56.3 41.2 10.0 12.0 3.6 5.3 4.5

今回調査

平成20年調査

その他

特にない

無回答

介護保険サービス事業者を選べるよう情報を提供してほしい

介護保険サービス以外のサービスも取り入れてほしい

介護保険サービス事業者への助言・指導を強化してほしい

n=519

困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やしてほしい

施設の空き状況などの情報を提供してほしい

介護保険制度についてわかりやすく説明をしてほしい

56.3

38.9

37.8

36.0

16.8

14.3

6.4

9.8

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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［性別・年齢］

性別では、「介護保険制度についてわかりやすく説明をしてほしい」以外は、女性の方が高くなっ

ている。

年齢別では、40～49歳で割合が高いものは、「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やし

てほしい」（58.0％）、「介護保険制度についてわかりやすく説明をしてほしい」（42.9％）、「施設の空

き状況などの情報を提供してほしい」（30.4％）などとなっている。

50～59歳と60～64歳では、「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やしてほしい」「施設の

空き状況などの情報を提供してほしい」「介護保険サービス事業者を選べるよう情報を提供してほし

い」が上位３項目となっており、これら以外の項目でも、似た傾向がみられる。

また、「施設の空き状況などの情報を提供してほしい」は年代が上がるほど高くなっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に

介
護
相
談
が
で
き
る
場

所
を
増
や
し
て
ほ
し
い

施
設
の
空
き
状
況
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
て
ほ

し
い

介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明

を
し
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事

業
者
を
選
べ
る
よ
う
情

報
を
提
供
し
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
以

外
の
サ
ー

ビ
ス
も
取
り

入
れ
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事

業
者
へ
の
助
言
・
指
導

を
強
化
し
て
ほ
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

519 56.3 38.9 37.8 36.0 16.8 14.3 6.4 9.8 3.9

男 性 243 54.7 35.0 38.7 33.7 16.0 11.5 6.2 11.9 3.7

女 性 261 58.2 44.4 37.5 38.7 18.4 17.6 6.5 6.9 3.4

40～49歳 112 58.0 30.4 42.9 26.8 19.6 10.7 8.0 9.8 6.3

50～59歳 187 56.1 41.7 37.4 40.6 19.3 12.8 4.8 9.6 4.3

60～64歳 208 56.3 42.8 36.5 38.0 13.9 18.3 6.7 9.1 1.4

全 体

性
別

年
齢
別
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（２）保健・医療・福祉サービス

Ｑ２ あなたは、かりに、自分が高齢などのために身の回りのことが自分で十分にできなくなっ

たとき、どんなサービスが必要だと思いますか。（５つまでに○）

「ほとんど収入がなく、独立した生活に不安のある高齢者が無料もしくは低料金で入所できる養護

老人ホーム」が48.0％で最も高く、以下、「ある程度の収入はあるが、独立した生活に不安のある高

齢者が低料金で入所できる軽費老人ホーム（ケアハウス）」が34.5％、「食事の用意が困難な高齢者に

食事を届ける配食サービス」が33.5％などとなっている。

介護が必要な高齢者などを短期間（１週間くらい）あずかって世話をするサービス
（ショートステイ）

要支援・要介護状態になるおそれのある65歳以上の方に対して行う介護予防事業
（運動器の機能向上教室・低栄養予防教室・口腔ケア教室・物忘れ予防教室）

必要に応じて、かかりつけの医師が往診し自宅で診察してもらえるサービス

介護が必要な高齢者に、日帰りで入浴や食事、リハビリなどを提供するサービス
（デイサービス）

自宅で介護するために必要な福祉用具（特殊ベッド、車いすなど）の貸し出し

常時介護を必要とする人が入所する特別養護老人ホームにおける施設介護サービス

急病等の緊急事態に対応するための緊急通報装置の貸与

夜間に対応してもらえる訪問介護サービス

認知症で介護が必要な高齢者が、共同生活をしながら介護を受けるグループホーム

在宅介護者への支援サービス（紙おむつの支給や・介護慰労金の支給）

介護が必要な高齢者などの家庭を訪問し、浴槽の提供と入浴の介助をする訪問入浴
サービス

閉じこもり予防のための移送サービス

食事や掃除などの日常生活上のサービスを受けられる有料老人ホーム

おおむね65歳以上の日常生活に介助を要する高齢者の生活や介護が便利になるよう
トイレや浴室等を改造する場合、資金の一部を助成する制度（介護保険外）

心身の機能回復のため、家庭に訪問してもらったり、施設に通って受けるリハビリ
テーション

自宅で生活しやすいように、居宅に手すりやスロープ等を設置する住宅改修サービス
（介護保険サービス）

市内11ヶ所の在宅介護支援センターで行っている、認知症や寝たきりの相談を含めた
高齢者の総合的な相談

リハビリ等を必要とする人が入所する老人保健施設における施設介護サービス

歯科医師による訪問歯科診療

75歳以上の単身世帯・高齢者世帯や要支援・要介護認定を受けた単身世帯の方に
対しての家屋の軽微な修理、窓ふきなどのサービス（軽度生活援助）

市内３ヶ所の地域包括支援センターで行っている、認知症や寝たきりの相談を含めた
保健・医療・福祉・介護の総合的な相談

徘徊高齢者が所在不明になったとき、居所を発見してくれる徘徊探索サービス

薬剤師による訪問薬剤管理指導

その他

無回答

n=519

ほとんど収入がなく、独立した生活に不安のある高齢者が無料もしくは低料金で入所
できる養護老人ホーム

ある程度の収入はあるが、独立した生活に不安のある高齢者が低料金で入所できる
軽費老人ホーム（ケアハウス）

食事の用意が困難な高齢者に食事を届ける配食サービス

医師や看護師などによる在宅医療サービス

小規模な施設で、日帰りで入浴や食事をしたり、リハビリなどを受けるサービスを中心に、自宅に訪問
してもらえたり、時にはその施設に宿泊したりしながら、在宅での生活を継続できるようにするサービス

介護が必要な高齢者などの家庭を訪問し、排泄等の介護や食事などの手伝いをする
ホームヘルプサービス

48.0

34.5

33.5

26.2

22.4

20.4

19.3

17.0

16.2

15.2

14.6

14.1

14.1

13.7

11.8

10.8

10.6

9.6

9.6

8.5

8.3

7.7

6.9

6.6

6.4

5.8

5.2

4.2

1.3

1.9

3.7

0 20 40 60 (%)
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［性別・年齢（上位10項目）］

性別では、「食事の用意が困難な高齢者に食事を届ける配食サービス」「介護が必要な高齢者などを

短期間（１週間くらい）あずかって世話をするサービス（ショートステイ）」は女性の方が高くなっ

ている。一方、「要支援・要介護状態になるおそれのある65歳以上の方に対して行う介護予防事業（運

動器の機能向上教室・低栄養予防教室・口腔ケア教室・物忘れ防止教室）」は男性の方が高くなって

いる。

年齢別では、「ほとんど収入がなく、独立した生活に不安のある高齢者が無料もしくは低料金で入

所できる養護老人ホーム」は年代が下がるほど高くなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

ほ
と
ん
ど
収
入
が
な
く
、

独
立
し
た
生
活
に
不
安
の
あ

る
高
齢
者
が
無
料
も
し
く
は
低
料
金
で
入
所
で
き
る
養

護
老
人
ホ
ー

ム

あ
る
程
度
の
収
入
は
あ
る
が
、

独
立
し
た
生
活
に
不
安

の
あ
る
高
齢
者
が
低
料
金
で
入
所
で
き
る
軽
費
老
人

ホ
ー

ム
（

ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

食
事
の
用
意
が
困
難
な
高
齢
者
に
食
事
を
届
け
る
配
食

サ
ー

ビ
ス

小
規
模
な
施
設
で
、

日
帰
り
で
入
浴
や
食
事
を
し
た
り
、

リ
ハ

ビ
リ
な
ど
を
受
け
る
サ
ー

ビ
ス
を
中
心
に
、

自
宅
に
訪
問
し
て

も
ら
え
た
り
、

時
に
は
そ
の
施
設
に
宿
泊
し
た
り
し
な
が
ら
、

在
宅
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
サ
ー

ビ
ス

医
師
や
看
護
師
な
ど
に
よ
る
在
宅
医
療
サ
ー

ビ
ス

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
の
家
庭
を
訪
問
し
、

排
泄

等
の
介
護
や
食
事
な
ど
の
手
伝
い
を
す
る
ホ
ー

ム
ヘ
ル

プ
サ
ー

ビ
ス

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
を
短
期
間
（

１
週
間
く
ら

い
）

あ
ず
か
っ

て
世
話
を
す
る
サ
ー

ビ
ス
（

シ
ョ
ー

ト

ス
テ
イ
）

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
6
5
歳

以
上
の
方
に
対
し
て
行
う
介
護
予
防
事
業
（

運
動
器
の

機
能
向
上
教
室
・
低
栄
養
予
防
教
室
・
口
腔
ケ
ア
教

室
・
物
忘
れ
防
止
教
室
）

必
要
に
応
じ
て
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
が
往
診
し
自
宅

で
診
察
し
て
も
ら
え
る
サ
ー

ビ
ス

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

日
帰
り
で
入
浴
や
食
事
、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
（

デ
イ
サ
ー

ビ

ス
）

519 48.0 34.5 33.5 26.2 22.4 20.4 19.3 17.0 16.2 15.2

男 性 243 47.7 34.2 29.6 24.7 22.2 21.0 14.4 21.0 16.0 13.2

女 性 261 49.4 35.2 37.2 28.4 22.6 20.3 23.8 14.2 16.5 16.9

40～49歳 112 59.8 29.5 35.7 26.8 29.5 14.3 13.4 17.0 16.1 13.4

50～59歳 187 49.2 38.0 30.5 28.9 17.1 22.5 22.5 15.5 15.5 15.5

60～64歳 208 41.3 35.1 35.1 24.5 22.6 21.6 19.7 19.2 16.3 15.9

全 体

性
別

年
齢
別



第１章 市民アンケート・若年者調査

70

（３）市の情報提供のあり方で改善してほしいこと

Ｑ３ 知りたいことを知るために、今の市の情報提供のあり方を、こう改善してほしいと思う

ことはありますか。（３つまでに○）

「誰にでもわかりやすい内容にしてほしい」が54.5％で最も高く、以下、「自宅にいても必要な情

報が得られるようなしくみを作ってほしい」が50.5％、「必要な情報が１ヶ所で得られるしくみを作っ

てほしい」が45.5％などとなっている。

［性別・年齢］

性別では、「誰にでもわかりやすい内容にしてほしい」「必要な情報が１ヶ所で得られるしくみを

作ってほしい」は女性の方が高く、「特にない」は男性の方が高くなっている。

年齢別では、どの年代でも、上位３項目は「誰にでもわかりやすい内容にしてほしい」「自宅にい

ても必要な情報が得られるようなしくみを作ってほしい」「必要な情報が１ヶ所で得られるしくみを

作ってほしい」となっている。また、「個人向けにきめ細かい情報を提供してほしい」は年代が下が

るほど割合が高くなっている。

無回答

個人向けにきめ細かい情報を提供してほしい

心が動かされるような生き生きとした内容にしてほしい

その他

特にない

誰にでもわかりやすい内容にしてほしい

自宅にいても必要な情報が得られるようなしくみを作ってほしい

必要な情報が１ヶ所で得られるしくみを作ってほしい

民間やボランティアが行うサービスなど、行政以外が実施する
サービスについても情報を提供してほしい

n=519

54.5

50.5

45.5

31.2

16.6

14.5

1.9

5.4

3.9

0 10 20 30 40 50 60 (%)

(%)

回
答
者
数
（

人
）

誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
内
容

に
し
て
ほ
し
い

自
宅
に
い
て
も
必
要
な
情
報
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
し
く
み
を

作
っ

て
ほ
し
い

必
要
な
情
報
が
１
ヶ

所
で
得
ら

れ
る
し
く
み
を
作
っ

て
ほ
し
い

民
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
行
う

サ
ー

ビ
ス
な
ど
、

行
政
以
外
が

実
施
す
る
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

も
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い

個
人
向
け
に
き
め
細
か
い
情
報

を
提
供
し
て
ほ
し
い

心
が
動
か
さ
れ
る
よ
う
な
生
き

生
き
と
し
た
内
容
に
し
て
ほ
し

い そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

519 54.5 50.5 45.5 31.2 16.6 14.5 1.9 5.4 3.9

男 性 243 45.3 51.4 41.6 32.9 16.0 14.4 2.9 8.2 4.1

女 性 261 64.0 50.6 49.4 30.7 16.9 14.9 0.8 2.3 3.1

40～49歳 112 55.4 49.1 40.2 31.3 21.4 16.1 3.6 5.4 2.7

50～59歳 187 53.5 53.5 44.9 34.2 18.7 12.8 1.6 5.3 3.2

60～64歳 208 56.3 50.5 49.0 29.8 12.0 15.9 1.0 5.3 3.8

全 体

性
別

年
齢
別
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（４）必要な情報

Ｑ４ 現在、どんな情報を必要としていますか。（３つまでに○）

「福祉サービス」が34.1％で最も高く、以下、「年金」が27.2％、「趣味・娯楽・生涯学習」が25.8％、

「医療」が25.6％などとなっている。

一方、「特にない」は12.9％となっている。

［性別・年齢］

性別では、「趣味・娯楽・生涯学習」は女性の方が高くなっている。

年齢別では、40～49歳で割合が高いものは、「医療」（28.6％）、「福祉サービス」（27.7％）、「仕事

（就労）」（26.8％）などであり、これら上位３項目はほぼ同じ割合である。

50～59歳で割合が高いものは、「福祉サービス」（40.6％）、「年金」（35.3％）、「趣味・娯楽・生涯

学習」（26.2％）などとなっている。

60～64歳で割合が高いものは、「福祉サービス」（31.3％）、「健康づくり」（28.8％）、「趣味・娯楽・

生涯学習」（27.9％）などとなっている。

「趣味・娯楽・生涯学習」と「健康づくり」は年代が上がるほど高くなっている。

(%)

回
答
者
数

（

人
）

福
祉
サ
ー

ビ
ス

年
金

趣
味
・
娯
楽
・

生
涯
学
習

医
療

健
康
づ
く
り

介
護
保
険

仕
事
（

就
労
）

税
金
・
資
産
運

用
・
相
続

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
地
域
活
動

住
ま
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

519 34.1 27.2 25.8 25.6 22.9 20.6 18.1 14.3 7.9 6.7 1.9 12.9 3.7

男 性 243 32.9 27.6 22.6 25.9 21.4 20.6 19.8 15.6 9.5 7.4 2.9 14.4 2.9

女 性 261 34.9 25.7 29.1 25.3 23.8 21.5 17.2 13.0 6.9 5.7 1.1 11.5 3.8

40～49歳 112 27.7 25.0 21.4 28.6 15.2 20.5 26.8 19.6 7.1 5.4 3.6 11.6 1.8

50～59歳 187 40.6 35.3 26.2 23.5 20.9 20.9 20.3 14.4 7.0 7.5 1.1 11.8 2.1

60～64歳 208 31.3 20.2 27.9 26.0 28.8 21.2 12.0 11.5 9.6 6.7 1.9 14.9 5.3

全 体

性
別

年
齢
別

n=519

福祉サービス

年金

趣味・娯楽・生涯学習

医療

健康づくり

介護保険

仕事（就労）

税金・資産運用・相続

ボランティア・地域活動

住まい

その他

特にない

無回答

34.1

27.2

25.8

25.6

22.9

20.6

18.1

14.3

7.9

6.7

1.9

12.9

3.7

0 10 20 30 40 (%)
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（５）充実すべき高齢者施策

Ｑ５ あなたは、今後、どのような高齢者施策を充実すべきだと思いますか。（３つまでに○）

「医療費の自己負担分や介護保険の利用料・保険料などを助成する施策」が32.2％で最も高く、以

下、「配食サービス、移送サービスなど、日常生活を支援する施策」が27.0％、「老人ホームなどの施

設を増やす施策」が25.6％、「シルバー人材センターや高齢者無料職業紹介所事業など、就労促進に

関する施策」が24.7％、「オムツ等の支給や介護者が介護疲れから休息できるサービスなど、介護す

る人を支援する施策」が24.5％などとなっている。

わからない

無回答

毎月1、6、16、26日の４日間、市内８ヶ所の公衆浴場の入浴料を200円（通常
420円）とすることにより、入浴を通じた交流を楽しんでもらうための施策

敬老祝金や町会等での敬老事業への支援などの施策

ご長寿ハッピーコンテストや良い歯のコンクールなどのイベントの実施に
より、健康で自立した生活を営む高齢者を増やす施策

その他

ホームヘルプサービスなど在宅で介護を受けるためのサービスを
充実させる施策

生涯学習大学や各種教養講座などの学習機会の提供の場を設ける施策

認知症の高齢者を支援する施策

高齢者向けの住宅や家賃補助事業などの住宅施策

n=519

医療費の自己負担分や介護保険の利用料・保険料などを助成する施策

配食サービス、移送サービスなど、日常生活を支援する施策

老人ホームなどの施設を増やす施策

シルバー人材センターや高齢者無料職業紹介所事業など、就労促進に
関する施策

オムツ等の支給や介護者が介護疲れから休息できるサービスなど、
介護する人を支援する施策

健康相談や介護予防教室など要支援・要介護にならないための施策

いつまでも健康な状態が維持できるように、老人クラブやスポーツ活動で
健康増進、生きがい活動に努めている人を支援する施策

緊急通報装置の設置や訪問電話など、ひとり暮らしの高齢者が安心して
生活するための施策

32.2

27.0

25.6

24.7

24.5

22.9

22.7

20.2

16.4

13.1

11.9

9.2

2.9

0.8

0.8

1.5

3.5

3.7

0 10 20 30 40 (%)
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［経年比較（上位10項目）］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「医療費の

自己負担や介護保険の利用料・保険料などを助成する施策」は10.7ポイント、「いつまでも健康な状

態が維持できるように、老人クラブやスポーツ活動で健康増進、生きがい活動に努めている人を支援

する施策」は13.0ポイント、「緊急通報装置の設置や訪問電話など、ひとり暮らしの高齢者が安心し

て生活するための施策」は7.1ポイント減少している。

※選択肢の「老人ホームなどの施設を増やす施策」「ホームヘルプサービスなど在宅で介護を受けるためのサービスを

充実させる施策」は今回調査から追加

［性別・年齢（上位10項目）］

性別では、「配食サービス、移送サービスなど、日常生活を支援する施策」「老人ホームなどの施設

を増やす施策」「オムツ等の支給や介護者が介護疲れから休息できるサービスなど、介護する人を支

援する施策」「ホームヘルプサービスなど在宅で介護を受けるためのサービスを充実させる施策」は

女性の方が高くなっている。一方、「いつまでも健康な状態が維持できるように、老人クラブやスポー

ツ活動で健康増進、生きがい活動に努めている人を支援する施策」は男性の方が高くなっている。

年齢別では、「老人ホームなどの施設を増やす施策」は年代が上がるほど高くなっている。一方、「シ

ルバー人材センターや高齢者無料職業紹介所事業など、就労促進に関する施策」は年代が下がるほど

高くなっている。

(%)

回
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数
（

人
）
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費
の
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分
や
介
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す
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オ
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康
相
談
や
介
護
予
防
教
室
な
ど

要
支
援
・
要
介
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な
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な
い
た

め
の
施
策

い
つ
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も
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康
な
状
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よ
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ツ
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生
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い
活
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努
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い
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人
を
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す
る
施
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通
報
装
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設
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訪
問
電
話

な
ど
、

ひ
と
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暮
ら
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の
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し
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生
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す
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た
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ホ
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ヘ
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介
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や
各
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教
養
講
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な
ど
の
学
習
機
会
の
提
供
の
場
を

設
け
る
施
策

519 32.2 27.0 25.6 24.7 24.5 22.9 22.7 20.2 16.4 13.1

359 42.9 27.0 20.6 28.4 23.4 35.7 27.3 15.0

今回調査

平成20年調査

(%)

回
答
者
数
（

人
）
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介
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す
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介
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、
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す
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介
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519 32.2 27.0 25.6 24.7 24.5 22.9 22.7 20.2 16.4 13.1

男 性 243 32.1 23.5 23.9 26.3 18.5 22.2 29.6 21.0 12.3 12.3

女 性 261 32.2 31.4 28.4 24.1 31.0 23.8 16.1 19.2 19.5 13.8

40～49歳 112 33.0 27.7 17.9 29.5 25.9 20.5 24.1 25.0 14.3 12.5

50～59歳 187 27.3 26.7 27.8 24.6 24.6 19.8 25.7 19.8 18.2 15.5

60～64歳 208 36.1 28.4 28.8 22.1 24.0 26.9 19.7 18.3 15.4 11.1

全 体

性
別

年
齢
別
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［世帯構成（上位10項目）］

一人暮らしの人で割合が最も高いものは、「緊急通報装置の設置や訪問電話など、ひとり暮らしの

高齢者が安心して生活するための施策」（34.3％）となっている。

配偶者と二人暮らしの人で割合が最も高いものは、「老人ホームなどの施設を増やす施策」（32.1％）

となっている。

配偶者以外と二人暮らしの人は「医療費の自己負担分や介護保険の利用料・保険料などを助成する

施策」（51.1％）で最も高くなっている。
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介
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519 32.2 27.0 25.6 24.7 24.5 22.9 22.7 20.2 16.4 13.1

一人暮らし 67 25.4 26.9 23.9 22.4 14.9 25.4 22.4 34.3 11.9 9.0

配偶者と二人暮らし 112 30.4 26.8 32.1 19.6 28.6 25.0 23.2 13.4 14.3 17.9

配偶者以外と二人暮らし 47 51.1 34.0 17.0 40.4 19.1 17.0 17.0 23.4 8.5 10.6

同居（三人以上） 249 33.3 26.5 24.5 25.7 25.7 23.7 23.3 18.9 19.7 13.3

その他 9 11.1 55.6 44.4 11.1 44.4 11.1 22.2 22.2 0.0 0.0

全 体

世
帯
構
成
別
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７．介護者としての状況について

（１）世話をすべき家族

Ｑ１ 現在、老後の世話をしている家族、または将来、世話をしなければならないと思ってい

る家族などはいますか。（１つに○）

「将来、世話をしなければならないと思っている家族などがいる」が37.0％で最も高く、以下、「自

分が主に世話をしなければならない家族はいない」が23.3％、「家族などはいるが、自分が主に世話

をしなければならないかどうかはわからない」が18.5％、「すでに世話をしている家族がいる」が

14.3％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が異なるため厳密な比較はできないが、参考として掲載

する。

※平成20年調査の選択肢は、「いる」「家族などはいるが、自分が主に世話をしなければならない

かどうかはわからない」「自分が主に世話をしなければならない家族はいない」「その他」

今回調査 (519)

平成20年調査 (359)

ｎ

56.0 30.1 10.0

1.7

2.2

(%)
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n=519

その他
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自分が主に世話を
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23.3%

無回答
4.0%

将来、世話をしな
ければならないと
思っている家族な

どがいる
37.0%

すでに世話をして
いる家族がいる

14.3%

18.5%

家族などはいるが、自分が
主に世話をしなければなら
ないかどうかはわからない
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［日常生活圏域］

「将来、世話をしなければならないと思っている家族などがいる」は小金地区（47.1％）で最も高

く、「自分が主に世話をしなければならない家族はいない」は馬橋地区（40.0％）で最も高くなって

いる。

全 体 (519)

本庁地区 (56)

明第１地区 (54)

明第２東地区 (34)

明第２西地区 (22)

矢切地区 (22)

東部地区 (54)

馬橋地区 (40)

常盤平地区 (45)

五香松飛台地区 (39)

六実六高台地区 (19)

常盤平団地地区 (7)

小金地区 (34)

小金原地区 (19)

新松戸地区 (27)

馬橋西地区 (38)

ｎ
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5.0

24.4

10.3

15.8

14.3

14.7

26.3

18.5

10.5

44.6

42.6

35.3

54.5

27.3

35.2

30.0

35.6
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15.0

8.9

12.8

15.8

14.3

17.6

31.6

33.3

26.3

17.9

20.4

26.5

9.1

27.3

16.7

40.0

24.4

25.6

31.6

42.9

17.6

21.1

7.4

36.8

4.5

4.5

7.4

12.5

4.5

4.5

7.5

5.1

2.6

2.6

4.4

2.5

1.9

7.1

2.9

2.6

3.7

2.9

2.2

1.9

3.7

(%)
14.3 37.0 18.5 23.3 4.0

2.9

す
で
に
世
話
を
し
て

い
る
家
族
が
い
る

将
来
、

世
話
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ

て
い
る
家
族
な

ど
が
い
る

家
族
な
ど
は
い
る

が
、

自
分
が
主
に
世

話
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い

自
分
が
主
に
世
話
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
家
族
は
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

日
常
生
活
圏
域
別
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［性別・年齢］

性別では、「将来、世話をしなければならないと思っている家族などがいる」は女性（39.8％）が

男性（35.0％）よりも4.8ポイント高くなっている。

年齢別では、「将来、世話をしなければならないと思っている家族などがいる」は40～49歳（64.3％）

で高くなっている。「自分が主に世話をしなければならない家族はいない」は年代が上がるほど高く

なっている。「すでに世話をしている家族がいる」は50～59歳（19.8％）で高くなっている。

［世帯構成］

一人暮らしの人は「将来、世話をしなければならないと思っている家族などがいる」（13.4％）は

低く、一方、「自分が主に世話をしなければならない家族はいない」（52.2％）は高くなっている。

「家族などはいるが、自分が主に世話をしなければならないかどうかはわからない」は配偶者と二

人暮らし（25.9％）で高くなっている。「すでに世話をしている家族がいる」は同居（三人以上）（18.1％）

で高くなっている。

全 体 (519)

一人暮らし (67)

配偶者と二人暮らし (112)

配偶者以外と二人暮らし (47)

同居（三人以上） (249)

その他 (9)

ｎ

7.5

8.0

10.6

18.1

33.3

13.4

41.1

38.3

40.2

33.3

10.4

25.9

12.8

20.1

11.1

52.2

17.9

29.8

17.3

22.2

7.5

8.5

2.0

9.0

3.6

2.4

3.6

(%)
14.3 37.0 18.5 23.3 4.0

2.9

世
帯
構
成
別

す
で
に
世
話
を
し
て

い
る
家
族
が
い
る

将
来
、

世
話
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ

て
い
る
家
族
な

ど
が
い
る

家
族
な
ど
は
い
る

が
、

自
分
が
主
に
世

話
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い

自
分
が
主
に
世
話
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
家
族
は
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

全 体 (519)

男性 (243)

女性 (261)

40～49歳 (112)

50～59歳 (187)

60～64歳 (208)

ｎ

15.6

12.6

4.5

19.8

13.9

35.0

39.8

64.3

32.1

27.9

18.5

18.8

19.6

21.4

15.9

24.3

21.8

9.8

20.3

32.2 5.3 4.8

2.1

2.5

3.1

4.3

4.1

1.8

3.8

(%)
14.3 37.0 18.5 23.3 4.0

2.9

す
で
に
世
話
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な
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な
ど
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る

が

、
自
分
が
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に
世

話
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い

自
分
が
主
に
世
話
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
家
族
は
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

性
別

年
齢
別
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（２）老後の世話をしている家族、または将来世話をしなければならない家族

との関係

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-１ あなたと、その家族はどのようなご関係ですか。（あてはまるものすべてに○）

「あなたの親」が51.4％で最も高く、「配偶者（夫・妻）」が27.9％、「あなたの配偶者の親」が23.8％

となっている。

［日常生活圏域］

回答者数が少ない地域が多いため、結果は参考として掲載する。

(%)

回答者数
（人）

あなたの親
配偶者
（夫・妻）

あなたの
配偶者の親

兄弟・姉妹 その他 無回答

362 51.4 27.9 23.8 3.9 1.7 7.2

本庁地区 35 65.7 22.9 25.7 0.0 0.0 8.6

明第１地区 41 53.7 19.5 24.4 9.8 0.0 14.6

明第２東地区 24 37.5 41.7 12.5 4.2 0.0 8.3

明第２西地区 18 61.1 22.2 16.7 5.6 0.0 0.0

矢切地区 14 21.4 42.9 14.3 7.1 0.0 14.3

東部地区 43 51.2 30.2 34.9 4.7 4.7 2.3

馬橋地区 20 50.0 20.0 35.0 0.0 5.0 0.0

常盤平地区 31 61.3 22.6 22.6 3.2 6.5 3.2

五香松飛台地区 26 46.2 38.5 26.9 3.8 0.0 3.8

六実六高台地区 13 46.2 30.8 30.8 0.0 0.0 7.7

常盤平団地地区 4 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0

小金地区 27 59.3 25.9 18.5 3.7 0.0 11.1

小金原地区 15 53.3 26.7 20.0 0.0 0.0 6.7

新松戸地区 22 54.5 31.8 22.7 9.1 4.5 0.0

馬橋西地区 22 40.9 22.7 18.2 0.0 0.0 18.2

全 体

圏
域
別

n=362

あなたの親

配偶者（夫・妻）

あなたの配偶者の親

兄弟・姉妹

その他

無回答

51.4

27.9

23.8

3.9

1.7

7.2

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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［性別・年齢］

性別では、「あなたの親」は男性の方が高く、「配偶者（夫・妻）」は女性の方が高くなっている。

年齢別では、「あなたの親」と「あなたの配偶者の親」は年代が下がるほど高くなっている。一方、

「配偶者（夫・妻）」は年代が上がるほど高くなっている。

(%)

回答者数
（人）

あなたの親
配偶者
（夫・妻）

あなたの
配偶者の親

兄弟・姉妹 その他 無回答

362 51.4 27.9 23.8 3.9 1.7 7.2

男 性 168 57.1 22.0 22.6 1.8 1.8 7.1

女 性 186 46.2 33.3 25.8 5.4 1.6 7.0

40～49歳 99 78.8 11.1 33.3 4.0 3.0 4.0

50～59歳 137 51.8 24.1 26.3 2.9 2.2 7.3

60～64歳 120 27.5 46.7 14.2 5.0 0.0 9.2

全 体

性
別

年
齢
別
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（３）家族介護時の生活場所

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-２ あなたは、かりに、家族が高齢などのために身の回りのことを自分で十分にできなく

なったとき、その世話（介護）をどのようにしたいと思いますか。また、すでに世話（介

護）をしている家族がいる場合、今後どのようにしたいと思いますか。（１つに○）

「できるだけ自宅で暮らしてもらいたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人

ホームなどの施設で世話をしてもらいたい」が66.3％で最も高く、以下、「寝たきりになったり、も

の忘れの症状がはげしくなっても、最後まで自宅で世話をしたい」が11.9％、「すぐにでも、老人ホー

ムなどの施設で世話をしてもらいたい」が7.5％となっている。

n=362

その他
2.2% わからない

6.9%

すぐにでも、老人
ホームなどの施設
で世話をしてもらい

たい
7.5%

66.3%

無回答
5.2%

寝たきりになった
り、もの忘れの症
状がはげしくなって
も、最後まで自宅
で世話をしたい

11.9%

できるだけ自宅で暮らしてもらいたいが、寝た
きりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老
人ホームなどの施設で世話をしてもらいたい
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［日常生活圏域］

回答者数が少ない地域が多いため、結果は参考として掲載する。

全 体 (362)

本庁地区 (35)

明第１地区 (41)

明第２東地区 (24)

明第２西地区 (18)

矢切地区 (14)

東部地区 (43)

馬橋地区 (20)

常盤平地区 (31)

五香松飛台地区 (26)

六実六高台地区 (13)

常盤平団地地区 (4)

小金地区 (27)

小金原地区 (15)

新松戸地区 (22)

馬橋西地区 (22)

ｎ

5.7

7.3

25.0

27.8

14.3

11.6

5.0

9.7

23.1

7.7

20.0

13.6

9.1

82.9

61.0

45.8

66.7

50.0

65.1

90.0

71.0

53.8

92.3

50.0

74.1

53.3

54.5

59.1

8.6

12.2

8.3

7.1

7.0

6.5

11.1

13.3

13.6

9.1

6.5

25.0

4.5

5.6

21.4

11.6

5.0

7.7

6.7

13.6

13.6

12.2

12.5

7.1

7.7

25.0

6.7

9.1

3.7

3.8

3.7

3.8

2.3

4.2

3.7

3.2

4.2

7.3

3.7

3.2

2.3

2.9

(%)
11.9 66.3 7.5 5.2

2.2

6.9

日
常
生
活
圏
域
別

寝
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に
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っ
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り
、

も
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忘
れ
の
症
状
が
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げ
し
く
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て
も
、

最
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ま
で
自
宅
で
世
話

を
し
た
い

で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し
て
も

ら
い
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い
が
、

寝
た
き
り
や
も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く
な
っ

た

ら
、

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
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設
で

世
話
を
し
て
も
ら
い
た
い

す
ぐ
に
で
も
、

老
人
ホ
ー

ム
な

ど
の
施
設
で
世
話
を
し
て
も
ら

い
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答



第１章 市民アンケート・若年者調査

82

［性別・年齢］

性別では、「できるだけ自宅で暮らしてもらいたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなっ

たら、老人ホームなどの施設で世話をしてもらいたい」は女性（70.4％）が男性（61.9％）よりも8.5

ポイント高くなっている。一方、「寝たきりになったり、もの忘れの症状がはげしくなっても、最後

まで自宅で世話をしたい」は男性（15.5％）が女性（9.1％）よりも6.4ポイント高くなっている。

年齢別では、大きな差はみられない。

全 体 (362)

男性 (168)

女性 (186)

40～49歳 (99)

50～59歳 (137)

60～64歳 (120)

ｎ

15.5

9.1

13.1

10.2

13.3

61.9

70.4

65.7

69.3

63.3

7.7

7.5

8.1

5.8

9.2

8.0

5.0

6.0

5.1

6.7

2.5

1.5

2.0

2.7

1.2

7.7

5.9

8.1

4.3

3.0

(%)
11.9 66.3 7.5 5.2

2.2

6.9
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し
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た
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す
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に
で
も
、

老
人
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ム
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ど

の
施
設
で
世
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し
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も
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の
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無
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答

性
別

年
齢
別
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（４）施設希望の理由

〔Ｑ１-２で「できるだけ自宅で暮らしてもらいたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげし

くなったら、老人ホームなどの施設で世話をしてもらいたい」または「すぐにでも、老人ホー

ムなどの施設で世話をしてもらいたい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-２-１ 施設等を希望される（ご自宅での世話を希望しない）最も大きな理由は何ですか。

（１つに○）

「介護をする家族の負担が大きいため」が59.2％と最も高く、「専門的な介護が受けられて、安心

して生活できるため」が34.5％となっており、これらの２つの意見に回答が集中している。また、「介

護をする家族がいないため」が3.4％となっている。

n=267

介護をする家族の
負担が大きいため

59.2%

専門的な介護が受
けられて、安心して
生活できるため

34.5%

介護をする家族が
いないため

3.4%

その他
2.6%

無回答
0.4%
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［日常生活圏域］

回答者数が少ない地域が多いため、結果は参考として掲載する。

全 体 (267)

本庁地区 (32)

明第１地区 (30)

明第２東地区 (13)

明第２西地区 (12)

矢切地区 (8)

東部地区 (31)

馬橋地区 (18)

常盤平地区 (24)

五香松飛台地区 (15)

六実六高台地区 (12)

常盤平団地地区 (2)

小金地区 (23)

小金原地区 (10)

新松戸地区 (15)

馬橋西地区 (15)

ｎ

37.5

46.7

23.1

33.3

12.5

35.5

16.7

41.7

13.3

41.7

50.0

34.8

50.0

20.0

53.3

56.3

46.7

76.9

66.7

87.5

58.1

77.8

50.0

66.7

58.3

50.0

56.5

40.0

73.3

40.0

6.7

5.6

8.3

6.7

6.7

13.3

10.0

6.7

3.2

3.1

4.3

3.2

3.1

4.3

(%)
34.5 59.2

3.4 2.6

0.4

日
常
生
活
圏
域
別

専門的な介護が
受けられて、安
心して生活でき

るため

介護をする家族
の負担が大きい

ため

介護をする家族
がいないため

その他 無回答
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［性別・年齢］

性別では、「介護をする家族の負担が大きいため」は男性（61.5％）が女性（56.6％）よりも4.9ポ

イント高くなっている。

年齢別では、「介護をする家族の負担が大きいため」は50～59歳（63.1％）で高くなっている。

全 体 (267)

男性 (117)

女性 (145)

40～49歳 (73)

50～59歳 (103)

60～64歳 (87)

ｎ

32.5

36.6

34.2

33.0

37.9

61.5

56.6

53.4

63.1

57.5

5.5

4.6

6.8

4.3

1.0

2.8

1.9

3.4

1.7

1.0

0.7

(%)
34.5 59.2

3.4 2.6

0.4

性
別

年
齢
別

専門的な介護が
受けられて、安
心して生活でき

るため

介護をする家族
の負担が大きい

ため

介護をする家族
がいないため

その他 無回答
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（５）介護を担っている理由

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」または「将来、世話をしなければならないと思っ

ている家族などがいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ２ あなたが介護を担っている（担わなければならないと思っている）理由は、次のうちど

れがあてはまりますか。（３つまでに○）

「自分の義務だと思うから」が53.8％で最も高く、以下、「介護を受けている家族がさみしくない

と思うから」が36.1％、「自分以外に介護をする人がいないから」が30.8％などとなっている。

無回答

介護が自分の生きがいになっているから

介護にたいした手間がかからないから

その他

特にこれといった理由はない

施設が空いていないから

介護サービスを利用する費用が足りないから

世間体や親戚の手前

介護する時間が豊富にあるから

介護を受けている家族がさみしくないと思うから

自分以外に介護をする人がいないから

介護を受けている家族が強く望んでいるから

きめ細かい介護ができるから

n=266

自分の義務だと思うから 53.8

36.1

30.8

11.7

10.2

6.0

5.6

3.0

1.9

1.5

0.8

3.8

2.3

12.8

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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［日常生活圏域］

回答者数が少ない地域が多いため、結果は参考として掲載する。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
分
の
義
務
だ
と
思
う
か
ら

介
護
を
受
け
て
い
る
家
族
が

さ
み
し
く
な
い
と
思
う
か
ら

自
分
以
外
に
介
護
を
す
る
人

が
い
な
い
か
ら

介
護
を
受
け
て
い
る
家
族
が

強
く
望
ん
で
い
る
か
ら

き
め
細
か
い
介
護
が
で
き
る

か
ら

施
設
が
空
い
て
い
な
い
か
ら

介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

費
用
が
足
り
な
い
か
ら

世
間
体
や
親
戚
の
手
前

介
護
す
る
時
間
が
豊
富
に
あ

る
か
ら

介
護
が
自
分
の
生
き
が
い
に

な
っ

て
い
る
か
ら

介
護
に
た
い
し
た
手
間
が
か

か
ら
な
い
か
ら

そ
の
他

特
に
こ
れ
と
い
っ

た
理
由
は

な
い

無
回
答

266 53.8 36.1 30.8 11.7 10.2 6.0 5.6 3.0 1.9 1.5 0.8 3.8 2.3 12.8

本庁地区 29 55.2 58.6 31.0 10.3 6.9 0.0 0.0 3.4 0.0 6.9 3.4 0.0 3.4 10.3

明第１地区 30 36.7 30.0 36.7 3.3 20.0 6.7 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 6.7 3.3 23.3

明第２東地区 17 82.4 47.1 29.4 35.3 5.9 0.0 0.0 0.0 5.9 5.9 0.0 0.0 0.0 11.8

明第２西地区 17 52.9 23.5 35.3 11.8 11.8 11.8 17.6 5.9 0.0 5.9 0.0 0.0 5.9 5.9

矢切地区 9 44.4 22.2 44.4 0.0 0.0 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 22.2

東部地区 28 67.9 39.3 21.4 14.3 7.1 0.0 3.6 3.6 3.6 0.0 0.0 3.6 0.0 7.1

馬橋地区 14 35.7 42.9 14.3 14.3 0.0 21.4 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 7.1

常盤平地区 27 66.7 37.0 29.6 14.8 11.1 7.4 7.4 0.0 7.4 0.0 0.0 3.7 0.0 11.1

五香松飛台地区 21 52.4 42.9 23.8 4.8 19.0 4.8 9.5 0.0 0.0 0.0 0.0 9.5 4.8 14.3

六実六高台地区 10 50.0 50.0 60.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0

常盤平団地地区 3 66.7 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小金地区 21 47.6 23.8 28.6 4.8 4.8 9.5 4.8 4.8 0.0 0.0 4.8 0.0 4.8 23.8

小金原地区 9 55.6 22.2 22.2 22.2 11.1 11.1 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 22.2 0.0 0.0

新松戸地区 13 46.2 15.4 38.5 23.1 15.4 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 15.4

馬橋西地区 12 50.0 16.7 41.7 0.0 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 8.3

全 体

圏
域
別
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［性別・年齢］

性別では、「自分以外に介護をする人がいないから」と「介護を受けている家族が強く望んでいる

から」は女性の方が高くなっている。

年齢別では、「自分の義務だと思うから」は年代が下がるほど高くなっている。一方、「自分以外に

介護をする人がいないから」は年代が上がるほど高く、40～49歳（20.8％）と60～64歳（37.9％）で

は17.1ポイントの差がある。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
分
の
義
務
だ
と
思
う
か
ら

介
護
を
受
け
て
い
る
家
族
が

さ
み
し
く
な
い
と
思
う
か
ら

自
分
以
外
に
介
護
を
す
る
人

が
い
な
い
か
ら

介
護
を
受
け
て
い
る
家
族
が

強
く
望
ん
で
い
る
か
ら

き
め
細
か
い
介
護
が
で
き
る

か
ら

施
設
が
空
い
て
い
な
い
か
ら

介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

費
用
が
足
り
な
い
か
ら

世
間
体
や
親
戚
の
手
前

介
護
す
る
時
間
が
豊
富
に
あ

る
か
ら

介
護
が
自
分
の
生
き
が
い
に

な
っ

て
い
る
か
ら

介
護
に
た
い
し
た
手
間
が
か

か
ら
な
い
か
ら

そ
の
他

特
に
こ
れ
と
い
っ

た
理
由
は

な
い

無
回
答

266 53.8 36.1 30.8 11.7 10.2 6.0 5.6 3.0 1.9 1.5 0.8 3.8 2.3 12.8

男 性 123 54.5 38.2 19.5 8.9 10.6 5.7 4.1 3.3 0.0 1.6 1.6 3.3 3.3 18.7

女 性 137 52.6 34.3 40.1 13.9 9.5 6.6 6.6 2.9 3.6 1.5 0.0 4.4 1.5 8.0

40～49歳 77 58.4 37.7 20.8 3.9 9.1 2.6 1.3 5.2 0.0 1.3 0.0 3.9 5.2 11.7

50～59歳 97 53.6 34.0 32.0 17.5 10.3 7.2 7.2 2.1 0.0 1.0 1.0 6.2 0.0 15.5

60～64歳 87 48.3 36.8 37.9 12.6 11.5 8.0 6.9 2.3 5.7 2.3 1.1 1.1 2.3 11.5

全 体

性
別

年
齢
別
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（６）一週間の介護日数

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ３ あなたは一週間のうち、どのくらいの日数、介護をしていますか。（１つに○）

「毎日」が37.8％と最も高く、以下、「週に１日未満」が20.3％、「週に１日から２日」が10.8％な

どとなっている。

［性別・年齢］

性別では、「毎日」は女性（42.4％）が男性（34.2％）よりも8.2ポイント高くなっている。一方、

「週に１日未満」は男性（26.3％）が女性（12.1％）よりも14.2ポイント高く、１週間のうちの介護

日数は女性の方が多い傾向がみられる。

年齢別では、回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。

全 体 (74)

男性 (38)

女性 (33)

40～49歳 (5)

50～59歳 (37)

60～64歳 (29)

ｎ

26.3

12.1

40.0

13.5

24.1

13.2

9.1

10.8

13.8

9.1

6.9

45.9

27.6

26.3

27.3

20.0

27.0

27.6

2.7

34.2

42.4

40.0

(%)
20.3 10.8 4.1 27.037.8

性
別

年
齢
別

週に１日未満
週に１日から

２日
週に３日から

４日
週に５日から

６日
毎日 無回答

n=74

毎日
37.8%

無回答
27.0%

週に３日から４日
0.0%

週に５日から６日
4.1%

週に１日から２日
10.8%

週に１日未満
20.3%
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［認知症の方を介護しているか］

回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。

全 体 (74)

介護している (22)

介護していない (42)

ｎ

27.3

21.4

9.1

14.3

4.5

4.8

9.1

19.0

50.0

40.5

(%)
20.3 10.8 4.1 27.037.8

週に１日未満
週に１日から

２日
週に３日から

４日
週に５日から

６日
毎日 無回答

認
知
症
の
方

を
介
護
し
て

い
る
か
別
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（７）介護をしている時間

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ４ 見守りを含め介護している時間は、１日のうちどのくらいですか。（１つに○）

「必要なときに手を貸す程度」が47.3％と最も高く、以下、「２～３時間程度」と「半日程度」が

それぞれ12.2％、「ほとんど終日」が4.1％となっている。

［性別・年齢］

性別では、「必要なときに手を貸す程度」は男性（52.6％）が女性（39.4％）よりも13.2ポイント

高くなっている。一方、「半日程度」は女性（21.2％）が男性（5.3％）よりも15.9ポイント高くなっ

ている。

年齢別では、回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。

全 体 (74)

男性 (38)

女性 (33)

40～49歳 (5)

50～59歳 (37)

60～64歳 (29)

ｎ

52.6

39.4

40.0

54.1

37.9

13.2

12.1

20.0

8.1

17.2

5.3

21.2

16.2

10.3

9.1

6.9

18.9

27.6

2.7

40.0

18.2

28.9

(%)
47.3 12.2 12.2 4.1 24.3

性
別

年
齢
別

必要なときに
手を貸す程度

２～３時間程度 半日程度 ほとんど終日 無回答

n=74

必要なときに
手を貸す程度

47.3%ほとんど終日
4.1%

無回答
24.3%

半日程度
12.2%

２～３時間程度
12.2%
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［認知症の方を介護しているか］

回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。

全 体 (74)

介護している (22)

介護していない (42)

ｎ

40.9

59.5

22.7

9.5

18.2

9.5

9.1

2.4

19.0

9.1

(%)
47.3 12.2 12.2 4.1 24.3

認
知
症
の
方

を
介
護
し
て

い
る
か
別

必要なときに
手を貸す程度

２～３時間程度 半日程度 ほとんど終日 無回答
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（８）介護上の困りごと等

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ５ あなたが介護を行う上で、困っていることや悩んでいることはありますか。

（あてはまるものすべてに○）

「精神的に疲れる」が44.6％で最も高く、以下、「緊急時の対応が大変である」が23.0％、「早朝・

夜間・深夜などの対応が大変である」が20.3％、「イライラし、本人に対して怒鳴ってしまうことが

ある」が18.9％などとなっている。

思わず手をあげてしまうことがある

その他

特にない

無回答

本人の訴えを無視してしまうことがある

介護の方法がわからない

家族や近隣の方などの理解が足りない

相談する場所がわからない

介護を行う側の健康状態が良くない

腰痛など身体的な負担が大きい

介護者のリフレッシュのための時間が取れない

相談できる人がいない

早朝・夜間・深夜などの対応が大変である

イライラし、本人に対して怒鳴ってしまうことがある

介護に要する費用がかかる

本人が介護サービスを使いたがらない

n=74

精神的に疲れる

緊急時の対応が大変である

44.6

23.0

20.3

18.9

16.2

13.5

12.2

10.8

9.5

4.1

4.1

2.7

2.7

1.4

0.0

6.8

5.4

21.6

0 10 20 30 40 50 (%)
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［性別・年齢（上位11項目）］

性別では、「精神的に疲れる」「介護に要する費用がかかる」「腰痛など身体的な負担が大きい」は

女性の方が高くなっている。一方、「緊急時の対応が大変である」「早朝・夜間・深夜などの対応が大

変である」「イライラし、本人に対して怒鳴ってしまうことがある」「本人が介護サービスを使いたが

らない」は男性の方が高くなっている。

年齢別では、回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。

［認知症の方を介護しているか］

回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

精
神
的
に
疲
れ
る

緊
急
時
の
対
応
が
大

変
で
あ
る

早
朝
・
夜
間
・
深
夜

な
ど
の
対
応
が
大
変

で
あ
る

イ
ラ
イ
ラ
し
、

本
人

に
対
し
て
怒
鳴
っ

て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る

介
護
に
要
す
る
費
用

が
か
か
る

本
人
が
介
護
サ
ー

ビ

ス
を
使
い
た
が
ら
な

い 介
護
を
行
う
側
の
健

康
状
態
が
良
く
な
い

腰
痛
な
ど
身
体
的
な

負
担
が
大
き
い

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

の
た
め
の
時
間

が
取
れ
な
い

相
談
で
き
る
人
が
い

な
い

本
人
の
訴
え
を
無
視

し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る

74 44.6 23.0 20.3 18.9 16.2 13.5 12.2 10.8 9.5 4.1 4.1

介護している 22 50.0 45.5 40.9 36.4 27.3 18.2 22.7 18.2 18.2 4.5 4.5

介護していない 42 47.6 16.7 14.3 14.3 11.9 14.3 7.1 9.5 4.8 4.8 4.8

認
知
症
の

方
を
介
護

し
て
い
る

か
別

全 体

(%)

回
答
者
数
（

人
）

精
神
的
に
疲
れ
る

緊
急
時
の
対
応
が
大

変
で
あ
る

早
朝
・
夜
間
・
深
夜

な
ど
の
対
応
が
大
変

で
あ
る

イ
ラ
イ
ラ
し
、

本
人

に
対
し
て
怒
鳴
っ

て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る

介
護
に
要
す
る
費
用

が
か
か
る

本
人
が
介
護
サ
ー

ビ

ス
を
使
い
た
が
ら
な

い 介
護
を
行
う
側
の
健

康
状
態
が
良
く
な
い

腰
痛
な
ど
身
体
的
な

負
担
が
大
き
い

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

の
た
め
の
時
間

が
取
れ
な
い

相
談
で
き
る
人
が
い

な
い

本
人
の
訴
え
を
無
視

し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る

74 44.6 23.0 20.3 18.9 16.2 13.5 12.2 10.8 9.5 4.1 4.1

男 性 38 39.5 26.3 23.7 23.7 13.2 18.4 13.2 5.3 7.9 5.3 5.3

女 性 33 54.5 18.2 18.2 12.1 18.2 9.1 9.1 18.2 12.1 3.0 3.0

40～49歳 5 20.0 20.0 20.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50～59歳 37 48.6 29.7 13.5 18.9 16.2 13.5 2.7 10.8 13.5 5.4 8.1

60～64歳 29 48.3 13.8 31.0 20.7 10.3 17.2 24.1 13.8 6.9 3.4 0.0

全 体

性
別

年
齢
別
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（９）認知症の方を介護しているか

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ６ あなたは、認知症の方を介護されていますか。

「いいえ」が56.8％、「はい」が29.7％となっている。

［性別・年齢］

性別・年齢別では、回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。

全 体 (74)

男性 (38)

女性 (33)

40～49歳 (5)

50～59歳 (37)

60～64歳 (29)

ｎ

26.3

33.3

20.0

27.0

34.5

60.5

51.5

80.0

56.8

51.7

13.2

15.2

16.2

13.8

(%)
29.7 56.8 13.5

性
別

年
齢
別

はい いいえ 無回答

n=74

はい
29.7%

いいえ
56.8%

無回答
13.5%
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（10）認知症の方を介護する上で困っていることや悩んでいること

〔Ｑ６で「はい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ６-１ 認知症の方を介護する上で、困っていることや悩んでいることはありますか。

（あてはまるものすべてに○）

回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。

［性別・年齢］

性別・年齢別では、回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

介
護
に
手
間
と
時
間
が
か

か
り
、

自
分
の
時
間
が
な

く
な
っ

て
し
ま
う

急
激
に
認
知
症
の
症
状
が

悪
化
し
た
場
合
の
緊
急
受

入
施
設
が
わ
か
ら
な
い

一
般
の
人
に
、

認
知
症
の

症
状
が
理
解
さ
れ
て
い
な

い 認
知
症
を
診
察
し
て
く
れ

る
医
療
機
関
（

診
療
科
）

が
わ
か
ら
な
い

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
の

仕
方
が
わ
か
ら
な
い

認
知
症
の
方
へ
の
介
護

サ
ー

ビ
ス
が
わ
か
ら
な
い

若
年
性
認
知
症
の
方
が
利

用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
わ

か
ら
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

22 45.5 40.9 18.2 18.2 18.2 9.1 0.0 0.0 22.7

男 性 10 60.0 40.0 30.0 10.0 30.0 20.0 0.0 0.0 0.0

女 性 11 36.4 45.5 9.1 27.3 9.1 0.0 0.0 0.0 36.4

40～49歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50～59歳 10 50.0 60.0 20.0 20.0 0.0 10.0 0.0 0.0 20.0

60～64歳 10 40.0 30.0 20.0 20.0 40.0 10.0 0.0 0.0 20.0

全 体

性
別

年
齢
別

n=22

介護に手間と時間がかかり、自分の時間がなくなってしまう

急激に認知症の症状が悪化した場合の緊急受入施設がわからない

一般の人に、認知症の症状が理解されていない

認知症を診察してくれる医療機関（診療科）がわからない

認知症の方への対応の仕方がわからない

認知症の方への介護サービスがわからない

特にない

若年性認知症の方が利用できるサービスがわからない

その他

45.5

40.9

18.2

18.2

18.2

9.1

0.0

0.0

22.7

0 10 20 30 40 50 (%)
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（11）「認知症対策の推進」支援策の必要度

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ７ 松戸市では「いきいき安心プランⅢ」において、重要ポイントとして「認知症対策の推

進」を掲げ、下記の支援策に取り組んでいます。今後、あなたが介護していく上で、どの

程度必要だと思いますか。（それぞれあてはまる番号１つに○）

「とても必要」と「まあまあ必要」を合わせた『必要』が高い項目は、「カ．徘徊探索システム」（76.8％）、

「イ．認知症サポーター養成講座」（71.5％）、「ア．介護者の集い」（70.4％）、「エ．認知症講演会」

（69.1％）などとなっている。すべての項目で、『必要』が『必要ない』を大きく上回っている。

n=362

70.4 9.1

71.5 8.8

67.1 11.0

69.1 12.4

68.5 11.9

76.8 7.5

67.7 13.8

『

必
要
』

『

必
要
な
い
』

ア．介護者の集い

イ．認知症サポーター養成講座

ウ．あんしん一声運動

エ．認知症講演会

オ．認知症予防教室

カ．徘徊探索システム

キ．防災行政用無線による
徘徊高齢者の探索

31.5

26.0

25.7

26.5

45.0

34.0

40.1

41.2

43.4

42.0

31.8

33.7

6.9

10.2

11.0

10.2

10.5

9.1

6.1

9.1

10.5

10.5

10.8

10.5

9.7

9.4

5.0

3.3

2.5

1.7

1.4

0.8

1.9

9.1

11.3

7.7

(%)
28.2 42.3 8.0 9.7

1.1

10.8

とても
必要

まあまあ
必要

あまり
必要ない

必要ない
わから
ない

無回答
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［性別］

『必要』は「エ．認知症講演会」で7.1ポイント、「キ．防災行政用無線による徘徊高齢者の探索」

で6.7ポイント女性が男性よりも高くなっている。

全 体 (362) 70.4 9.1

男性 (168) 69.0 11.3

女性 (186) 71.5 7.5

全 体 (362) 71.5 8.8

男性 (168) 71.4 10.7

女性 (186) 71.0 7.5

全 体 (362) 67.1 11.0

男性 (168) 66.1 11.9

女性 (186) 67.2 10.8

全 体 (362) 69.1 12.4

男性 (168) 64.9 14.3

女性 (186) 72.0 11.3

全 体 (362) 68.5 11.9

男性 (168) 68.5 10.7

女性 (186) 67.7 13.4

全 体 (362) 76.8 7.5

男性 (168) 74.4 8.3

女性 (186) 79.0 6.5

全 体 (362) 67.7 13.8

男性 (168) 64.3 16.1

女性 (186) 71.0 12.4

カ．徘徊探索システム

キ．防災行政用無線による
徘徊高齢者の探索

『

必
要
』

『

必
要
な
い
』

イ．認知症サポーター養成講座

ウ．あんしん一声運動

オ．認知症予防教室

エ．認知症講演会

ア．介護者の集い ｎ

28.0

28.0

41.1

43.5

9.5

7.0

10.1

10.8

9.5

10.2
0.5

1.8

28.2 42.3 8.0 9.7
1.1

10.8

33.3

29.6

38.1

41.4

7.7

6.5

9.1

8.3

9.7

10.5

9.5

11.8

31.5 40.1 6.9

1.1

3.0

1.9

25.0

25.8

41.1

41.4

10.1

10.8

11.3

11.9

10.8

10.5

10.1

11.3

26.0 41.2 10.2

1.8

0.8

23.8

26.9

41.1

45.2

12.5

10.2

7.7

10.7

4.8

10.8

10.1

11.8

25.7 43.4 11.0

1.1

1.8

1.4

25.0

26.9

43.5

40.9

8.9

11.8

9.1

10.7

7.5

10.5

10.1

11.3

26.5 42.0 10.2

1.6

1.8

1.7

45.8

44.6

28.6

34.4

5.0

5.4

4.8

8.9

10.8

45.0 31.8

1.6

3.0

2.5

8.3

3.8

6.1 9.7

35.7

32.3

28.6

38.7

11.3

10.2

8.9

10.2

34.0 33.7 10.5

2.2

4.8

3.3

9.1

6.5

10.7

9.4

とても必要
まあまあ
必要

あまり
必要ない

必要ない わからない 無回答

(%)
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［年齢］

「ア．介護者の集い」と「イ．認知症サポーター養成講座」を『必要』と思う割合は、40～49歳（そ

れぞれ72.7％、76.8％）で高くなっている。「エ．認知症講演会」は60～64歳（72.5％）で高く、「カ．

徘徊探索システム」と「キ．防災行政用無線による徘徊高齢者の探索」は50～59歳（それぞれ80.3％、

71.5％）で高くなっている。また、「オ．認知症予防教室」はどの年代でも大きな差はみられない。

全 体 (362) 70.4 9.1

40～49歳 (99) 72.7 11.1

50～59歳 (137) 69.3 10.9

60～64歳 (120) 69.2 5.8

全 体 (362) 71.5 8.8

40～49歳 (99) 76.8 5.1

50～59歳 (137) 67.2 15.3

60～64歳 (120) 71.7 5.0

全 体 (362) 67.1 11.0

40～49歳 (99) 75.8 6.1

50～59歳 (137) 67.2 13.1

60～64歳 (120) 60.0 13.3

全 体 (362) 69.1 12.4

40～49歳 (99) 69.7 11.1

50～59歳 (137) 65.0 16.8

60～64歳 (120) 72.5 9.2

全 体 (362) 68.5 11.9

40～49歳 (99) 65.7 14.1

50～59歳 (137) 70.1 13.1

60～64歳 (120) 68.3 9.2

全 体 (362) 76.8 7.5

40～49歳 (99) 78.8 6.1

50～59歳 (137) 80.3 7.3

60～64歳 (120) 71.7 8.3

全 体 (362) 67.7 13.8

40～49歳 (99) 65.7 14.1

50～59歳 (137) 71.5 13.9

60～64歳 (120) 65.8 14.2

カ．徘徊探索システム

キ．防災行政用無線による
徘徊高齢者の探索

『

必
要
』

『

必
要
な
い
』

イ．認知症サポーター養成講座

ウ．あんしん一声運動

オ．認知症予防教室

エ．認知症講演会

ア．介護者の集い ｎ

33.3

24.8

28.3

39.4

44.5

40.8

11.1

10.2

9.1

10.9

11.7

7.1

8.8

13.3
3.3 2.5

0.7

28.2 42.3 8.0 9.7
1.1

10.8

32.3

34.3

28.3

44.4

32.8

43.3

5.1

12.4

9.1

11.1

8.8

7.5

10.5

7.1

8.8

15.8

31.5 40.1

2.5

6.9

2.5

2.9

1.9

32.3

27.0

19.2

43.4

40.1

40.8

6.1

12.4

11.7

11.3

11.1

10.2

11.7

10.5

7.1

9.5

15.0

26.0 41.2 10.2

1.7

0.7

0.8

24.2

29.9

22.5

45.5

35.0

50.0

8.1

16.1

8.3

7.7

10.1

6.6

6.7

10.8

9.1

11.7

11.7

25.7 43.4 11.0

0.8

0.7

3.0

1.4

31.3

28.5

20.0

34.3

41.6

48.3

11.1

11.7

8.3

9.1

12.1

8.0

7.5

10.5

8.1

8.8

15.0

26.5 42.0 10.2

0.8

1.5

3.0

1.7

42.4

48.9

43.3

36.4

31.4

28.3 4.2

6.1

8.8

14.2

45.0 31.8

4.2

4.0

6.6

5.0

0.7

2.0

2.5

9.1

3.6

5.8

6.1 9.7

30.3

40.1

30.8

35.4

31.4

35.0

12.1

10.9

9.2 5.0

7.1

8.8

12.5

34.0 33.7 10.5

2.9

2.0

3.3
9.1

7.5

5.8

13.1

9.4

とても必要
まあまあ
必要

あまり
必要ない

必要ない わからない 無回答

(%)
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［認知症の方を介護しているか］

回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。

全 体 (74) 44.6 21.6

介護している (22) 54.5 18.2

介護していない (42) 45.2 21.4

全 体 (74) 56.8 16.2

介護している (22) 54.5 18.2

介護していない (42) 61.9 16.7

全 体 (74) 51.4 17.6

介護している (22) 50.0 18.2

介護していない (42) 54.8 19.0

全 体 (74) 55.4 17.6

介護している (22) 54.5 18.2

介護していない (42) 59.5 19.0

全 体 (74) 55.4 14.9

介護している (22) 40.9 22.7

介護していない (42) 69.0 9.5

全 体 (74) 68.9 8.1

介護している (22) 68.2 4.5

介護していない (42) 81.0 4.8

全 体 (74) 59.5 18.9

介護している (22) 54.5 22.7

介護していない (42) 71.4 14.3

カ．徘徊探索システム

キ．防災行政用無線による
徘徊高齢者の探索

『

必
要
』

『

必
要
な
い
』

イ．認知症サポーター養成講座

ウ．あんしん一声運動

オ．認知症予防教室

エ．認知症講演会

ア．介護者の集い ｎ

18.2

11.9

36.4

33.3

13.6

19.0

13.6

21.4

13.6

11.9
2.4

4.5

14.9 29.7 17.6 4.1 17.616.2

27.3

16.7

27.3

45.2

9.1

11.9

5.4

9.1

4.8

9.5

13.6

9.5

17.6

13.6

11.9

21.6 35.1 10.8

22.7

4.8

27.3

50.0

18.2

14.3

14.9

22.7

14.3

16.2

9.1

11.9

12.2 39.2 14.9

4.8

2.7

13.6

14.3

40.9

45.2

18.2

16.7

10.8

18.2

9.5

16.2

9.1

11.9

14.9 40.5 16.2

2.4

1.4

22.7

14.3

18.2

54.8

22.7

7.1

12.2

22.7

9.5

17.6

13.6

11.9

17.6 37.8 13.5

2.4

1.4

40.9

42.9

27.3

38.1

13.6

11.9

39.2 29.7

4.5

2.4

5.4

2.4

2.7

13.6

2.4

5.4 17.6

31.8

35.7

22.7

35.7

9.1

8.1

13.6

4.8

13.6

11.9

32.4 27.0

9.5

10.8 4.1

2.4

9.1

17.6

とても必要
まあまあ
必要

あまり
必要ない

必要ない わからない 無回答

(%)
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（12）介護を行う上で市に期待すること

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ８ あなたが介護を行う上で、市に期待することは何ですか。（３つまでに○）

「介護に関する費用負担の軽減」が64.4％で最も高く、「困ったときに気軽に介護相談ができる場

所」が61.0％、「介護する家族が休息をとれるようなサービスの実施」が52.8％などとなっている。

［性別・年齢］

性別では、「介護する家族が休息をとれるようなサービスの実施」は女性の方が高くなっている。

年齢別では、「介護に関する費用負担の軽減」は年齢が下がるほど高くなっている。一方、「困った

ときに気軽に介護相談ができる場所」と「介護と医療との連携」は年齢が上がるほど高くなっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

介
護
に
関
す
る
費
用
負
担

の
軽
減

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に
介

護
相
談
が
で
き
る
場
所

介
護
す
る
家
族
が
休
息
を

と
れ
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス

の
実
施

介
護
と
医
療
と
の
連
携

介
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
の
提
供

介
護
す
る
家
族
同
士
が
お

互
い
に
知
識
や
悩
み
を
共

有
で
き
る
よ
う
な
場
所

家
族
や
近
隣
の
方
に
介
護

の
知
識
を
持
っ

て
も
ら
う

た
め
の
講
座
の
開
催

認
知
症
の
対
策

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

362 64.4 61.0 52.8 32.0 28.7 14.6 3.9 0.8 1.4 0.8 4.1

男 性 168 63.1 60.7 44.6 32.7 29.8 13.1 3.6 1.8 1.8 1.2 6.5

女 性 186 65.1 62.9 61.3 30.1 27.4 16.1 3.8 0.0 1.1 0.5 2.2

40～49歳 99 68.7 57.6 53.5 26.3 32.3 20.2 1.0 0.0 2.0 1.0 3.0

50～59歳 137 63.5 62.0 58.4 31.4 24.1 10.9 3.6 1.5 1.5 0.7 5.1

60～64歳 120 61.7 65.8 46.7 35.0 30.8 13.3 6.7 0.8 0.8 0.8 4.2

全 体

性
別

年
齢
別

その他

特にない

無回答

介護に関するさまざまな情報の提供

介護する家族同士がお互いに知識や悩みを共有できるような場所

家族や近隣の方に介護の知識を持ってもらうための講座の開催

認知症の対策

介護に関する費用負担の軽減

困ったときに気軽に介護相談ができる場所

介護する家族が休息をとれるようなサービスの実施

介護と医療との連携

n=362

64.4

61.0

52.8

32.0

28.7

14.6

3.9

0.8

1.4

0.8

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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［認知症の方を介護しているか］

回答者数が少ないため、結果は参考として掲載する。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

介
護
に
関
す
る
費
用
負
担

の
軽
減

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に
介

護
相
談
が
で
き
る
場
所

介
護
す
る
家
族
が
休
息
を

と
れ
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス

の
実
施

介
護
と
医
療
と
の
連
携

介
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
の
提
供

介
護
す
る
家
族
同
士
が
お

互
い
に
知
識
や
悩
み
を
共

有
で
き
る
よ
う
な
場
所

家
族
や
近
隣
の
方
に
介
護

の
知
識
を
持
っ

て
も
ら
う

た
め
の
講
座
の
開
催

認
知
症
の
対
策

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

74 60.8 55.4 44.6 41.9 27.0 6.8 2.7 1.4 1.4 1.4 4.1

介護している 22 59.1 68.2 50.0 50.0 18.2 9.1 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0

介護していない 42 61.9 52.4 45.2 38.1 31.0 4.8 0.0 2.4 2.4 2.4 4.8

認
知
症
の

方
を
介
護

し
て
い
る

か
別

全 体
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８．まとめと考察（いきいき安心プランⅢの見直しにむけて）

●身体状態や日常の生活状況について

地域活動等への参加状況については「参加していない」が約６割であり、参加していない理由につ

いては「時間をとれないことはないが、時間があれば休養などにあてたいから」や「仕事などが忙し

く、まったく時間がとれないから」「どんな団体や活動があるのか知らないから」が上位となってい

る。今後も、気軽に参加することができるような魅力ある地域活動、環境づくり、支援、周知活動を

行っていく必要がある。

隣近所とのつきあいの程度については「親しくつきあっている人（訪問したり、悩みごとを相談す

るなど）がいる」が１割台半ば、「あいさつをする程度の人はいる」が４割超、「世間話や立ち話をす

る程度の人はいる」が２割台半ば、「つきあっている人はほとんどいない」が１割台半ばとなってい

る。また、「つきあっている人はほとんどいない」は女性が１割超であるのに対し、男性は２割超と

女性の約２倍となっており、大きな差がみられる。

健康については『健康』が８割と、平成20年の調査結果と比べても大きな変化はない。

●こころのハリと生きがい等について

日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』人は全体の７割超、『感じ

ていない』人は全体の２割台半ばであった。平成20年の調査結果からも大きな変化はみられなかった。

「こころのハリ」や「生きがい」を感じることは「働くこと（自営・家事等を含む）」が突出してお

り、次いで「家族との団らん」が高かった。

生活の中で不安や心配が『ある』人は全体の約７割と、不安や心配が『ある』人がかなり多い。ま

た、健康ではない人のうち約９割の人が不安や心配が『ある』と回答している。どのようなことに不

安・心配に感じているかは「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」が突出してお

り、特に40～49歳で７割台半ばと高いが、年齢が高くなるに従って、「自分の体調や病気について」

が高くなっている。「こころのハリ」や「生きがい」を感じるためには、まず健康であることが重要

だと言える。

●介護保険や権利擁護の制度について

介護保険制度の６つの内容の認知度については「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を

納める」が約７割と最も高く、「介護保険は、被保険者が納める保険料と利用者の１割の負担金のほ

かに、約半分は税金を財源にしている」は約２割と低かった。平成20年の調査結果と比べて認知度が

上昇している項目もあるが、介護保険制度の内容についてはより一層の情報提供と広報活動の必要性

がうかがえる。

介護保険料の今後については「現状のサービス水準に応じた保険料でよい」と回答した人が４割超、

「充実したサービスであれば、介護保険料は高くてもよい」が２割台半ばと、あわせて約７割がサー

ビスに応じた保険料を望んでいることがわかる。

権利擁護の５つの制度や仕組みの認知度については「クーリングオフ制度」が７割台半ばと高いも

のの、「成年後見制度」は４割台半ば、「松戸市高齢者虐待防止ネットワーク」と「市民後見人の活動」

の認知度は１割台となっており、認知度が低い傾向にあることがわかる。引き続き認知度を高めるよ

うな広報活動等が重要である。
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●認知症について

認知症の５つの内容の認知度については「何もわからなくなってしまうわけではなく、感情やプラ

イドは保たれるため、本人は多くの不安や混乱を抱えている」と「徘徊などの行動には原因があり、

無理に抑え込むのではなく、接し方を工夫したり、周りの環境を整えることが大切である」は他と比

べて低かった。また、認知度の性別による差が大きいことも若年者調査の特徴といえる。平成20年の

調査結果と比較すると、「徘徊などの行動には原因があり、無理に抑え込むのではなく、接し方を工

夫したり、周りの環境を整えることが大切である」の認知度が約６ポイント増加した。その他の４つ

の内容については、大きな変化はみられなかった。これらのことから、認知症とはどのようなものな

のか、認知症の方への接し方などを含めた更なる総合的な情報提供、学習の機会が必要だといえる。

認知症の予防法については、「試したことはない」人が８割台半ばと高かったが、その中で予防法を

『試したい』人は７割台半ばと高く、認知症予防に関する関心が高いことがうかがえる。また男性よ

りも女性の方がその傾向が強い。

●今後の生活について

今後の生活については「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしく

なったら、老人ホームなどの施設に入所したい」人が６割超と高く、特に女性で約７割と高い。施設

入所を希望する理由は「家族の負担が大きいため」と回答した人が６割台半ばであり、特に40～49歳

で７割超、世帯構成では同居（三人以上）で約８割と特に高かった。

●市に期待することについて

介護に関して市への期待が大きいものとして「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やし

てほしい」が５割台半ばと高く、更なる相談場所の周知・充実等が必要である。また、市の情報提供

のあり方についての要望は「誰にでもわかりやすい内容にしてほしい」「自宅にいても必要な情報が

得られるようなしくみを作ってほしい」が高く、高齢者だけでなく、若年者にも分かりやすい介護保

険の広報や、サービス提供事業者の情報、生活全般の情報の提供の充実が必要である。

充実すべき高齢者施策は「医療費の自己負担分や介護保険の利用料・保険料などを助成する施策」

や「配食サービス、移送サービスなど、日常生活を支援する施策」が高く、前述の不安・心配に感じ

ていることでも「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」と回答した人が多かった

ことから、若年者は将来に対する生活の不安が強い傾向がみられる。

●介護者としての状況について

老後の世話をしている家族、将来世話をしなければならない家族は「あなたの親」が５割超と高く、

女性よりも男性の方がその割合が高い。また、その方の将来の生活場所としては「できるだけ自宅で

暮らしてもらいたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人ホームなどの施設で世

話をしてもらいたい」が６割台半ばと最も高い。

介護者としては、できるだけ自宅で暮らしてもらいたいと考えているが、１週間の介護日数を見る

と、毎日が約４割と実際の介護の負担は大きい。また、介護上の困りごとを聞くと「精神的に疲れる」

が４割台半ばで突出しており、介護者のケアが重要であることが分かる。

介護者として市に期待することは「介護に関する費用負担の軽減」「困ったときに気軽に相談でき

る場所」が６割台と高い。
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１．あなたのことについて

（１）性別

Ｆ１ あなたの性別を教えてください。

「男性」が48.3％、「女性」が50.7％である。

（２）年齢

Ｆ２ あなたの年齢を教えてください。

「65～69歳」が36.1％、「70～74歳」が27.8％で、これらを合わせた『65～74歳』は63.9％である。

「75～79歳」が21.8％、「80～84歳」が9.8％、「85歳以上」が3.4％で、これらを合わせた『75歳以

上』は35.1％である。

(%)

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 無回答 65～74歳 75歳以上

36.1 27.8 21.8 9.8 3.4 1.0 63.9 35.1

35.2 28.7 23.1 9.5 3.4 0.2 63.9 35.9

37.3 27.4 20.7 10.3 3.5 0.8 64.8 34.42,562

回答者数
（人）

性
別

全 体

男 性

女 性

年 齢 高齢者区分

5,054

2,443

n=5,054

男性
48.3%女性

50.7%

無回答
1.0%

n=5,054

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

無回答

36.1

27.8

21.8

9.8

3.4

1.0

0 10 20 30 40 (%)
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（３）家族構成

Ｆ３ 家族構成を教えてください。（１つに○）

「家族などと同居（二世帯住宅を含む）」が80.8％と最も高く、「一人暮らし」が14.0％、「その他

（施設入居など）」が4.1％となっている。

（４）家族人数

〔Ｆ３で「家族などと同居（二世帯住宅を含む）」と答えた方にお聞きします。〕

Ｆ３-１ ご自分を含めて何人で暮らしていますか。

「２人」が57.1％で最も高く、「３人」が23.2％、「４人」が7.9％、「５人」が5.0％、「６人以上」

が5.2％となっている。

n=4,078

２人
57.1%

３人
23.2%

４人
7.9%

６人以上
5.2%

無回答
1.6%

５人
5.0%

n=5,054

無回答
1.1%

家族などと同居
（二世帯住宅を

含む）
80.8%

一人暮らし
14.0%

その他
（施設入居など）

4.1%
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（５）同居家族

〔Ｆ３で「家族などと同居（二世帯住宅を含む）」と答えた方にお聞きします。〕

Ｆ３-２ 同居されている方は、どなたですか。（あてはまるものすべてに○）

「配偶者（夫・妻）」が80.7％と最も高く、以下、「息子」が28.0％、「娘」が19.7％、「孫」が11.8％

などとなっている。

（６）日中独居

〔Ｆ３で「家族などと同居（二世帯住宅を含む）」と答えた方にお聞きします。〕

Ｆ３-３ あなたは、日中、一人になることがありますか。（１つに○）

「たまにある」が45.8％、「よくある」が29.6％、「ない」が17.3％である。

n=4,078

よくある
29.6%

たまにある
45.8%

ない
17.3%

無回答
7.3%

n=4,078

配偶者（夫・妻）

息子

娘

孫

子の配偶者

兄弟・姉妹

その他

無回答

80.7

28.0

19.7

11.8

9.0

1.1

2.1

2.4

0 20 40 60 80 100(%)
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（７）介護・介助の必要性

Ｆ４ あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。（１つに○）

「介護・介助は必要ない」が84.2％と最も高く、以下、「何らかの介護・介助は必要だが、現在は

受けていない」が8.0％、「現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けずに家族などの介護を

受けている場合も含む）」が1.8％である。

（８）介護・介助が必要になった主な原因

〔Ｆ４で「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」または「現在、何らかの介

護を受けている（介護認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む）」と答えた

方にお聞きします。〕

Ｆ４-１ 介護・介助が必要になった主な原因は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

「高齢による衰弱」が16.3％、「脳卒中（脳出血・脳梗塞等）」と「心臓病」が11.1％、「糖尿病」

が10.5％、「関節の病気（リウマチ等）」が10.1％などとなっている。

n=496

高齢による衰弱

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

関節の病気（リウマチ等）

骨折・転倒

がん（悪性新生物）

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

認知症（アルツハイマー病等）

視覚・聴覚障害

脊椎損傷

パーキンソン病

その他

不明

無回答

16.3

11.1

11.1

10.5

10.1

8.7

7.9

5.6

5.4

4.4

3.0

1.2

11.3

1.8

35.3

0 10 20 30 40 (%)

n=5,054

無回答
6.0%

1.8%

何らかの介護・介
助は必要だが、現
在は受けていない

8.0%

介護・介助は
必要ない
84.2%

現在、何らかの介護を受けている
（介護認定を受けずに家族などの
介護を受けている場合も含む）
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（９）主な介護・介助者

〔Ｆ４で「現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けずに家族などの介護を受けてい

る場合も含む）」と答えた方にお聞きします。〕

Ｆ４-２ 主にどなたの介護・介助を受けていますか。（１つに○）

「配偶者（夫・妻）」が41.3％、「娘」が15.2％、「息子」が10.9％などとなっている。

（10）介護・介助者の年齢

〔Ｆ４で「現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けずに家族などの介護を受けてい

る場合も含む）」と答えた方にお聞きします。〕

Ｆ４-３ 主に介護・介助している方の年齢は次のどれですか。（１つに○）

「65歳未満」が32.6％、「75～84歳」が21.7％、「65～74歳」が14.1％、「85歳以上」が6.5％となっ

ている。

n=92

配偶者（夫・妻）

娘

息子

介護サービスのヘルパー

子の配偶者

兄弟・姉妹

孫

その他

無回答

41.3

15.2

10.9

7.6

4.3

1.1

-

6.5

13.0

0 10 20 30 40 50 (%)

n=92

65歳未満
32.6%

75～84歳
21.7%

85歳以上
6.5%

無回答
25.0%

65～74歳
14.1%
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（11）年金の種類

Ｆ５ あなたの年金の種類は次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○）

「国民年金」が50.9％で半数を占め、「厚生年金（企業年金あり）」が34.3％、「厚生年金（企業年

金なし）」が22.8％、「共済年金」が9.9％、「無年金」が3.0％となっている。

（12）収入のある仕事の有無

Ｆ６ 現在、収入のある仕事をしていますか。

「いいえ」が73.1％、「はい」が22.5％となっている。

n=5,054

はい
22.5%

いいえ
73.1%

無回答
4.4%

n=5,054

国民年金

厚生年金（企業年金あり）

厚生年金（企業年金なし）

共済年金

無年金

その他

無回答

50.9

34.3

22.8

9.9

3.0

3.2

3.4

0 10 20 30 40 50 60 (%)



第２章 市民アンケート・一般高齢者調査

113

（13）仕事に対する今後の考え

Ｆ７ 今後（今後も）、仕事をしたいと思いますか。（１つに○）

「特にしたいとは思わない」が40.8％、「希望の仕事があればしたい（今の仕事を続けたい）」が

17.2％、「したくてもできない」が15.1％などとなっている。

（14）仕事をしたい理由

〔Ｆ７で「どんな仕事でもよいからしたい」～「希望の仕事があればしたい（今の仕事を続け

たい）」と答えた方にお聞きします。〕

Ｆ７-１ 仕事をしたいのはどのような理由からですか。（３つまでに○）

「生活にハリやリズムを持たせるため」が50.0％、「生活費を得るため」が49.1％、「健康維持や認

知症予防によいから」が38.4％、「人とのつきあいやふれあいの機会が増えるから」が38.2％などと

なっている。

n=5,054特にしたいとは
思わない
40.8%

したくてもできない
15.1%

無回答
11.6%

わからない
3.1%

どんな仕事でもよ
いからしたい

5.9% 雇用条件が合えば
どんな仕事でも

したい
6.2%

希望の仕事があれ
ばしたい（今の仕
事を続けたい）

17.2%

他にすることがないから

家にいると邪魔者扱いされるから

その他

無回答

人とのつきあいやふれあいの機会が増えるから

こづかいを得るため

社会の役に立ちたいから

新鮮な驚きや新しい能力を発見できるから

n=1,481

生活にハリやリズムを持たせるため

生活費を得るため

健康維持や認知症予防によいから

50.0

49.1

38.4

38.2

28.0

23.6

7.9

3.0

0.9

1.6

1.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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（15）現在の経済的な暮らしの状況

Ｆ８ あなたは現在の暮らしの状況を経済的にみて、どう感じていますか。（１つに○）

「苦しい」（13.7％）と「やや苦しい」（37.9％）を合わせた『苦しい』が51.5％、「ややゆとりが

ある」（39.0％）と「ゆとりがある」（5.6％）を合わせた『ゆとりがある』が44.6％となっている。

（16）現在の時間的な暮らしの状況

Ｆ９ あなたは現在の暮らしの状況を時間的にみて、どう感じていますか。（１つに○）

「忙しい」（7.1％）と「やや忙しい」（22.1％）を合わせた『忙しい』が29.2％、「ややゆとりがあ

る」（40.5％）と「ゆとりがある」（25.6％）を合わせた『ゆとりがある』が66.1％となっている。

29.2 66.17.1 22.1 40.5 25.6 4.7

ｎ

(5,054)

(%)

忙しい やや忙しい
ややゆとりが

ある
ゆとりがある 無回答

『

ゆ
と
り
が
あ
る
』

『

忙
し
い
』

51.5 44.613.7 37.9 39.0 5.6 3.9

ｎ

(5,054)

(%)

苦しい やや苦しい
ややゆとりが

ある
ゆとりがある 無回答

『

ゆ
と
り
が
あ
る
』

『

苦
し
い
』
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（17）住まいの形態

Ｆ10 あなたのお住まいは、一戸建て、または集合住宅のどちらですか。

「一戸建て」が68.1％、「集合住宅」が29.7％となっている。

（18）住まいの所有形態

Ｆ11 あなたのお住まいは、次のうちどれにあたりますか。（１つに○）

「持家」が80.0％、「民間賃貸住宅」が7.8％、「公社・公団の賃貸住宅」が6.1％などとなっている。

n=5,054

持家

民間賃貸住宅

公社・公団の賃貸住宅

公営住宅（市営・県営）

借間

有料老人ホーム

高齢者専用賃貸住宅（高齢者だけを対象とした賃貸住宅）

ケアハウス（独立した生活に不安のある高齢者が低料金で
入所できる老人ホーム）

その他

無回答

80.0

7.8

6.1

1.1

1.1

0.6

0.2

0.2

1.0

1.8

0 20 40 60 80 100(%)

n=5,054

一戸建て
68.1%

集合住宅
29.7%

無回答
2.2%
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（19）生活する部屋は２階以上にあるか

Ｆ12 あなたのお住まい（主に生活する部屋）は２階以上にありますか。

「いいえ」が54.9％、「はい」が38.8％となっている。

（20）エレベーターは設置されているか

〔Ｆ12で「はい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｆ12-１ お住まいに、エレベーターは設置されていますか。

「いいえ」が59.6％、「はい」が37.1％となっている。

n=1,963

はい
37.1%

いいえ
59.6%

無回答
3.3%

n=5,054

はい
38.8%

いいえ
54.9%

無回答
6.3%
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（21）平成22年度の介護保険料

Ｆ13 あなたの平成22年度の介護保険料の段階は、次のうちどれですか。（１つに○）

「第６段階」が7.6％、「特例第４段階」が6.7％、「第４段階」が6.2％、「第７段階」が6.1％など

となっている。

（22）居住地区

「常盤平地区」が11.8％、「明第１地区」が10.3％となっている。

4.7 5.0 6.7 5.7 7.6 6.1 18.7 32.7

2.7

6.2

1.9 0.91.3

ｎ

(5,054)

(%)

第
１
段
階

第
２
段
階

第
３
段
階

特
例
第
４
段
階

第
４
段
階

第
５
段
階

第
６
段
階

第
７
段
階

第
８
段
階

第
９
段
階

第

段
階

わ
か
ら
な
い

無
回
答

10

n=5,054

本庁地区

明第１地区

明第２東地区

明第２西地区

矢切地区

東部地区

馬橋地区

常盤平地区

五香松飛台地区

六実六高台地区

常盤平団地地区

小金地区

小金原地区

新松戸地区

馬橋西地区

無回答

3.5

10.3

4.2

5.9

3.6

6.7

6.4

11.8

9.2

5.0

2.6

9.1

8.7

7.5

4.8

0.7

0 2 4 6 8 10 12 14 (%)
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２．身体状態や日常の生活状況について

（１）外出を控えているか

Ｑ７ 外出を控えていますか。

「いいえ」が77.1％、「はい」が16.6％となっている。

［性別］

「いいえ」は男性が女性よりも7.8ポイント高くなっている。一方、「はい」は女性が男性よりも7.4

ポイント高くなっている。

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

ｎ

12.7

20.1

81.3

73.5

6.0

6.4

(%)

16.6 77.1 6.3

はい いいえ 無回答

n=5,054

はい
16.6%

いいえ
77.1%

無回答
6.3%
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（２）外出を控えている理由

〔Ｑ７で「はい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ７-１ 外出を控えている理由は次のどれですか。（あてはまるものすべてに○）

「足腰などの痛み」が52.2％と突出して高く、以下、「経済的に出られない」が20.3％、「病気」が

18.3％などとなっている。

〔その他〕

内 容 件数

家族の世話・介護 20

寒い、天気が悪い、花粉症 13

体力の低下、疲れる 6

気力の低下、おっくう 6

目的地がない、外出する必要がない、家の中で好きなことをする 6

足が不自由 4

道路事情が悪い、自転車が怖い 4

風邪の予防 3

転倒するのが怖い 2

雑踏が苦手 2

病気・体調（その他） 11

その他 15

n=841

足腰などの痛み

経済的に出られない

病気

トイレの心配（失禁など）

外での楽しみがない

目の障害

耳の障害（聞こえの問題など）

障害（脳卒中の後遺症など）

その他

無回答

52.2

20.3

18.3

13.8

10.3

9.6

7.1

2.5

13.3

2.0

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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［性別］

「足腰などの痛み」は女性の方が高くなっている。一方、「病気」「トイレの心配（失禁など）」「外

での楽しみがない」は男性の方が高くなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

足
腰
な
ど
の
痛
み

経
済
的
に
出
ら
れ

な
い

病
気

ト
イ
レ
の
心
配

（

失
禁
な
ど
）

外
で
の
楽
し
み
が

な
い

目
の
障
害

耳
の
障
害
（

聞
こ

え
の
問
題
な
ど
）

障
害
（

脳
卒
中
の

後
遺
症
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

841 52.2 20.3 18.3 13.8 10.3 9.6 7.1 2.5 13.3 2.0

男 性 311 44.7 18.3 22.5 18.3 14.1 12.2 9.0 5.1 11.9 1.3

女 性 514 57.0 21.4 16.0 11.3 8.0 8.4 6.0 0.8 14.4 2.1

全 体

性
別
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（３）今以上に外出したいか

Ｑ10 今以上に外出したいですか。（１つに○）

「今のままでよい」が77.9％、「今以上に外出したい」が13.8％、「わからない」が2.9％となって

いる。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、大きな変化はみられない。

［性別］

大きな差はみられない。

今回調査 (5,054)

平成20年調査 (1,244)

ｎ

11.4 77.2 3.7 7.7

(%)

13.8 77.9 5.4

2.9

今以上に外出したい 今のままでよい わからない 無回答

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

ｎ

13.2

14.3

79.0

77.0

4.7

5.9

2.7

3.2

(%)
13.8 77.9 5.4

2.9

今以上に外出したい 今のままでよい わからない 無回答

n=5,054今のままでよい
77.9%

今以上に
外出したい

13.8%
わからない

2.9%

無回答
5.4%
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（４）外出のために必要な援助

〔Ｑ10で「今以上に外出したい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ10-１ 今以上に外出するためには、どのような援助があればよいですか。

（あてはまるものすべてに○）

「金銭負担の軽減」が47.8％と突出して高く、「家の近くまで来てくれるコミュニティバス」が

14.3％、「道路等の段差解消（バリアフリー化）」が13.3％などとなっている。

一方、「特にない」は21.2％となっている。

〔その他〕

内 容 件数

駅にエスカレーター・エレベーターを設置 10

交通費の割引 7

友人からの誘い 4

家族の理解 2

信号機の時間延長 2

高齢者が楽しく過ごせる場所、体操教室など 2

その他 12

無回答

外出に付き添う介護者の派遣など、介護者の負担軽減

リフト付き車両の普及

その他

特にない

n=697

金銭的負担の軽減

家の近くまで来てくれるコミュニティバス

道路等の段差解消（バリアフリー化）

47.8

14.3

13.3

3.6

1.0

10.5

21.2

7.3

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「金銭的な

負担の軽減」は10.7ポイント、「道路等の段差解消（バリアフリー化）」は7.8ポイント、「外出に付き

添う介護者の派遣など、介護者の負担軽減」が6.3ポイント減少している。

※選択肢の「家の近くまで来てくれるコミュニティバス」は今回調査から追加

［性別］

「金銭的負担の軽減」「特にない」は男性の方が高くなっている。一方、「家の近くまで来てくれる

コミュニティバス」は女性の方が高くなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

金
銭
的
負
担
の
軽
減

家
の
近
く
ま
で
来
て

く
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

バ
ス

道
路
等
の
段
差
解
消

（

バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
）

外
出
に
付
き
添
う
介

護
者
の
派
遣
な
ど
、

介
護
者
の
負
担
軽
減

リ
フ
ト
付
き
車
両
の

普
及

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

697 47.8 14.3 13.3 3.6 1.0 10.5 21.2 7.3

142 58.5 21.1 9.9 0.0 12.0 19.7 3.5

今回調査

平成20年調査

(%)

回
答
者
数
（

人
）

金
銭
的
負
担
の
軽
減

家
の
近
く
ま
で
来
て

く
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

バ
ス

道
路
等
の
段
差
解
消

（

バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
）

外
出
に
付
き
添
う
介

護
者
の
派
遣
な
ど
、

介
護
者
の
負
担
軽
減

リ
フ
ト
付
き
車
両
の

普
及

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

697 47.8 14.3 13.3 3.6 1.0 10.5 21.2 7.3

男 性 322 50.6 10.2 11.8 2.8 0.9 8.1 24.8 5.9

女 性 367 45.2 17.7 14.7 4.4 1.1 12.8 17.7 8.7

全 体

性
別
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（５）家族や友人・知人などに相談しているか

Ｑ７ 何かあったときに、家族や友人・知人などに相談をしていますか。

「はい」が87.8％、「いいえ」は10.7％となっている。

（６）相談相手

〔Ｑ７で「はい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ７-１ 相談相手を教えてください。（あてはまるものすべてに○）

「配偶者（夫・妻）」が66.5％と最も高く、以下、「娘」が49.3％、「息子」が48.1％などとなって

いる。

n=4,438

配偶者（夫・妻）

娘

息子

友人・知人

兄弟・姉妹

医師・歯科医師・看護師

子の配偶者

となり近所の人

市役所・保健福祉センター

自治会・町内会

老人クラブ

ケアマネジャー

民生委員

地域包括支援センター

社会福祉協議会

県の窓口（保健所など）

在宅介護支援センター

その他

無回答

66.5

49.3

48.1

37.7

29.3

17.7

12.1

11.9

3.3

2.5

1.5

1.1

0.9

0.8

0.6

0.5

0.4

1.5

0.4

0 20 40 60 80 (%)

n=5,054
はい
87.8%

無回答
1.5%いいえ

10.7%
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（７）地域活動等への参加状況

Ｑ12 地域活動等に参加していますか。（あてはまるものすべてに○）

「自治会・町内会」が25.1％と高く、以下、「祭り・行事」が19.9％、「スポーツ・レクリエーショ

ン活動」が19.3％などとなっている。

一方、「参加していない」は40.6％と最も高くなっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「自治会・

町内会」13.7ポイント増加している。一方、「学習や教養を高めること・趣味の活動」は16.1ポイン

ト、「参加していない」は5.5ポイント減少している。

※平成20年調査は、設問文が「あなたは、現在、以下のような活動に参加していますか。」

また、選択肢の「自治会・町内会」は「地域の自治会活動」、「学習や教養を高めること・趣味の活動」は「自分の趣味

や教養をみがくための活動」

※選択肢の「祭り・行事」「サークル・自主グループ（住民グループ）」は今回調査から追加

(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
治
会
・
町
内
会

祭
り
・
行
事

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活
動

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

サ
ー

ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（

住
民
グ
ル
ー

プ
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

老
人
ク
ラ
ブ

商
店
会
な
ど
の
活
動

子
ど
も
会
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

5,054 25.1 19.9 19.3 16.1 15.9 8.6 8.5 1.1 0.5 0.3 2.1 40.6 2.7

1,276 11.4 22.8 32.2 8.5 8.0 0.5 0.4 0.1 1.9 46.1 4.5

今回調査

平成20年調査

n=5,054

自治会・町内会

祭り・行事

スポーツ・レクリエーション活動

学習や教養を高めること・趣味の活動

サークル・自主グループ（住民グループ）

ボランティア活動

老人クラブ

商店会などの活動

子ども会活動

ＰＴＡ活動

その他

参加していない

無回答

25.1

19.9

19.3

16.1

15.9

8.6

8.5

1.1

0.5

0.3

2.1

40.6

2.7

0 10 20 30 40 50 (%)
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［日常生活圏域］

「自治会・町内会」は六実六高台地区で最も高く、「祭り・行事」と「スポーツ・レクリエーショ

ン活動」は新松戸地区で高くなっている。

［性別・年齢］

性別では、「学習や教養を高めること・趣味の活動」「サークル・自主グループ（住民グループ）」

は女性の方が高くなっている。一方、「参加していない」は男性の方が高くなっている。

年齢別では、「自治会・町内会」「祭り・行事」「スポーツ・レクリエーション活動」は65～74歳の

方が高くなっている。一方、「老人クラブ」は75歳以上の方が高くなっている。

(%)

回
答
者
数
（
人
）

自
治
会
・
町
内
会

祭
り
・
行
事

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

サ
ー
ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（
住
民
グ
ル
ー
プ
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

老
人
ク
ラ
ブ

商
店
会
な
ど
の
活
動

子
ど
も
会
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

5,054 25.1 19.9 19.3 16.1 15.9 8.6 8.5 1.1 0.5 0.3 2.1 40.6 2.7

本庁地区 178 29.2 23.0 21.9 18.5 15.7 11.2 6.7 2.8 0.0 0.0 2.2 36.0 2.8

明第１地区 521 25.9 17.1 16.5 16.9 16.3 9.0 10.6 2.1 0.4 0.0 2.5 40.9 3.1

明第２東地区 213 19.7 9.4 20.2 17.8 10.3 6.1 8.5 0.0 0.0 0.0 0.9 43.2 3.3

明第２西地区 297 19.5 17.5 11.4 8.4 9.8 5.7 6.7 1.3 0.3 0.0 1.3 50.5 3.7

矢切地区 184 27.7 25.5 21.7 20.1 15.8 7.1 7.1 1.1 0.5 0.0 2.2 37.5 1.6

東部地区 337 17.2 16.0 16.6 16.6 12.8 5.3 7.4 0.9 0.3 0.0 2.7 48.1 4.2

馬橋地区 324 21.0 20.1 20.4 16.7 17.9 7.4 8.0 1.5 0.6 0.0 2.2 36.4 2.2

常盤平地区 594 21.9 17.8 19.5 16.2 14.0 8.4 7.2 0.7 0.2 0.7 2.2 42.6 2.4

五香松飛台地区 466 31.1 18.7 22.7 15.5 14.6 10.7 9.2 0.9 0.6 0.4 1.9 39.1 1.9

六実六高台地区 251 33.1 26.3 20.3 14.3 15.5 10.4 8.8 1.6 1.2 0.4 1.6 37.1 2.0

常盤平団地地区 133 10.5 10.5 6.8 9.0 10.5 6.0 3.8 1.5 0.0 0.8 3.0 60.2 6.8

小金地区 459 24.6 20.9 18.3 15.9 13.7 7.8 10.2 0.9 0.2 0.2 2.2 41.4 2.0

小金原地区 441 29.3 20.0 20.9 15.6 18.4 9.3 10.4 0.2 0.9 0.2 2.0 36.5 2.7

新松戸地区 379 28.8 33.0 26.4 22.4 29.8 12.7 8.4 0.3 0.8 0.5 2.1 30.9 1.3

馬橋西地区 243 30.0 18.9 19.8 15.2 17.3 10.7 8.2 1.6 2.1 0.4 2.5 39.1 3.7

全 体

日
常
生
活
圏
域
別

(%)

回
答
者
数
（
人
）

自
治
会
・
町
内
会

祭
り
・
行
事

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

サ
ー
ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（
住
民
グ
ル
ー
プ
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

老
人
ク
ラ
ブ

商
店
会
な
ど
の
活
動

子
ど
も
会
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

5,054 25.1 19.9 19.3 16.1 15.9 8.6 8.5 1.1 0.5 0.3 2.1 40.6 2.7

男 性 2,443 25.6 20.2 20.3 13.3 13.5 8.6 7.8 1.5 0.7 0.2 2.3 44.0 2.4

女 性 2,562 24.9 19.6 18.5 18.9 18.3 8.8 9.3 0.7 0.4 0.3 2.0 37.2 3.0

65～74歳 3,229 27.3 21.8 21.2 16.6 16.5 9.8 5.6 1.3 0.7 0.2 2.0 39.6 2.2

75歳以上 1,773 21.2 16.5 16.2 15.2 15.1 6.6 13.9 0.7 0.3 0.3 2.2 42.2 3.6

全 体

性
別

年
齢
別
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（８）地域活動等へ参加していない理由

〔Ｑ12で「参加していない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ12-１ 参加していないのはどのような理由からですか。（あてはまるものすべてに○）

「団体活動はわずらわしいから、一人でできる趣味などがあるから」が27.4％と最も高く、以下、

「参加したいと思う活動がないから」が26.4％、「健康や体力に自身がないから」が21.5％、「時間を

とれないことはないが、時間があれば休養などにあてたいから」が18.9％などとなっている。

〔その他〕

内 容 件数

家族の世話・介護で忙しい 23

民間のスポーツクラブに通っている、自主的に運動している 8

病気の治療中 7

足が不自由 7

転居して日が浅い 6

友人や仕事仲間との交流が多いため 5

人付き合いが煩わしい、人間関係に問題がある 5

友人がいない、地域の交流がない 4

経済的な負担が大きい 4

排他的、誘いがない 4

入る勇気がない、入りづらい 4

時間が合わない、拘束されたくない 3

活動内容が自分に合わない 3

いつも家族と行動している 3

耳が不自由 3

人に迷惑をかけたくない 2

その他 32

その他

無回答

どんな団体や活動があるのか知らないから

地域の活動には関心がないから

仕事などが忙しく、まったく時間がとれないから

職場などでサークル活動などに参加しているから

団体活動はわずらわしいから、一人でできる趣味などがあるから

参加したいと思う活動がないから

健康や体力に自信がないから

時間をとれないことはないが、時間があれば休養などにあてたいから

n=2,053

27.4

26.4

21.5

18.9

15.6

13.5

11.5

1.2

9.2

4.3

0 5 10 15 20 25 30 (%)
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［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、「団体活動はわずらわしいから、一人でできる趣味などがある

から」は5.1ポイント、「どんな団体や活動があるのか知らないから」は5.6ポイント増加している。

一方、「健康や体力に自信がないから」」は10.8ポイント、「時間をとれないことはないが、時間があ

れば休養などにあてたいから」は7.3ポイント減少している。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

団
体
活
動
は
わ
ず
ら
わ
し
い

か
ら
、

一
人
で
で
き
る
趣
味

な
ど
が
あ
る
か
ら

参
加
し
た
い
と
思
う
活
動
が

な
い
か
ら

健
康
や
体
力
に
自
信
が
な
い

か
ら

時
間
を
と
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が
、

時
間
が
あ
れ
ば
休
養

な
ど
に
あ
て
た
い
か
ら

ど
ん
な
団
体
や
活
動
が
あ
る

の
か
知
ら
な
い
か
ら

地
域
の
活
動
に
は
関
心
が
な

い
か
ら

仕
事
な
ど
が
忙
し
く
、

ま
っ

た
く
時
間
が
と
れ
な
い
か
ら

職
場
な
ど
で
サ
ー

ク
ル
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

2,053 27.4 26.4 21.5 18.9 15.6 13.5 11.5 1.2 9.2 4.3

588 22.3 26.4 32.3 26.2 10.0 12.2 9.5 1.0 8.5 2.7

今回調査

平成20年調査
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［日常生活圏域］

「団体活動はわずらわしいから、一人でできる趣味などがあるから」は小金原地区で高く、「参加

したいと思う活動がないから」は矢切地区で高くなっている。また、「健康や体力に自信がないから」

は小金地区で高くなっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

団
体
活
動
は
わ
ず
ら
わ
し
い

か
ら
、

一
人
で
で
き
る
趣
味

な
ど
が
あ
る
か
ら

参
加
し
た
い
と
思
う
活
動
が

な
い
か
ら

健
康
や
体
力
に
自
信
が
な
い

か
ら

時
間
を
と
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が
、

時
間
が
あ
れ
ば
休
養

な
ど
に
あ
て
た
い
か
ら

ど
ん
な
団
体
や
活
動
が
あ
る

の
か
知
ら
な
い
か
ら

地
域
の
活
動
に
は
関
心
が
な

い
か
ら

仕
事
な
ど
が
忙
し
く
、

ま
っ

た
く
時
間
が
と
れ
な
い
か
ら

職
場
な
ど
で
サ
ー

ク
ル
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

2,053 27.4 26.4 21.5 18.9 15.6 13.5 11.5 1.2 9.2 4.3

本庁地区 64 15.6 25.0 15.6 25.0 17.2 17.2 14.1 1.6 7.8 7.8

明第１地区 213 31.0 18.8 21.1 19.7 18.3 12.2 13.1 1.4 9.9 4.2

明第２東地区 92 26.1 31.5 23.9 15.2 15.2 12.0 8.7 2.2 12.0 6.5

明第２西地区 150 25.3 22.0 16.7 22.7 12.0 15.3 9.3 0.7 8.7 6.7

矢切地区 69 33.3 36.2 23.2 18.8 14.5 13.0 13.0 1.4 5.8 1.4

東部地区 162 21.6 28.4 20.4 17.9 13.0 16.0 13.0 0.6 6.8 6.2

馬橋地区 118 25.4 21.2 17.8 12.7 10.2 16.1 16.1 1.7 12.7 3.4

常盤平地区 253 28.9 32.8 17.0 17.4 15.8 13.0 9.5 2.0 11.5 2.8

五香松飛台地区 182 26.9 25.3 17.6 17.6 17.0 11.5 10.4 1.6 4.9 6.6

六実六高台地区 93 26.9 32.3 19.4 19.4 20.4 14.0 16.1 1.1 5.4 3.2

常盤平団地地区 80 20.0 26.3 22.5 22.5 18.8 7.5 13.8 1.3 7.5 2.5

小金地区 190 25.8 24.7 30.5 16.8 20.0 14.7 8.9 0.0 13.2 3.7

小金原地区 161 34.8 27.3 26.7 20.5 11.8 11.2 12.4 1.2 9.3 3.1

新松戸地区 117 31.6 25.6 24.8 25.6 12.0 12.8 11.1 0.0 8.5 3.4

馬橋西地区 95 28.4 25.3 24.2 18.9 15.8 20.0 9.5 1.1 9.5 3.2

全 体

日
常
生
活
圏
域
別
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［性別・年齢］

性別では、「団体活動はわずらわしいから、一人でできる趣味などがあるから」は男性の方が高く、

「健康や体力に自信がないから」は女性の方が高くなっている。

年齢別では、「健康や体力に自信がないから」は75歳以上の方が高く、「時間をとれないことはない

が、時間があれば休養などにあてたいから」「仕事などが忙しく、全く時間がとれないから」は65～

74歳の方が高くなっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

団
体
活
動
は
わ
ず
ら
わ
し
い

か
ら
、

一
人
で
で
き
る
趣
味

な
ど
が
あ
る
か
ら

参
加
し
た
い
と
思
う
活
動
が

な
い
か
ら

健
康
や
体
力
に
自
信
が
な
い

か
ら

時
間
を
と
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が
、

時
間
が
あ
れ
ば
休
養

な
ど
に
あ
て
た
い
か
ら

ど
ん
な
団
体
や
活
動
が
あ
る

の
か
知
ら
な
い
か
ら

地
域
の
活
動
に
は
関
心
が
な

い
か
ら

仕
事
な
ど
が
忙
し
く
、

ま
っ

た
く
時
間
が
と
れ
な
い
か
ら

職
場
な
ど
で
サ
ー

ク
ル
活
動

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

2,053 27.4 26.4 21.5 18.9 15.6 13.5 11.5 1.2 9.2 4.3

男 性 1,075 30.3 27.8 18.4 18.6 16.8 15.6 12.7 1.7 7.9 3.6

女 性 952 24.3 25.1 24.9 19.1 14.3 11.2 10.0 0.6 10.7 4.6

65～74歳 1,280 26.3 26.5 16.6 21.5 17.0 13.0 15.7 1.3 8.5 3.7

75歳以上 748 29.3 26.3 29.7 14.6 13.4 14.8 4.4 1.1 10.4 4.8

全 体

性
別

年
齢
別
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（９）今後参加したい活動

Ｑ13 今後参加したい活動は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

「学習や教養を高めること・趣味の活動」が26.3％と最も高く、以下、「スポーツ・レクリエーショ

ン活動」が21.0％、「ボランティア活動」が15.5％、「自治会・町内会」が14.3％、「祭り・行事」が

14.1％などとなっている。一方、「参加したくない」は17.4ポイントとなっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「学習や教

養を高めること・趣味の活動」は8.2ポイント、「参加したくない」は16.3ポイント減少している。

一方、「自治会・町内会」は7.3ポイント増加している。

※平成20年調査は、選択肢の「学習や教養を高めること・趣味の活動」は「自分の趣味や教養をみがくための活動」、

「自治会・町内会」は「地域の自治会活動」

※選択肢の「祭り・行事」「サークル・自主グループ（住民グループ）」は今回調査から追加

(%)

回
答
者
数
（

人
）

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

自
治
会
・
町
内
会

祭
り
・
行
事

サ
ー

ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（

住
民
グ
ル
ー

プ
）

老
人
ク
ラ
ブ

商
店
会
な
ど
の
活
動

子
ど
も
会
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

そ
の
他

参
加
し
た
く
な
い

無
回
答

5,054 26.3 21.0 15.5 14.3 14.1 11.4 8.4 1.0 0.7 0.2 2.4 17.4 22.2

1,276 34.5 21.4 13.4 7.0 8.1 0.5 0.5 0.2 0.9 33.7 19.3

今回調査

平成20年調査

n=5,054

学習や教養を高めること・趣味の活動

スポーツ・レクリエーション活動

ボランティア活動

自治会・町内会

祭り・行事

サークル・自主グループ（住民グループ）

老人クラブ

商店会などの活動

子ども会活動

ＰＴＡ活動

その他

参加したくない

無回答

26.3

21.0

15.5

14.3

14.1

11.4

8.4

1.0

0.7

0.2

2.4

17.4

22.2

0 5 10 15 20 25 30 (%)
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［日常生活圏域］

「学習や教養を高めること・趣味の活動」は明第１地区と新松戸地区で高く、「スポーツ・レクリ

エーション活動」は馬橋西地区で高くなっている。

［性別・年齢］

性別では、「スポーツ・レクリエーション活動」「祭り・行事」は男性の方が高くなっている。

年齢別では、ほとんどの項目で65～74歳が75歳以上よりも高くなっている。「老人クラブ」は唯一

75歳以上が65～74歳よりも高くなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

自
治
会
・
町
内
会

祭
り
・
行
事

サ
ー

ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（

住
民
グ
ル
ー

プ
）

老
人
ク
ラ
ブ

商
店
会
な
ど
の
活
動

子
ど
も
会
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

そ
の
他

参
加
し
た
く
な
い

無
回
答

5,054 26.3 21.0 15.5 14.3 14.1 11.4 8.4 1.0 0.7 0.2 2.4 17.4 22.2

本庁地区 178 28.7 24.7 12.4 14.6 16.3 10.7 10.1 2.2 0.0 0.0 0.6 15.2 20.2

明第１地区 521 30.3 20.0 15.9 13.8 12.7 14.8 10.2 1.3 0.4 0.2 2.3 16.5 23.0

明第２東地区 213 29.6 19.2 16.0 8.9 9.9 8.9 10.3 0.9 0.5 0.0 2.3 17.4 24.4

明第２西地区 297 16.5 14.1 14.5 10.4 13.8 7.1 7.4 0.7 0.3 0.0 3.4 21.5 25.6

矢切地区 184 28.8 23.4 17.4 18.5 16.3 9.8 6.0 0.5 2.2 0.0 2.7 16.8 17.9

東部地区 337 20.2 19.6 12.5 9.8 9.5 8.3 9.5 0.6 0.0 0.0 3.0 20.2 27.0

馬橋地区 324 26.5 21.6 16.7 17.3 14.8 11.7 7.4 0.6 0.6 0.0 3.7 16.7 17.3

常盤平地区 594 28.5 21.7 17.3 13.3 13.1 10.8 7.2 1.2 0.8 0.2 2.7 16.2 19.9

五香松飛台地区 466 25.3 24.5 17.8 19.5 14.6 9.9 10.3 1.3 1.1 0.6 2.4 16.7 21.2

六実六高台地区 251 29.5 24.3 14.7 19.5 18.7 11.6 9.6 2.0 2.0 0.4 0.8 13.5 19.9

常盤平団地地区 133 15.0 10.5 15.8 9.0 11.3 9.0 6.0 1.5 0.0 0.8 1.5 28.6 26.3

小金地区 459 25.5 18.5 13.7 13.7 14.6 9.8 9.4 1.1 0.2 0.0 1.7 19.8 24.8

小金原地区 441 27.4 21.1 12.5 12.7 12.5 9.3 7.0 0.7 0.9 0.2 2.5 16.6 25.6

新松戸地区 379 30.1 21.4 17.7 15.3 20.1 19.0 5.8 0.3 0.3 0.3 1.8 14.2 19.3

馬橋西地区 243 25.1 25.1 16.0 16.0 14.4 16.5 9.9 1.2 0.4 0.4 3.7 16.5 21.8

全 体

日
常
生
活
圏
域
別

(%)

回
答
者
数
（

人
）

学
習
や
教
養
を
高
め
る
こ

と
・
趣
味
の
活
動

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

自
治
会
・
町
内
会

祭
り
・
行
事

サ
ー

ク
ル
・
自
主
グ
ル
ー

プ
（

住
民
グ
ル
ー

プ
）

老
人
ク
ラ
ブ

商
店
会
な
ど
の
活
動

子
ど
も
会
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

そ
の
他

参
加
し
た
く
な
い

無
回
答

5,054 26.3 21.0 15.5 14.3 14.1 11.4 8.4 1.0 0.7 0.2 2.4 17.4 22.2

男 性 2,443 25.0 24.7 17.1 16.3 16.7 11.8 9.2 1.1 0.9 0.2 2.1 19.0 17.6

女 性 2,562 28.0 17.6 14.2 12.6 11.8 11.1 7.7 0.9 0.5 0.2 2.7 15.7 26.3

65～74歳 3,229 29.0 24.7 19.0 16.0 15.5 12.6 6.3 1.3 0.8 0.2 2.4 15.5 19.1

75歳以上 1,773 22.0 14.4 9.2 11.4 11.7 9.2 12.4 0.6 0.5 0.2 2.4 20.6 27.5

全 体

性
別

年
齢
別
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（10）隣近所とのつきあい

Ｑ14 あなたは、日ごろ、隣近所の方とどの程度のつきあいをしていますか。（１つに○）

「世間話や立ち話をする程度の人はいる」が43.7％と最も高く、以下、「あいさつをする程度の人

はいる」が27.5％、「親しくつきあっている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる」が

21.6％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が異なるため厳密な比較はできないが、「あいさつをす

る程度の人はいる」は7.0ポイント減少している。一方、「親しくつきあっている人（訪問したり、悩

みごとを相談するなど）がいる」は6.2ポイント増加している。

※平成20年調査の選択肢は、「訪問し合ったり、悩み事を相談したりする人はいる」「世間話や立ち話をする程度の

人はいる」「顔を合わせれば、あいさつをする程度の人ならいる」「ほとんど付き合いはしていない」

今回調査 (5,054)

平成20年調査 (1,276)

ｎ

15.4 44.3 34.5 3.8 2.0

(%)

21.6 43.7 27.5 4.4 2.8

親しくつきあって
いる人（訪問した
り、悩みごとを相
談するなど）が

いる

世間話や立ち話
をする程度の人

はいる

あいさつをする
程度の人はいる

つきあっている
人はほとんど

いない
無回答

n=5,054

あいさつをする
程度の人はいる

27.5%

つきあっている人
はほとんどいない

4.4%

無回答
2.8%

43.7%

21.6%

親しくつきあっている人
（訪問したり、悩みごとを
相談するなど）がいる

世間話や立ち話をする
程度の人はいる
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［日常生活圏域］

「世間話や立ち話をする程度の人はいる」は馬橋西地区（54.3％）で高く、「あいさつをする程度

の人はいる」は本庁地区（33.1％）で高くなっている。「親しくつきあっている人（訪問したり、悩

みごとを相談するなど）がいる」は矢切地区（27.2％）で高くなっている。

全 体 (5,054)

本庁地区 (178)

明第１地区 (521)

明第２東地区 (213)

明第２西地区 (297)

矢切地区 (184)

東部地区 (337)

馬橋地区 (324)

常盤平地区 (594)

五香松飛台地区 (466)

六実六高台地区 (251)

常盤平団地地区 (133)

小金地区 (459)

小金原地区 (441)

新松戸地区 (379)

馬橋西地区 (243)

ｎ

16.9

18.2

17.8

21.9

27.2

24.0

23.1

20.4

22.7

21.5

24.8

21.4

22.7

24.0

20.2

41.0

45.9

45.1

49.2

41.8

40.1

43.2

40.7

45.7

43.4

33.1

41.4

46.7

40.6

54.3

33.1

28.0

27.7

22.6

26.1

27.9

27.5

32.2

26.6

29.1

28.6

29.0

22.7

28.0

20.2

4.5

5.4

7.0

6.2

4.5

8.3

5.9

5.3

4.3

4.2

2.5

3.2

2.8

3.1

2.7

2.7

2.9

3.2

3.6

2.4

2.8

2.1

2.2

3.1

1.8

2.2

3.7

4.5

2.5

2.3

(%)
21.6 43.7 27.5 4.4 2.8

親しくつきあって
いる人（訪問した
り、悩みごとを相
談するなど）が

いる

世間話や立ち話
をする程度の人

はいる

あいさつをする
程度の人はいる

つきあっている
人はほとんど

いない
無回答

日
常
生
活
圏
域
別
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［性別・年齢］

性別では、「あいさつをする程度の人はいる」は男性（36.2％）が女性（19.4％）よりも16.8ポイ

ント高くなっている。一方、「親しくつきあっている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）が

いる」は女性（28.5％）が男性（14.3％）よりも14.2ポイント高くなっている。

年齢別では、大きな差はみられない。

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

65～74歳 (3,229)

75歳以上 (1,773)

ｎ

14.3

28.5

21.5

21.8

40.5

46.9

44.4

42.6

36.2

19.4

27.2

28.2

6.1

4.6

4.1

2.8

3.3

2.3

2.5

2.9

(%)
21.6 43.7 27.5 4.4 2.8

親しくつきあって
いる人（訪問した
り、悩みごとを相
談するなど）が

いる

世間話や立ち話
をする程度の人

はいる

あいさつをする
程度の人はいる

つきあっている
人はほとんど

いない
無回答

性
別

年
齢
別
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（11）健康について

Ｑ１ 普段、ご自分で健康だと思いますか。（１つに○）

「とても健康」（13.7％）と「まあまあ健康」（66.9％）を合わせた『健康』が80.6％、「あまり健

康ではない」（13.3％）と「健康ではない」（4.6％）を合わせた『健康ではない』が17.9％となって

いる。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が異なるため厳密な比較はできないが、『健康ではない』

は8.1ポイント減少している。

※平成20年調査の選択肢は「非常に健康だと思う」「健康な方だと思う」

「あまり健康ではないと思う」「健康ではないと思う」

［性別・年齢］

性別では、大きな差はみられない。

年齢別では、『健康』は65～74歳（83.2％）が75歳以上（75.9％）よりも7.3ポイント高くなってい

る。

今回調査 (5,054) 80.6 17.9

平成20年調査 (1,276) 72.7 26.0

『

健
康
』

『

健
康
で
は
な
い
』

ｎ

8.8 63.9 19.4 6.6

1.3

(%)

13.7 66.9 13.3 4.6

1.5

とても健康 まあまあ健康
あまり

健康ではない
健康ではない 無回答

全 体 (5,054) 80.6 17.9

男性 (2,443) 80.1 18.5

女性 (2,562) 81.2 17.3

65～74歳 (3,229) 83.2 15.5

75歳以上 (1,773) 75.9 22.4

『

健
康
』

『

健
康
で
は
な
い
』

ｎ

13.8

13.7

14.9

11.6

66.4

67.5

68.3

64.4

13.8

12.8

11.5

16.8

4.7

5.7

4.1

4.4

1.6

1.4

1.5

1.3

(%)
13.7 66.9 13.3 4.6

1.5

とても健康 まあまあ健康
あまり

健康ではない
健康ではない 無回答

性
別

年
齢
別

80.6 17.913.7 66.9 13.3 4.6

1.5

ｎ

(5,054)

(%)

とても健康 まあまあ健康
あまり

健康ではない
健康ではない 無回答

『
健
康
で
は
な
い
』

『
健
康
』
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３．こころのハリと生きがい等について

（１）日常での生きがい

Ｑ１ 日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を感じていますか。（１つに○）

「常に感じている」（38.8％）と「ときどき感じている」（33.7％）を合わせた『感じている』が72.5％、

「あまり感じていない」（19.6％）と「ほとんど感じていない」（3.2％）を合わせた『感じていない』

が22.8％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、大きな変化はみられない。

［性別・年齢］

性別では、『感じている』は女性（75.4％）が男性（69.7％）よりも5.7ポイント高くなっている。

年齢別では、『感じている』は65～74歳（74.1％）が75歳以上（69.8％）よりも4.3ポイント高くなっ

ている。

今回調査 (5,054) 72.5 22.8

平成20年調査 (1,276) 70.8 24.6

『

感
じ
て
い
る
』

『

感
じ
て
い
な
い
』

ｎ

36.4 34.4 21.8

2.8

4.6

(%)

38.8 33.7 19.6

3.2

4.7

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり
感じていない

ほとんど
感じていない

無回答

全 体 (5,054) 72.5 22.8

男性 (2,443) 69.7 26.4

女性 (2,562) 75.4 19.3

65～74歳 (3,229) 74.1 21.5

75歳以上 (1,773) 69.8 25.4

ｎ

38.6

39.1

39.4

38.0

31.1

36.3

34.7

31.8

22.9

16.5

18.9

21.1 4.3 4.9

2.6

2.8

3.5 3.9

5.3

4.4

(%)
38.8 33.7 19.6

3.2

4.7

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり
感じていない

ほとんど
感じていない

無回答

『

感
じ
て
い
な
い
』

『

感
じ
て
い
る
』

性
別

年
齢
別

72.5 22.838.8 33.7 19.6

3.2

4.7

ｎ

(5,054)

(%)

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり
感じていない

ほとんど
感じていない

無回答

『

感
じ
て
い
な
い
』

『

感
じ
て
い
る
』
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［一人暮らし・日中独居］

『感じている』は家族などと同居（二世帯住宅を含む）（74.0％）で最も高く、一人暮らし（66.9％）

よりも7.1ポイント高くなっている。

また、家族などと同居の中では、『感じている』は日中一人にならない（77.8％）で最も高く、日

中よく一人になる（71.7％）よりも6.1ポイント高くなっている。

※“日中よく一人になる”“日中たまに一人になる”“日中一人にならない”は

“家族などと同居（二世帯住宅を含む）”の内訳を表している。

［健康だと思うか］

『感じている』は“健康（計）”（77.9％）が“健康ではない（計）”（51.3％）よりも26.6ポイント

高くなっている。

全 体 (5,054) 72.5 22.8

一人暮らし (710) 66.9 28.5

家族などと同居
（二世帯住宅を含む）

(4,078) 74.0 21.5

日中よく一人になる (1,207) 71.7 24.0

日中たまに一人になる (1,866) 74.5 21.6

日中一人にならない (706) 77.8 17.1

その他（施設入居など） (209) 66.0 28.7

『

感
じ
て
い
る
』

『

感
じ
て
い
な
い
』

ｎ

33.4

40.0

36.4

38.2

50.3

36.4

33.5

34.0

35.3

36.4

27.5

29.7

24.4

18.7

21.5

18.2

15.0

22.5

4.1

6.2

5.1

5.3

2.1

3.4

2.5

2.8

3.9

4.6

4.5

4.3

(%)

38.8 33.7 19.6

3.2

4.7

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり
感じていない

ほとんど
感じていない

無回答

一
人
暮
ら
し
・
日
中
独
居

全 体 (5,054) 72.5 22.8

健康（計） (4,072) 77.9 18.1

健康ではない（計） (905) 51.3 45.1

『

感
じ
て
い
る
』

『

感
じ
て
い
な
い
』

ｎ

43.6

18.3

34.3

32.9

16.2

36.2 8.8

2.0

4.0

3.6

(%)
38.8 33.7 19.6

3.2

4.7

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり
感じていない

ほとんど
感じていない

無回答

健
康
だ
と

思
う
か
別
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［家族の一員としての満足度］

『感じている』は家族の一員としての役割に“満足している（計）”（82.7％）が“満足していない

（計）”（50.6％）よりも32.1ポイント高くなっている。

一方、『感じていない』は“なんともいえない”（53.2％）で最も高くなっている。

［地域や社会での役割の満足度］

『感じている』は地域や社会での役割に“満足している（計）”（89.2％）が“満足していない（計）”

（59.9％）よりも29.3ポイント高くなっている。

全 体 (5,054) 72.5 22.8

満足している（計） (2,205) 89.2 8.0

満足していない（計） (663) 59.9 38.0

なんともいえない (1,814) 60.6 35.2

『

感
じ
て
い
る
』

『

感
じ
て
い
な
い
』

ｎ

55.7

22.2

26.5

33.4

37.7

34.1

7.5

32.4

29.7

5.6

5.6

0.5 2.8

2.1

4.1

(%)
38.8 33.7 19.6

3.2

4.7

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり感じ
ていない

ほとんど感
じていない

無回答

社
会
や
地
域
で
の

役
割
の
満
足
度
別

全 体 (5,054) 72.5 22.8

満足している（計） (3,312) 82.7 14.2

満足していない（計） (352) 50.6 47.7

なんともいえない (457) 41.4 53.2

同居家族がいない
ので答えられない

(480) 62.3 33.5

『

感
じ
て
い
る
』

『

感
じ
て
い
な
い
』

ｎ

47.1

19.0

14.9

31.0

35.6

31.5

26.5

31.3

13.1

36.9

44.4

28.1

10.8

8.8

5.4

1.1

4.2

3.2

1.7

5.5

(%)
38.8 33.7 19.6

3.2

4.7

常に
感じている

ときどき
感じている

あまり感じ
ていない

ほとんど感
じていない

無回答

家
族
の
一
員
と

し
て
の
満
足
度
別
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（２）生きがいを感じること

〔Ｑ１で「常に感じている」または「ときどき感じている」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-１ あなたが、現在「こころのハリ」や「生きがい」を感じていることは、どんなことで

すか。（３つまでに○）

「働くこと（自営・家事等を含む）」が37.1％と最も高く、以下、「テレビやラジオの視聴」が35.6％、

「家族との団らん」が29.5％、「学習や教養を高めること・趣味の活動」が28.7％などとなっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「働くこと

（自営・家族従業等を含む）」は4.9ポイント、「学習や教養を高めること・趣味の活動」は10.9ポイ

ント、「ご近所や友達とのつきあい」は10.5ポイント、「スポーツ・レクリエーション」は4.2ポイン

ト減少している。

※選択肢の「テレビやラジオの視聴」「家族との団らん」「おしゃれや服装のこと」「信仰に関すること」は今回調査から追加

(%)

回
答
者
数
（

人
）

働
く
こ
と
（

自
営
・
家

事
等
を
含
む
）

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視

聴 家
族
と
の
団
ら
ん

学
習
や
教
養
を
高
め
る

こ
と
・
趣
味
の
活
動

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ

き
あ
い

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

お
し
ゃ

れ
や
服
装
の
こ

と 家
族
の
世
話
や
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

信
仰
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

3,664 37.1 35.6 29.5 28.7 27.5 25.8 15.6 13.3 6.9 4.8 4.6 4.6 4.3 0.7 1.8

903 42.0 39.6 38.0 30.0 14.2 8.1 5.6 7.1 9.9 2.5 0.7

今回調査

平成20年調査

n=3,664

働くこと（自営・家事等を含む）

テレビやラジオの視聴

家族との団らん

学習や教養を高めること・趣味の活動

ご近所や友達とのつきあい

スポーツ・レクリエーション

おしゃれや服装のこと

家族の世話や介護

ボランティア活動

老人クラブの活動

町会・自治会の活動

信仰に関すること

その他

特にない

無回答

37.1

35.6

29.5

28.7

27.5

25.8

15.6

13.3

6.9

4.8

4.6

4.6

4.3

0.7

1.8

0 10 20 30 40 (%)
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［性別・年齢］

性別では、「スポーツ・レクリエーション」は男性の方が高く、「ご近所や友達とのつきあい」「お

しゃれや服装のこと」「家族の世話や介護」は女性の方が高くなっている。

年齢別では、「働くこと（自営・家事等を含む）」と「スポーツ・レクリエーション」は65～74歳で

高く、「テレビやラジオの視聴」は75歳以上で高くなっている。

［一人暮らし・日中独居］

一人暮らしの人で割合が高いものは、「テレビやラジオの視聴」（37.5％）、「ご近所や友達とのつき

あい」（33.1％）、「学習や教養を高めること・趣味の活動」（32.8％）、「働くこと（自営・家事等を含

む）」（32.6％）などである。

家族などと同居（二世帯住宅を含む）の人で割合が高いものは、「働くこと（自営・家事等を含む）」

（37.8％）、「テレビやラジオの視聴」（35.4％）、「家族との団らん」（32.9％）などである。

また、家族などと同居の中では、日中よく一人になる人で割合が高いものは「テレビやラジオの視

聴」（36.8％）、たまに一人になる人と一人にならない人は「働くこと（自営・家事等を含む）」（それ

ぞれ35.7％、49.0％）となっている。

※“日中よく一人になる”“日中たまに一人になる”“日中一人にならない”は

“家族などと同居（二世帯住宅を含む）”の内訳を表している。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

働
く
こ
と
（

自
営
・
家

事
等
を
含
む
）

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視

聴 家
族
と
の
団
ら
ん

学
習
や
教
養
を
高
め
る

こ
と
・
趣
味
の
活
動

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ

き
あ
い

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

お
し
ゃ

れ
や
服
装
の
こ

と 家
族
の
世
話
や
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

信
仰
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

3,664 37.1 35.6 29.5 28.7 27.5 25.8 15.6 13.3 6.9 4.8 4.6 4.6 4.3 0.7 1.8

男 性 1,702 38.3 37.9 30.7 30.0 20.9 32.5 5.5 8.3 7.5 5.4 7.4 2.9 4.6 1.1 1.7

女 性 1,933 36.1 33.5 28.6 27.6 33.2 20.1 24.6 18.0 6.5 4.3 2.1 5.9 4.1 0.5 1.8

65～74歳 2,394 42.8 31.8 29.6 29.7 27.6 28.1 15.9 14.3 7.6 3.0 4.8 4.2 4.1 0.3 1.2

75歳以上 1,237 25.8 42.8 29.6 27.0 27.1 21.8 15.1 11.6 5.8 8.2 4.1 5.3 4.9 1.5 2.8

全 体

性
別

年
齢
別

(%)

回
答
者
数
（

人
）

働
く
こ
と
（

自
営
・
家

事
等
を
含
む
）

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視

聴 家
族
と
の
団
ら
ん

学
習
や
教
養
を
高
め
る

こ
と
・
趣
味
の
活
動

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ

き
あ
い

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

お
し
ゃ

れ
や
服
装
の
こ

と 家
族
の
世
話
や
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

信
仰
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

一人暮らし 475 32.6 37.5 9.3 32.8 33.1 22.7 21.7 7.4 8.8 5.7 3.2 7.2 5.5 1.3 2.3

家族などと同居
（二世帯住宅を含む）

3,018 37.8 35.4 32.9 28.8 26.3 26.5 14.7 14.6 6.6 4.6 4.7 4.0 4.2 0.6 1.7

日中よく一人になる 865 33.5 36.8 29.4 31.6 27.6 27.4 16.0 13.4 6.1 5.2 4.3 4.0 4.5 0.5 1.6

日中たまに一人になる 1,391 35.7 35.5 34.9 29.9 27.0 28.4 14.0 15.0 7.2 4.2 6.2 3.8 4.1 0.4 1.7

日中一人にならない 549 49.0 33.7 33.5 22.4 25.0 20.4 13.5 17.3 6.2 4.2 3.3 4.2 3.8 1.1 1.6

その他（施設入居など） 138 36.2 34.8 25.4 17.4 31.9 24.6 15.9 8.0 8.7 5.8 6.5 6.5 3.6 1.4 0.0

一
人
暮
ら
し
・
日
中
独
居
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［健康だと思うか］

「働くこと（自営・家事等を含む）」「ご近所や友達とのつきあい」「スポーツ・レクリエーション」

は“健康（計）”の方が高く、「テレビやラジオの視聴」と「家族との団らん」は“健康ではない（計）”

の方が高くなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

働
く
こ
と
（

自
営
・
家

事
等
を
含
む
）

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
視

聴 家
族
と
の
団
ら
ん

学
習
や
教
養
を
高
め
る

こ
と
・
趣
味
の
活
動

ご
近
所
や
友
達
と
の
つ

き
あ
い

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

お
し
ゃ

れ
や
服
装
の
こ

と 家
族
の
世
話
や
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

町
会
・
自
治
会
の
活
動

信
仰
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

3,664 37.1 35.6 29.5 28.7 27.5 25.8 15.6 13.3 6.9 4.8 4.6 4.6 4.3 0.7 1.8

健 康（計） 3,172 39.2 34.1 28.9 29.3 28.4 28.0 15.7 13.4 7.3 4.8 4.7 4.5 4.1 0.7 1.5

健康ではない（計） 464 22.6 45.9 34.3 25.0 21.8 11.9 15.1 13.4 3.9 4.3 3.4 5.6 6.3 1.1 3.0

全 体

健
康
だ
と

思
う
か
別
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（３）生活での不安・心配

Ｑ２ 現在、生活の中で不安になったり、心配になったりすることはありますか。（１つに○）

「ほとんどない」（19.0％）と「あまりない」（22.9％）を合わせた『ない』は41.8％、「ときどき

ある」（45.0％）と「よくある」（9.1％）を合わせた『ある』は54.1％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、大きな変化はみられない。

［性別・年齢］

性別では、生活での不安・心配は『ない』は男性（45.7％）が女性（38.3％）よりも7.4ポイント

高くなっている。

年齢別では、大きな差はみられない。

今回調査 (5,054) 41.8 54.1

平成20年調査 (1,276) 44.0 51.7

『

な
い
』

『

あ
る
』

ｎ

14.6 29.4 44.0 7.7 4.3

(%)

19.0 22.9 45.0 9.1 4.1

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答

全 体 (5,054) 41.8 54.1

男性 (2,443) 45.7 50.8

女性 (2,562) 38.3 57.3

65～74歳 (3,229) 41.2 55.3

75歳以上 (1,773) 43.2 52.1

ｎ

21.6

16.6

18.6

19.9

24.1

21.7

22.6

23.3

41.8

48.3

46.1

43.3

9.0

9.0

9.2

8.9 4.7

3.5

4.4

3.5

(%)
19.0 22.9 45.0 9.1 4.1

性
別

年
齢
別

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答
『
あ
る
』

『
な
い
』

41.8 54.119.0 22.9 45.0 9.1 4.1

ｎ

(5,054)

(%)

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答 『
あ
る
』

『
な
い
』
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［一人暮らし・日中独居］

『ない』はその他（施設入居など）（45.0％）で最も高くなっている。

また、家族などと同居の中では、『ない』は日中一人にならない（48.0％）で最も高く、日中よく

一人になる（38.7％）よりも9.3ポイント高くなっている。

※“日中よく一人になる”“日中たまに一人になる”“日中一人にならない”は

“家族などと同居（二世帯住宅を含む）”の内訳を表している。

［隣近所とのつきあい］

『ない』は“親しくつきあっている人（訪問したり、悩みごとを相談するなど）がいる”（46.4％）

で最も高くなっている。

全 体 (5,054) 41.8 54.1

親しくつきあっている人（訪問したり、
悩みごとを相談するなど）がいる

(1,091) 46.4 50.6

世間話や立ち話をする程度の人は
いる

(2,208) 42.4 54.4

あいさつをする程度の人はいる (1,392) 39.7 56.1

つきあっている人はほとんどいない (223) 29.1 65.0

『

な
い
』

『

あ
る
』

ｎ

23.8

18.3

17.4

12.6

22.5

24.1

22.3

16.6

42.3

47.1

45.3

43.9

8.2

7.2

10.8

21.1 5.8

3.0

3.2

4.2

(%)
19.0 22.9 45.0 9.1 4.1

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答

隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い
別

全 体 (5,054) 41.8 54.1

一人暮らし (710) 34.1 62.7

家族などと同居
（二世帯住宅を含む）

(4,078) 43.2 52.9

日中よく一人になる (1,207) 38.7 56.4

日中たまに一人になる (1,866) 44.2 53.2

日中一人にならない (706) 48.0 48.2

その他（施設入居など） (209) 45.0 47.8

『

な
い
』

『

あ
る
』

ｎ

13.2

19.7

16.7

19.2

24.2

25.4

20.8

23.5

22.0

24.9

23.8

19.6

52.4

44.3

45.8

45.5

40.8

36.8

10.3

8.6

10.6

7.7

7.4

11.0 7.2

3.8

2.7

3.2

3.8

4.9

(%)

19.0 22.9 45.0 9.1 4.1

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答

一
人
暮
ら
し
・
日
中
独
居
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［健康だと思うか］

『ない』は“健康（計）”（47.2％）が“健康ではない（計）”（18.1％）よりも29.1ポイント高くなっ

ている。

［家族の一員としての満足度］

『ない』は家族の一員としての役割に“満足している（計）”（50.5％）が“満足していない（計）”

（13.1％）よりも37.4ポイント高くなっている。

［地域や社会での役割の満足度］

『ない』は地域や社会での役割に“満足している（計）”（55.9％）が“満足していない（計）”（25.3％）

よりも30.6ポイント高くなっている。

全 体 (5,054) 41.8 54.1

満足している（計） (2,205) 55.9 41.8

満足していない（計） (663) 25.3 71.5

なんともいえない (1,814) 32.2 64.8

『

な
い
』

『

あ
る
』

ｎ

28.3

8.6

11.9

27.5

16.7

20.3

38.0

54.9

52.1

16.6

12.7

3.9

2.3

3.2

3.0

(%)
19.0 22.9 45.0 9.1 4.1

ほとんど
ない

あまりない
ときどき

ある
よくある 無回答

社
会
や
地
域
で
の

役
割
の
満
足
度
別

全 体 (5,054) 41.8 54.1

満足している（計） (3,312) 50.5 47.0

満足していない（計） (352) 13.1 83.8

なんともいえない (457) 24.7 71.6

同居家族がいない
ので答えられない

(480) 29.4 66.3

『

な
い
』

『

あ
る
』

ｎ

24.0

4.8

6.8

12.3

26.4

8.2

17.9

17.1

42.0

56.5

51.9

52.3

4.9

27.3

19.7

14.0 4.4

2.6

3.1

3.7

(%)
19.0 22.9 45.0 9.1 4.1

ほとんど
ない

あまりない
ときどき

ある
よくある 無回答

家
族
の
一
員
と

し
て
の
満
足
度
別

全 体 (5,054) 41.8 54.1

健康（計） (4,072) 47.2 49.2

健康ではない（計） (905) 18.1 77.6

『

な
い
』

『

あ
る
』

ｎ

21.7

6.4

25.5

11.7

43.4

53.6

5.8

24.0

3.6

4.3

(%)
19.0 22.9 45.0 9.1 4.1

ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答

健
康
だ
と

思
う
か
別
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（４）不安・心配の内容

〔Ｑ２で「ときどきある」または「よくある」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ２-１ 不安になったり、心配になったりするのはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○）

「自分の体調や病気について」が67.8％と最も高く、以下、「将来の自分の暮らしの先行き（生活

設計など）について」が41.4％、「家族の病気について」が38.8％、「現在の生活や家計について」が

32.7％などとなっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「現在の生

活や家計について」は8.6ポイント、「家庭や家族について」は9.0ポイント、「財産や資産について」

は5.4ポイント増加している。また、「自分や身近な人が寝たきりや認知症になったときの介護につい

て」は17.1ポイント、「こころのハりや生きがいについて」は5.0ポイント減少している。

※選択肢の「災害や緊急時の対応について」は今回調査から追加

(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
分
の
体
調
や
病
気

に
つ
い
て

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の

先
行
き
（

生
活
設
計
な

ど
）

に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い

て 現
在
の
生
活
や
家
計

に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た

き
り
や
認
知
症
に
な
っ

た

と
き
の
介
護
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い

て 災
害
や
緊
急
時
の
対

応
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ

い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生

き
が
い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い

て 仕
事
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に

つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

そ
の
他

無
回
答

2,734 67.8 41.4 38.8 32.7 31.2 28.1 20.7 12.7 9.8 8.7 6.9 4.9 1.1 1.4 1.0

660 70.5 42.1 39.2 24.1 48.3 19.1 11.4 14.8 3.3 4.8 8.8 0.5 2.4 2.0平成20年調査

今回調査

n=2,734

自分の体調や病気について

将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について

家族の病気について

現在の生活や家計について

自分や身近な人が寝たきりや認知症になったときの介護について

家庭や家族について

災害や緊急時の対応について

子育てについて

その他

無回答

こころのハリや生きがいについて

財産や資産について

仕事について

人とのつきあいについて

住居や住まいについて

67.8

41.4

38.8

32.7

31.2

28.1

20.7

12.7

9.8

8.7

6.9

4.9

1.1

1.4

1.0

0 20 40 60 80 (%)
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［性別・年齢］

性別では、「家庭や家族について」は男性の方が高く、「自分や身近な人が寝たきりや認知症になっ

たときの介護について」と「災害や緊急時の対応について」は女性の方が高くなっている。

年齢別では、「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」と「現在の生活や家計に

ついて」は65～74歳で高く、「自分の体調や病気について」と「災害や緊急時の対応について」は75

歳以上で高くなっている。

［一人暮らし・日中独居］

暮らしの形態に関わらず、最も割合が高いのは「自分の体調や病気について」となっている。

一人暮らしの人で２番目に割合が高いのは「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）につい

て」、家族などと同居（二世帯住宅を含む）の人では「家族の病気について」となっている。

また、家族などと同居の中では、日中よく一人になる人で２番目に割合が高いのは「将来の自分の

暮らしの先行き（将来設計など）について」、日中たまに一人になる人と日中一人にならない人では

「家族の病気について」となっている。

※“日中よく一人になる”“日中たまに一人になる”“日中一人にならない”は

“家族などと同居（二世帯住宅を含む）”の内訳を表している。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
分
の
体
調
や
病
気

に
つ
い
て

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の

先
行
き
（

生
活
設
計
な

ど
）

に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い

て 現
在
の
生
活
や
家
計

に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た

き
り
や
認
知
症
に
な
っ

た

と
き
の
介
護
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い

て 災
害
や
緊
急
時
の
対

応
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ

い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生

き
が
い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い

て 仕
事
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に

つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

そ
の
他

無
回
答

2,734 67.8 41.4 38.8 32.7 31.2 28.1 20.7 12.7 9.8 8.7 6.9 4.9 1.1 1.4 1.0

一人暮らし 445 74.6 51.5 7.9 30.8 21.1 10.6 27.2 16.0 13.3 6.3 6.3 7.0 0.0 2.0 1.1

家族などと同居
（二世帯住宅を含む）

2,158 66.5 39.6 45.5 32.9 33.7 32.1 19.2 12.0 9.4 9.5 7.2 4.4 1.3 1.2 0.9

日中よく一人になる 681 72.0 40.1 39.9 35.1 32.6 33.5 19.4 13.8 10.3 9.7 5.9 4.6 1.2 0.7 0.7

日中たまに一人になる 992 65.9 39.6 49.9 32.5 35.7 31.9 20.4 11.1 9.9 9.6 5.9 4.9 1.6 1.1 0.4

日中一人にならない 340 60.3 37.9 43.8 32.6 34.4 32.6 17.4 12.1 6.2 8.2 13.2 1.8 0.3 1.8 2.1

その他（施設入居など） 100 65.0 36.0 32.0 35.0 23.0 24.0 27.0 12.0 7.0 4.0 4.0 5.0 1.0 1.0 4.0

全 体

一
人
暮
ら
し
・
日
中
独
居

(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
分
の
体
調
や
病
気

に
つ
い
て

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の

先
行
き
（

生
活
設
計
な

ど
）

に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い

て 現
在
の
生
活
や
家
計

に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た

き
り
や
認
知
症
に
な
っ

た

と
き
の
介
護
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い

て 災
害
や
緊
急
時
の
対

応
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ

い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生

き
が
い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い

て 仕
事
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に

つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

そ
の
他

無
回
答

2,734 67.8 41.4 38.8 32.7 31.2 28.1 20.7 12.7 9.8 8.7 6.9 4.9 1.1 1.4 1.0

男 性 1,240 67.9 41.2 39.1 34.0 27.7 31.3 14.8 12.3 10.1 10.1 10.1 3.7 1.1 1.9 1.0

女 性 1,467 67.7 41.8 38.6 31.7 34.2 25.7 25.8 13.0 9.7 7.8 4.2 6.0 1.0 0.9 1.1

65～74歳 1,786 64.8 44.6 38.5 36.0 31.6 29.2 17.9 13.4 9.4 9.1 9.5 5.0 1.2 1.3 0.5

75歳以上 924 73.6 35.7 39.6 26.0 30.5 26.2 26.4 11.0 10.7 8.0 2.1 4.5 0.8 1.3 2.1

全 体

性
別

年
齢
別
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［健康だと思うか］

「将来の自分の暮らしの先行き（生活設計など）について」「家族の病気について」「自分や身近な

人が寝たきりや認知症になったときの介護について」「家庭や家族について」は“健康（計）”の方が

高く、「自分の体調や病気について」は“健康ではない（計）”の方が高くなっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
分
の
体
調
や
病
気

に
つ
い
て

将
来
の
自
分
の
暮
ら
し
の

先
行
き
（

生
活
設
計
な

ど
）

に
つ
い
て

家
族
の
病
気
に
つ
い

て 現
在
の
生
活
や
家
計

に
つ
い
て

自
分
や
身
近
な
人
が
寝
た

き
り
や
認
知
症
に
な
っ

た

と
き
の
介
護
に
つ
い
て

家
庭
や
家
族
に
つ
い

て 災
害
や
緊
急
時
の
対

応
に
つ
い
て

住
居
や
住
ま
い
に
つ

い
て

こ
こ
ろ
の
ハ
リ
や
生

き
が
い
に
つ
い
て

財
産
や
資
産
に
つ
い

て 仕
事
に
つ
い
て

人
と
の
つ
き
あ
い
に

つ
い
て

子
育
て
に
つ
い
て

そ
の
他

無
回
答

2,734 67.8 41.4 38.8 32.7 31.2 28.1 20.7 12.7 9.8 8.7 6.9 4.9 1.1 1.4 1.0

健 康（計） 2,004 61.0 42.7 40.5 32.3 32.5 29.8 20.2 12.4 9.1 8.5 7.8 4.7 1.1 1.1 0.9

健康ではない（計） 702 87.9 37.7 34.0 33.5 27.8 24.2 22.1 13.4 12.0 9.4 4.6 5.4 1.0 2.0 1.1

全 体

健
康
だ
と

思
う
か
別
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（５）家族の一員として自分自身の今の役割の満足度

Ｑ３ あなたは、同居している家族との暮らしの中で、収入を得ることや孫の面倒をみること、

家事を手伝うこと、家族の相談や話し相手など、家族の一員としての自分自身の今の役割

にどの程度満足していますか。（１つに○）

「十分に満足している」（19.0％）と「ある程度満足している」（46.5％）を合わせた『満足してい

る』が65.5％、「あまり満足していない」（5.8％）と「まったく満足していない」（1.2％）を合わせ

た『満足していない』が7.0％となっている。

（６）社会や地域で求められている自分自身の今の役割の満足度

Ｑ４ あなたは、社会や地域で求められている自分自身の今の役割にどの程度満足しています

か。（１つに○）

「十分に満足している」（7.4％）と「ある程度満足している」（36.2％）を合わせた『満足してい

る』が43.6％、「あまり満足していない」（9.7％）と「全く満足していない」（3.4％）を合わせた『満

足していない』が13.1％となっている。

43.6 13.17.4 36.2 9.7 3.4 7.435.9

ｎ

(5,054)

(%)

十分に満足
している

ある程度満
足している

あまり満足
していない

全く満足
していない

なんとも
いえない

無回答

『

満
足
し
て
い
な
い
』

『

満
足
し
て
い
る
』

65.5 7.019.0 46.5 5.8 9.5 9.0

1.2

9.0

ｎ

(5,054)

(%)

十分に
満足して

いる

ある程度
満足して

いる

あまり
満足して
いない

全く
満足して
いない

なんとも
いえない

同居家族
がいない
ので答え
られない

無回答

『

満
足
し
て
い
な
い
』

『

満
足
し
て
い
る
』
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４．介護保険や権利擁護の制度について

（１）介護保険制度について

Ｑ１ あなたは、介護保険制度についてどの程度知っていますか。（あてはまるものすべてに○）

「65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は、市町村ごとに被保険者本人の所得や世帯の課税状

況によって決まる」が61.6％と最も高く、以下、「介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要

介護（要支援）認定の申請をする」が58.9％、「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納

める」が57.6％、「サービスを利用したときは、原則、かかった費用の１割を利用者が負担する」が

44.9％、「要介護（要支援）認定区分に応じて、利用できる介護（介護予防）サービスの利用限度額

が異なる」が44.7％などとなっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「要介護（要

支援）認定区分に応じて、利用できる介護（介護予防）サービスの利用限度額が異なる」は6.0ポイ

ント減少している。

※選択肢の「その他」は今回調査から追加

(%)

回
答
者
数
（

人
）

歳
以
上
の
方
（

第
１
号
被
保
険

者
）

の
保
険
料
は
、

市
町
村
ご
と

に
被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ
っ

て
決
ま
る

介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
、

ま
ず
市
に
要
介
護

（

要
支
援
）

認
定
の
申
請
を
す

る 原
則
と
し
て

歳
以
上
の
方
全

員
が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め

る サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き

は
、

原
則
、

か
か
っ

た
費
用
の

１
割
を
利
用
者
が
負
担
す
る

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
区
分

に
応
じ
て
、

利
用
で
き
る
介
護

（

介
護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
限
度
額
が
異
な
る

介
護
保
険
は
、
被
保
険
者
が
納

め
る
保
険
料
と
利
用
者
の
１
割

の
負
担
金
の
ほ
か
に
、

約
半
分

は
税
金
を
財
源
に
し
て
い
る

そ
の
他

知
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

5,054 61.6 58.9 57.6 44.9 44.7 28.1 1.7 7.4 9.8

1,276 62.3 61.9 61.2 45.5 50.7 27.0 9.1 7.5平成20年調査

今回調査

65

40

n=5,054

65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は、市町村ごとに
被保険者本人の所得や世帯の課税状況によって決まる

介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）
認定の申請をする

原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める

サービスを利用したときは、原則、かかった費用の１割を利用者
が負担する

要介護（要支援）認定区分に応じて、利用できる介護（介護予防）
サービスの利用限度額が異なる

介護保険は、被保険者が納める保険料と利用者の１割の負担金
のほかに、約半分は税金を財源にしている

その他

知っていることはない

無回答

61.6

58.9

57.6

44.9

44.7

28.1

1.7

7.4

9.8

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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［性別・年齢］

性別では、「介護保険サービスを利用する場合、まず市に要介護（要支援）認定の申請をする」は

女性の方が高くなっている。

年齢別では、「65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は、市町村ごとに被保険者本人の所得や

世帯の課税状況によって決まる」「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める」「要介護

（要支援）認定区分に応じて、利用できる介護（介護予防）サービスの利用限度額が異なる」は65～

74歳で高くなっている。「介護保険は、被保険者が納める保険料と利用者の１割の負担金のほかに、

約半分は税金を財源にしている」は75歳以上で高くなっている。

［世帯構成別］

どの世帯構成でも、「65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は、市町村ごとに被保険者本人の

所得や世帯の課税状況によって決まる」「介護保険のサービスを利用する場合、まず市に要介護（要

支援）認定の申請をする」「原則として40歳以上の方全員が加入し、保険料を納める」が上位３項目

となっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

歳
以
上
の
方
（

第
１
号
被
保
険

者
）

の
保
険
料
は
、

市
町
村
ご
と

に
被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ
っ

て
決
ま
る

介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
、

ま
ず
市
に
要
介
護
（

要

支
援
）

認
定
の
申
請
を
す
る

原
則
と
し
て

歳
以
上
の
方
全
員

が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、

原
則
、

か
か
っ

た
費
用
の
１
割
を

利
用
者
が
負
担
す
る

要
介
護
（

要
支
援
）

認
定
区
分
に

応
じ
て
、

利
用
で
き
る
介
護
（

介

護
予
防
）

サ
ー

ビ
ス
の
利
用
限
度

額
が
異
な
る

介
護
保
険
は
、

被
保
険
者
が
納
め

る
保
険
料
と
利
用
者
の
１
割
の
負

担
金
の
ほ
か
に
、

約
半
分
は
税
金

を
財
源
に
し
て
い
る

そ
の
他

知
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

5,054 61.6 58.9 57.6 44.9 44.7 28.1 1.7 7.4 9.8

男 性 2,443 62.0 56.0 57.0 42.7 43.2 28.2 1.9 9.1 8.2

女 性 2,562 61.6 62.2 58.4 47.2 46.6 28.1 1.4 5.8 11.2

65～74歳 3,229 65.4 60.7 61.2 45.3 47.8 26.4 1.8 6.6 6.9

75歳以上 1,773 55.6 56.5 51.6 44.7 39.9 31.5 1.5 8.7 14.4

全 体

性
別

年
齢
別

65

40

(%)

回
答
者
数
（

人
）

歳
以
上
の
方
（

第
１
号
被
保
険

者
）

の
保
険
料
は
、

市
町
村
ご
と

に
被
保
険
者
本
人
の
所
得
や
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ
っ

て
決
ま
る

介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
、

ま
ず
市
に
要
介
護
（

要

支
援
）

認
定
の
申
請
を
す
る

原
則
と
し
て

歳
以
上
の
方
全
員

が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、

原
則
、

か
か
っ

た
費
用
の
１
割
を

利
用
者
が
負
担
す
る

要
介
護
（

要
支
援
）

認
定
区
分
に

応
じ
て
、

利
用
で
き
る
介
護
（

介

護
予
防
）

サ
ー

ビ
ス
の
利
用
限
度

額
が
異
な
る

介
護
保
険
は
、

被
保
険
者
が
納
め

る
保
険
料
と
利
用
者
の
１
割
の
負

担
金
の
ほ
か
に
、

約
半
分
は
税
金

を
財
源
に
し
て
い
る

そ
の
他

知
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

5,054 61.6 58.9 57.6 44.9 44.7 28.1 1.7 7.4 9.8

一人暮らし 710 58.6 58.9 53.4 46.6 42.5 29.4 2.1 7.9 11.4

配偶者と二人暮らし 1,978 66.6 63.0 61.7 48.2 49.2 30.7 1.7 6.3 7.4

配偶者以外と二人暮らし 348 55.2 52.9 46.8 36.5 38.2 23.6 1.1 11.5 13.8

同居（三人以上） 1,685 60.5 57.0 58.9 42.7 43.2 26.8 1.7 7.5 9.5

その他 209 54.5 53.1 48.3 41.6 37.3 19.1 0.5 8.1 15.3

世
帯
構
成
別

全 体

65

40
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（２）介護保険料の今後

Ｑ２ 現在、厚生労働省の試算では、「現行の介護保険サービスを維持する場合でも保険料は高

くなる」といわれていますが、あなたが納めている介護保険料について次の４つの方針か

らあえて１つを選ぶとしたら、どれを選びますか。（１つに○）

「現状のサービス水準に応じた保険料でよい」が40.9％と最も高く、以下、「サービス水準を多少

抑えても、保険料は変わらないほうがよい」が17.9％、「充実したサービスであれば、介護保険料は

高くてもよい」が16.1％、「サービス水準を引き下げてもよいから、保険料は安いほうがよい」が14.5％

となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が異なるため厳密な比較はできないが、参考として掲載

する。

※平成20年調査の選択肢は、「介護保険サービスを充実させるためには、保険料が高くなってもやむをえない」

「変わらない方がよい（現状維持）」「介護保険サービスを減らしても良いから、保険料を安くしてほしい」

今回調査 (5,054)

平成20年調査 (1,276)

ｎ

10.7 58.5 21.9 8.9

(%)

16.1 40.9 17.9 14.5 10.6

充実したサービ
スであれば、介
護保険料は高く

てもよい

現状のサービス
水準に応じた
保険料でよい

サービス水準を
多少抑えても、
保険料は変わら
ないほうがよい

サービス水準を
引き下げてもよ
いから、保険料
は安いほうが

よい

無回答

n=5,054

無回答
10.6%

サービス水準を引
き下げてもよいか
ら、保険料は安い

ほうがよい
14.5%

サービス水準を多
少抑えても、保険
料は変わらない

ほうがよい
17.9%

現状のサービス
水準に応じた
保険料でよい

40.9%

充実したサービス
であれば、介護保
険料は高くても

よい
16.1%
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［性別・年齢］

性別では、「充実したサービスであれば、介護保険料は高くてもよい」は男性（19.1％）が女性

（13.3％）よりも5.8ポイント高くなっている。それ以外では性別で大きな差はみられない。

年齢別では、大きな差はみられない。

［世帯構成］

「現状のサービス水準に応じた保険料でよい」は配偶者と二人暮らしと同居（三人以上）（いずれ

も42.2％）で高くなっている。「サービス水準を多少抑えても、保険料は変わらないほうがよい」と

「サービス水準を引き下げてもよいから、保険料は安いほうがよい」は配偶者以外と二人暮らしで高

く、それぞれ22.1％、18.4％となっている。「充実したサービスであれば、介護保険料は高くてもよ

い」は配偶者以外と二人暮らし（11.2％）で他と比べて低くなっている。

全 体 (5,054)

一人暮らし (710)

配偶者と二人暮らし (1,978)

配偶者以外と二人暮らし (348)

同居（三人以上） (1,685)

その他 (209)

ｎ

17.5

18.4

11.2

14.1

16.3

38.0

42.2

36.2

42.2

38.3

16.1

18.1

22.1

18.2

12.9

15.1

12.9

18.4

14.9

19.1

10.6

13.4

12.1

8.5

13.4

(%)
16.1 40.9 17.9 14.5 10.6

充実したサー
ビスであれ

ば、介護保険
料は高くても

よい

現状のサービ
ス水準に応じ
た保険料で

よい

サービス水準
を多少抑えて
も、保険料は
変わらない
ほうがよい

サービス水準
を引き下げて
もよいから、
保険料は安い
ほうがよい

無回答

世
帯
構
成
別

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

65～74歳 (3,229)

75歳以上 (1,773)

ｎ

19.1

13.3

16.6

15.5

40.4

41.5

41.6

39.9

16.9

18.8

18.5

16.8

15.1

13.9

14.6

14.4 13.4

8.8

12.5

8.5

(%)
16.1 40.9 17.9 14.5 10.6

性
別

年
齢
別

充実したサー
ビスであれ

ば、介護保険
料は高くても

よい

現状のサービ
ス水準に応じ
た保険料で

よい

サービス水準
を多少抑えて
も、保険料は
変わらない
ほうがよい

サービス水準
を引き下げて
もよいから、
保険料は安い
ほうがよい

無回答
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（３）認知症に関する理解

Ｑ３ 認知症は、多くの人がかかる可能性のある病気で、認知症の方やご家族を支える地域づ

くりが重要な課題となっています。あなたは、認知症に関する以下の内容を知っています

か。（それぞれあてはまる番号１つに○）

「知っていた」がいずれも60％以上となっている。一方、「知らなかった」は「ウ 何もわからな

くなってしまうわけではなく、感情やプライドは保たれるため、本人は多くの不安や混乱を抱えてい

る」（21.4％）と「オ 徘徊などの行動には原因があり、無理に抑え込むのではなく、接し方を工夫

したり、周りの環境を整えることが大切である」（18.7％）で比較的高くなっている。

n=5,054

エ 環境の変化への適応が難しくなるため、住み慣れた家庭や
地域の暮らしの中で、生活することが大切である。

オ 徘徊などの行動には原因があり、無理に抑え込むのではなく、
接し方を工夫したり、周りの環境を整えることが大切である。

ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・理解力が低下する病気で
あり、多くの人がかかる可能性がある。

イ 原因や状態によっては、早期に発見し適切な治療を受けること
によって、症状を軽くしたり、進行を遅らせることができる。

ウ 何もわからなくなってしまうわけではなく、感情やプライドは
保たれるため、本人は多くの不安や混乱を抱えている。

80.0

61.3

71.2

65.3

8.7

21.4

13.1

18.7

11.3

17.3

15.7

15.9

(%)

83.1 6.0 10.9

知っていた 知らなかった 無回答
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［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、「知っていた」は「イ 原因や状態によっては、早期に発見し

適切な治療を受けることによって、症状を軽くしたり、進行を遅らせることができる」で4.2ポイン

ト増加している。また、その他の項目は大きな変化はみられない。

今回調査 (5,054)

平成20年調査 (1,276)

今回調査 (5,054)

平成20年調査 (1,276)

今回調査 (5,054)

平成20年調査 (1,276)

今回調査 (5,054)

平成20年調査 (1,276)

今回調査 (5,054)

平成20年調査 (1,276)

ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・理解
力が低下する病気であり、多くの人がか
かる可能性がある。

イ 原因や状態によっては、早期に発見し適
切な治療を受けることによって、症状を
軽くしたり、進行を遅らせることができる。

ウ 何もわからなくなってしまうわけではなく、
感情やプライドは保たれるため、本人は
多くの不安や混乱を抱えている。

エ 環境の変化への適応が難しくなるため、
住み慣れた家庭や地域の暮らしの中で、
生活することが大切である。

オ 徘徊などの行動には原因があり、無理に
抑え込むのではなく、接し方を工夫したり、
周りの環境を整えることが大切である。

ｎ

83.2 6.9 9.9

(%)

83.1 6.0 10.9

75.8 12.7 11.5

80.0 8.7 11.3

60.7 21.7 17.6

61.3 21.4 17.3

71.2 13.1 15.7

71.2 13.1 15.7

62.9 21.6 15.5

65.3 18.7 15.9

知っていた 知らなかった 無回答
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［性別］

５項目中４項目で、「知っていた」は女性が男性よりも高く、男女差が最も大きいのは「ウ 何も

分からなくなってしまうわけではなく、感情やプライドは保たれるため、本人は多くの不安や混乱を

抱えている」の7.5ポイントとなっている。

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・理解
力が低下する病気であり、多くの人がかか
る可能性がある。

イ 原因や状態によっては、早期に発見し適
切な治療を受けることによって、症状を軽
くしたり、進行を遅らせることができる。

ウ 何もわからなくなってしまうわけではなく、
感情やプライドは保たれるため、本人は
多くの不安や混乱を抱えている。

オ 徘徊などの行動には原因があり、無理に
抑え込むのではなく、接し方を工夫したり、
周りの環境を整えることが大切である。

エ 環境の変化への適応が難しくなるため、
住み慣れた家庭や地域の暮らしの中で、
生活することが大切である。

ｎ

83.6

82.9

5.9

6.0

10.5

11.0

(%)
83.1 6.0 10.9

78.5

81.7

10.1

7.4

11.4

10.9

80.0 8.7 11.3

57.5

65.0

26.0

17.2

16.5

17.8

61.3 21.4 17.3

68.7

73.7

16.0

10.4

15.3

15.9

71.2 13.1 15.7

62.6

67.9

22.1

15.8

15.3

16.3

65.3 18.7 15.9

知っていた 知らなかった 無回答
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［年齢］

すべての項目で、「知っていた」は65～74歳が75歳以上よりも高く、最も差が大きいのは「エ 環

境の変化への適応が難しくなるため、住み慣れた家庭や地域の暮らしの中で、生活することが大切で

ある」の11.6ポイントとなっている。

全 体 (5,054)

65～74歳 (3,229)

75歳以上 (1,773)

全 体 (5,054)

65～74歳 (3,229)

75歳以上 (1,773)

全 体 (5,054)

65～74歳 (3,229)

75歳以上 (1,773)

全 体 (5,054)

65～74歳 (3,229)

75歳以上 (1,773)

全 体 (5,054)

65～74歳 (3,229)

75歳以上 (1,773)

ア 脳の障害によって、記憶力・判断力・理解
力が低下する病気であり、多くの人がかか
る可能性がある。

イ 原因や状態によっては、早期に発見し適
切な治療を受けることによって、症状を軽
くしたり、進行を遅らせることができる。

ウ 何もわからなくなってしまうわけではなく、
感情やプライドは保たれるため、本人は
多くの不安や混乱を抱えている。

オ 徘徊などの行動には原因があり、無理に
抑え込むのではなく、接し方を工夫したり、
周りの環境を整えることが大切である。

エ 環境の変化への適応が難しくなるため、
住み慣れた家庭や地域の暮らしの中で、
生活することが大切である。

ｎ

86.5

77.7

5.7

6.4

7.9

15.9

(%)
83.1 6.0 10.9

84.1

72.9

7.9

10.3

8.1

16.8

80.0 8.7 11.3

65.0

54.9

22.0

20.4

13.0

24.6

61.3 21.4 17.3

75.4

63.8

12.8

13.6

11.7

22.6

71.2 13.1 15.7

68.3

60.3

19.8

16.8

11.9

22.9

65.3 18.7 15.9

知っていた 知らなかった 無回答
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（４）認知症の予防法を試した経験

Ｑ４ 認知症の予防には、運動や食事など、生活習慣の改善をはじめとした予防法が考えられ

ていますが、あなたは試したことがありますか。

「試したことはない」が81.3％、「試したことがある」が13.1％となっている。

［性別・年齢］

性別、年齢別ともに大きな差はみられない。

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

65～74歳 (3,229)

75歳以上 (1,773)

ｎ

11.4

14.6

13.1

13.1

83.4

79.6

82.5

79.6

5.2

5.9

4.5

7.3

(%)
13.1 81.3 5.6

性
別

年
齢
別

試したことがある 試したことはない 無回答

n=5,054
試したことはない

81.3%

無回答
5.6%

試したことがある
13.1%
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（５）認知症予防について

〔Ｑ４で「試したことはない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ４-１ その予防法に効果があるとしたら、あなたは試してみたいと思いますか。（１つに○）

「内容によっては試したい」が43.4％で最も高く、「ぜひ試したい」が23.7％、「試したくない」が

2.8％となっている。

一方、「特に考えていない」は28.0％となっている。

［経年比較］

今回調査では、認知症の予防法を「試したことはない」と回答した方を対象として質問をしている

が、平成20年の調査ではすべての方を対象としていたため、調査結果を単純に比較することは難しい。

結果は参考として掲載する。

※平成20年調査では全員に聞いている

［性別・年齢］

性別、年齢別ともに大きな差はみられない。

今回調査 (4,110)

平成20年調査 (1,276)

ｎ

28.2 42.9 23.0

2.0

3.8

(%)

23.7 43.4 28.0

2.8

2.0

ぜひ試したい
内容によっては

試したい
試したくない

特に考えて
いない

無回答

全 体 (4,110)

男性 (2,037)

女性 (2,039)

65～74歳 (2,663)

75歳以上 (1,411)

ｎ

22.8

24.8

25.0

21.5

41.5

45.3

44.5

41.7

30.7

25.2

26.3

30.73.6

2.4

2.5

3.1

2.4

1.8

2.3

1.8

(%)
23.7 43.4 28.0

2.8

2.0

性
別

年
齢
別

ぜひ試したい
内容によって
は試したい

試したくない
特に考えて

いない
無回答

n=4,110

試したくない
2.8%

無回答
2.0%

特に考えていない
28.0%

ぜひ試したい
23.7%

内容によっては
試したい
43.4%
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（６）権利擁護の制度や仕組み

Ｑ５ あなたは、高齢者が安心して暮らせるための権利擁護の制度や仕組みを知っていますか。

（知っているものすべてに○）

「クーリングオフ制度」が62.9％で最も高く、以下、「成年後見制度」が44.5％、「日常生活自立支

援事業（地域福祉権利擁護事業）」が31.9％などとなっている。

一方、「知っているものはない」は13.5％となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「成年後見

制度」は6.3ポイント、「日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）」は4.2ポイント増加してい

る。一方、「知っているものはない」は5.2ポイント減少している。

※「日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）」は、平成20年調査では

「福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護事業）」

(%)

回
答
者
数
（

人
）

ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制

度 成
年
後
見
制
度

日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
（

地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
）

松
戸
市
高
齢
者
虐
待

防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

市
民
後
見
人
の
活
動

知
っ

て
い
る
も
の
は

な
い

無
回
答

5,054 62.9 44.5 31.9 17.2 14.2 13.5 14.9

1,276 64.0 38.2 27.7 18.0 18.7 8.9平成20年調査

今回調査

無回答

日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）

松戸市高齢者虐待防止ネットワーク

市民後見人の活動

知っているものはない

n=5,054

クーリングオフ制度

成年後見制度

62.9

44.5

31.9

17.2

14.2

13.5

14.9

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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［性別・年齢］

性別では、すべての項目で女性が男性よりも高くなっている。

年齢別では、「クーリングオフ制度」は65～74歳が75歳以上よりも10.6ポイント高くなっている。

その他の項目では大きな差はみられない。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制

度 成
年
後
見
制
度

日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
（

地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
）

松
戸
市
高
齢
者
虐
待

防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

市
民
後
見
人
の
活
動

知
っ

て
い
る
も
の
は

な
い

無
回
答

5,054 62.9 44.5 31.9 17.2 14.2 13.5 14.9

男 性 2,443 61.7 43.8 29.0 14.9 13.1 15.4 13.8

女 性 2,562 64.5 45.6 34.9 19.4 15.3 11.6 15.7

65～74歳 3,229 67.0 46.3 32.6 16.9 13.8 12.5 12.0

75歳以上 1,773 56.4 42.1 30.9 17.9 15.1 15.1 19.6

全 体

性
別

年
齢
別
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５．今後の生活について

（１）どのように暮らしたいのか

Ｑ１ あなたは、今後の生活について、どのようにお考えですか。（１つに○）

「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人ホームな

どの施設に入所したい」が55.6％と最も高く、以下、「寝たきりになったり、もの忘れの症状がはげ

しくなっても、最後まで自宅で暮らしたい」が24.9％、「今すぐにでも、老人ホームなどの施設に入

所したい」が0.7％となっている。

n=5,054

55.6%

無回答
5.5%

わからない
12.0%その他

1.4%

今すぐにでも、
老人ホームなどの
施設に入所したい

0.7%

寝たきりになった
り、もの忘れの症
状がはげしくなって
も、最後まで自宅
で暮らしたい

24.9%

できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきり
やもの忘れの症状がはげしくなったら、
老人ホームなどの施設に入所したい
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［日常生活圏域］

「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人ホームな

どの施設に入所したい」は六実六高台地区（61.8％）と新松戸地区（61.5％）で高くなっている。ま

た、「寝たきりになったり、もの忘れの症状がはげしくなっても、最後まで自宅で暮らしたい」は六

実六高台地区（17.5％）で低くなっている。

全 体 (5,054)

本庁地区 (178)

明第１地区 (521)

明第２東地区 (213)

明第２西地区 (297)

矢切地区 (184)

東部地区 (337)

馬橋地区 (324)

常盤平地区 (594)

五香松飛台地区 (466)

六実六高台地区 (251)

常盤平団地地区 (133)

小金地区 (459)

小金原地区 (441)

新松戸地区 (379)

馬橋西地区 (243)

ｎ

25.8

23.6

26.8

27.6

23.4

25.2

25.6

25.1

27.5

17.5

21.1

25.5

24.9

23.5

26.3

59.0

58.3

46.9

51.9

59.2

52.8

55.9

55.4

55.4

61.8

51.9

55.3

53.7

61.5

53.1

12.5

10.9

13.1

8.6

10.8

12.7

13.9

12.0

11.1

13.4

10.6

15.2

6.1

6.7

5.3

8.0

6.4

4.8

13.5

6.8

6.6

1.2

1.3

0.2

0.7

0.8

0.2

0.3

0.9

0.3

0.5

0.3

1.4

1.2

0.6

1.2

0.4

2.0

0.9

3.3

2.2

1.0

2.3

1.3

1.7

0.4

0.8

1.1

0.7

1.5

16.4

11.7

9.6

3.7

3.4

3.8

3.8

3.9

2.4

(%)
24.9 55.6 5.5

0.7 1.4

12.0

日
常
生
活
圏
域
別

寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
、

も
の
忘
れ
の
症
状
が
は
げ

し
く
な
っ

て
も
、

最
後
ま

で
自
宅
で
暮
ら
し
た
い

で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し

た
い
が
、

寝
た
き
り
や
も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く

な
っ

た
ら
、

老
人
ホ
ー

ム
な

ど
の
施
設
に
入
所
し
た
い

今
す
ぐ
に
で
も
、

老
人

ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
に
入

所
し
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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［性別・年齢］

性別では、「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老

人ホームなどの施設に入所したい」は女性（60.5％）が男性（50.8％）よりも9.7ポイント高くなっ

ている。「寝たきりになったり、もの忘れの症状がはげしくなっても、最後まで自宅で暮らしたい」

は男性（28.9％）の方が女性（20.9％）よりも8.0ポイント高くなっている。

年齢別では、大きな差はみられない。

［世帯構成］

「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人ホームな

どの施設に入所したい」は一人暮らし（59.6％）と配偶者と二人暮らし（58.8％）で高くなっている。

「寝たきりになったり、もの忘れの症状がはげしくなっても、最後まで自宅で暮らしたい」は一人暮

らし（16.3％）で他と比べて低くなっている。

全 体 (5,054)

一人暮らし (710)

配偶者と二人暮らし (1,978)

配偶者以外と二人暮らし (348)

同居（三人以上） (1,685)

その他 (209)

ｎ

16.3

24.9

27.0

28.4

22.5

59.6

58.8

50.6

52.5

49.8 7.7

13.2

9.1

6.8

6.6

4.7

10.5

0.5

0.4

0.9

0.7

1.3

0.8

1.1

1.2

1.5

13.8

10.2

14.5

4.3

(%)
24.9 55.6 5.5

0.7 1.4

12.0

寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
、
も

の
忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く

な
っ

て
も
、
最
後
ま
で
自
宅

で
暮
ら
し
た
い

で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し

た
い
が
、

寝
た
き
り
や
も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く

な
っ

た
ら
、
老
人
ホ
ー

ム
な

ど
の
施
設
に
入
所
し
た
い

今
す
ぐ
に
で
も
、
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
た

い そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

世
帯
構
成
別

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

65～74歳 (3,229)

75歳以上 (1,773)

ｎ

28.9

20.9

24.2

26.2

50.8

60.5

56.8

53.8 10.3

5.1

5.7

4.4

7.0

1.0

0.5

0.6

0.7

1.7

1.2

1.2

1.5

13.0

11.1

13.1

(%)
24.9 55.6 5.5

0.7 1.4

12.0

寝
た
き
り
に
な

っ
た
り

、
も

の
忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く

な

っ
て
も

、
最
後
ま
で
自
宅

で
暮
ら
し
た
い

で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し

た
い
が

、
寝
た
き
り
や
も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く

な

っ
た
ら

、
老
人
ホ
ー

ム
な

ど
の
施
設
に
入
所
し
た
い

今
す
ぐ
に
で
も

、
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
た

い そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

性
別

年
齢
別
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（２）施設希望の理由

〔Ｑ１で「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、

老人ホームなどの施設に入所したい」または「今すぐにでも、老人ホームなどの施設に入所

したい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-１ 施設等を希望される（ご自宅での生活を希望しない）最も大きな理由は何ですか。

（１つに○）

「家族の負担が大きいため」が54.2％で最も高く、以下、「専門的な介護が受けられて、安心して

生活できるため」が29.6％、「介護をしてくれる家族がいないため」が13.0％となっている。

n=2,845
家族の負担が
大きいため

54.2%

その他
0.4% 無回答

2.8%介護をしてくれる
家族がいないため

13.0%

専門的な介護が受
けられて、安心して
生活できるため

29.6%
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［日常生活圏域］

「家族の負担が大きいため」は矢切地区（60.9％）と五香松飛台地区（60.6％）で高くなっている。

また、「専門的な介護が受けられて、安心して生活できるため」は新松戸地区（35.3％）と小金地区

（35.0％）で高くなっている。

全 体 (2,845)

本庁地区 (106)

明第１地区 (310)

明第２東地区 (103)

明第２西地区 (155)

矢切地区 (110)

東部地区 (179)

馬橋地区 (184)

常盤平地区 (331)

五香松飛台地区 (259)

六実六高台地区 (157)

常盤平団地地区 (69)

小金地区 (257)

小金原地区 (238)

新松戸地区 (238)

馬橋西地区 (132)

ｎ

27.4

27.7

27.2

27.7

28.2

26.8

26.1

30.8

28.6

31.2

21.7

35.0

29.0

35.3

28.8

49.1

55.2

52.4

51.0

60.9

54.7

57.1

55.0

60.6

55.4

43.5

50.2

57.1

49.6

52.3

17.9

14.8

16.5

14.2

7.3

15.1

14.7

11.2

7.3

9.6

29.0

10.9

12.2

13.9

16.7

5.2

0.4

1.3

0.4

1.9

0.6

1.4

2.3

1.3

1.3

3.9

1.6

5.7

3.6

3.4

2.2

3.0

3.1

2.5

4.3

3.9

(%)
29.6 54.2 13.0

0.4

2.8

日
常
生
活
圏
域
別

専門的な介護が
受けられて、安
心して生活でき

るため

家族の負担が
大きいため

介護をしてくれる
家族がいない

ため
その他 無回答
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［性別・年齢］

性別では、「専門的な介護が受けられて、安心して生活できるため」は男性（32.1％）が女性（27.5％）

よりも4.6ポイント高くなっている。「介護をしてくれる家族がいないため」は女性（15.7％）が男性

（9.6％）よりも6.1ポイント高くなっている。

年齢別では、「家族の負担が大きいため」は65～74歳（57.4％）が75歳以上（48.0％）よりも9.4ポ

イント高くなっている。「専門的な介護が受けられて、安心して生活できるため」は75歳以上（33.2％）

が65～74歳（27.8％）よりも5.4ポイント高くなっている。

［世帯構成］

「家族の負担が大きいため」は同居（三人以上）（64.9％）で高くなっている。「専門的な介護が受

けられて、安心して生活できるため」は配偶者と二人暮らし（32.8％）で高くなっている。「介護を

している家族がいないため」は一人暮らし（46.8％）で極端に高くなっている。

全 体 (2,845)

一人暮らし (432)

配偶者と二人暮らし (1,176)

配偶者以外と二人暮らし (179)

同居（三人以上） (892)

その他 (105)

ｎ

26.6

32.8

25.7

27.9

24.8

23.6

57.4

56.4

64.9

50.5

46.8

7.1

15.6

17.1 7.6

3.7

0.3

0.6

0.3

0.7

3.1

2.3

2.4

1.7

(%)
29.6 54.2 13.0

0.4

2.8

専門的な介護
が受けられて、
安心して生活
できるため

家族の負担が
大きいため

介護をしてくれ
る家族がいな

いため
その他 無回答

世
帯
構
成
別

全 体 (2,845)

男性 (1,256)

女性 (1,565)

65～74歳 (1,850)

75歳以上 (972)

ｎ

32.1

27.5

27.8

33.2

55.3

53.5

57.4

48.0

9.6

15.7

12.5

13.9 4.5

0.3

0.3

0.4

0.2

2.7

2.9

1.9

(%)
29.6 54.2 13.0

0.4

2.8

性
別

年
齢
別

専門的な介護が
受けられて、安
心して生活でき

るため

家族の負担が
大きいため

介護をしてくれる
家族がいない

ため
その他 無回答
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６．市に期待すること

（１）市に期待すること

Ｑ１ あなたが今後、介護に関して市に期待することは何ですか。（３つまでに○）

「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やしてほしい」が58.8％で最も高く、以下、「介

護保険制度についてわかりやすく説明をしてほしい」が47.3％、「介護保険サービス事業者を選べる

よう情報を提供してほしい」が40.3％、「施設の空き状況などの情報を提供してほしい」が31.2％な

どとなっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やしてほしい」

は6.6ポイント、「介護保険サービス以外のサービスも取り入れてほしい」は5.1ポイント増加してい

る。また、「介護保険制度についてわかりやすく説明をしてほしい」は7.5ポイント減少している。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に

介
護
相
談
が
で
き
る
場

所
を
増
や
し
て
ほ
し
い

介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明

を
し
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事

業
者
を
選
べ
る
よ
う
情

報
を
提
供
し
て
ほ
し
い

施
設
の
空
き
状
況
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
て
ほ

し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事

業
者
へ
の
助
言
・
指
導

を
強
化
し
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
以

外
の
サ
ー

ビ
ス
も
取
り

入
れ
て
ほ
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

5,054 58.8 47.3 40.3 31.2 15.0 13.6 2.8 7.5 6.2

1,276 52.2 54.8 43.5 28.1 13.2 8.5 1.1 6.9 8.5平成20年調査

今回調査

n=5,054

困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やしてほしい

介護保険制度についてわかりやすく説明をしてほしい

介護保険サービス事業者を選べるよう情報を提供してほしい

施設の空き状況などの情報を提供してほしい

介護保険サービス事業者への助言・指導を強化してほしい

介護保険サービス以外のサービスも取り入れてほしい

その他

特にない

無回答

58.8

47.3

40.3

31.2

15.0

13.6

2.8

7.5

6.2

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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［性別・年齢］

性別では、「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やしてほしい」は女性の方が高く、「介

護保険制度についてわかりやすく説明をしてほしい」は男性の方が高くなっている。

年齢別では、「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やしてほしい」は65～74歳で高くなっ

ている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に

介
護
相
談
が
で
き
る
場

所
を
増
や
し
て
ほ
し
い

介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明

を
し
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事

業
者
を
選
べ
る
よ
う
情

報
を
提
供
し
て
ほ
し
い

施
設
の
空
き
状
況
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
て
ほ

し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事

業
者
へ
の
助
言
・
指
導

を
強
化
し
て
ほ
し
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
以

外
の
サ
ー

ビ
ス
も
取
り

入
れ
て
ほ
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

5,054 58.8 47.3 40.3 31.2 15.0 13.6 2.8 7.5 6.2

男 性 2,443 55.6 49.7 39.5 29.1 14.9 11.1 3.0 9.1 6.3

女 性 2,562 62.1 45.1 41.2 33.3 15.0 16.1 2.6 6.0 5.9

65～74歳 3,229 60.2 47.6 40.9 32.6 15.4 14.5 2.8 7.1 5.0

75歳以上 1,773 56.7 47.2 39.8 28.8 14.4 12.0 2.7 8.3 7.8

全 体

性
別

年
齢
別
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（２）保健・医療・福祉サービス

Ｑ２ あなたは、高齢者に対するサービスはどのようなものが必要だと思いますか。

（５つまでに○）

「ある程度の収入はあるが、独立した生活に不安のある高齢者が低料金で入所できる軽費老人ホー

ム（ケアハウス）」が39.5％で最も高く、以下、「ほとんど収入がなく、独立した生活に不安のある高

齢者が無料もしくは低料金で入所できる養護老人ホーム」が34.8％、「食事の用意が困難な高齢者に

食事を届ける配食サービス」が29.2％、「医師や看護師などによる在宅医療サービス」が24.4％など

となっている。

薬剤師による訪問薬剤管理指導

その他

無回答

n=5,054

ある程度の収入はあるが、独立した生活に不安のある高齢者が低料金で入所できる
軽費老人ホーム（ケアハウス）

ほとんど収入がなく、独立した生活に不安のある高齢者が無料もしくは低料金で入所
できる養護老人ホーム

食事の用意が困難な高齢者に食事を届ける配食サービス

小規模な施設で、日帰りで入浴や食事をしたり、リハビリなどを受けるサービスを中心に、自宅に訪問
してもらえたり、時にはその施設に宿泊したりしながら、在宅での生活を継続できるようにするサービス

医師や看護師などによる在宅医療サービス

要支援・要介護状態になるおそれのある65歳以上の方に対して行う介護予防事業
（運動器の機能向上教室・低栄養予防教室・口腔ケア教室・物忘れ予防教室）

閉じこもり予防のための移送サービス

リハビリ等を必要とする人が入所する老人保健施設における施設介護サービス

歯科医師による訪問歯科診療

徘徊高齢者が所在不明になったとき、居所を発見してくれる徘徊探索サービス

自宅で生活しやすいように、居宅に手すりやスロープ等を設置する住宅改修サービス
（介護保険サービス）

認知症で介護が必要な高齢者が、共同生活をしながら介護を受けるグループホーム

市内11ヶ所の在宅介護支援センターで行っている、認知症や寝たきりの相談を含めた
高齢者の総合的な相談

心身の機能回復のため、家庭に訪問してもらったり、施設に通って受けるリハビリ
テーション

75歳以上の単身世帯・高齢者世帯や要支援・要介護認定を受けた単身世帯の方に
対しての家屋の軽微な修理、窓ふきなどのサービス（軽度生活援助）

市内３ヶ所の地域包括支援センターで行っている、認知症や寝たきりの相談を含めた
保健・医療・福祉・介護の総合的な相談

在宅介護者への支援サービス（紙おむつの支給や・介護慰労金の支給）

夜間に対応してもらえる訪問介護サービス

介護が必要な高齢者などの家庭を訪問し、浴槽の提供と入浴の介助をする訪問入浴
サービス

食事や掃除などの日常生活上のサービスを受けられる有料老人ホーム

おおむね65歳以上の日常生活に介助を要する高齢者の生活や介護が便利になるよう
トイレや浴室等を改造する場合、資金の一部を助成する制度（介護保険外）

常時介護を必要とする人が入所する特別養護老人ホームにおける施設介護サービス

介護が必要な高齢者などの家庭を訪問し、排泄等の介護や食事などの手伝いをする
ホームヘルプサービス

介護が必要な高齢者に、日帰りで入浴や食事、リハビリなどを提供するサービス
（デイサービス）

自宅で介護するために必要な福祉用具（特殊ベッド、車いすなど）の貸し出し

急病等の緊急事態に対応するための緊急通報装置の貸与

介護が必要な高齢者などを短期間（１週間くらい）あずかって世話をするサービス
（ショートステイ）

必要に応じて、かかりつけの医師が往診し自宅で診察してもらえるサービス

39.5

34.8

29.2

24.4

20.5

18.9

18.7

18.4

17.1

14.7

12.5

11.8

10.3

9.3

9.3

8.7

8.6

8.4

8.4

8.2

7.5

7.4

7.1

5.6

4.8

4.6

4.4

4.3

1.2

1.6

12.8

0 10 20 30 40 50 (%)
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［性別・年齢（上位10項目）］

性別では、「要支援・要介護状態になるおそれのある65歳以上の方に対して行う介護予防事業（運

動器の機能向上教室・低栄養予防教室・口腔ケア教室・物忘れ防止教室）」は男性の方が高く、「介護

が必要な高齢者などを短期間（１週間くらい）あずかって世話をするサービス（ショートステイ）」

は女性の方が高くなっている。

年齢別では、「ほとんど収入がなく、独立した生活に不安のある高齢者が無料もしくは低料金で入

所できる養護老人ホーム」「小規模な施設で、日帰りで入浴や食事をしたり、リハビリなどを受ける

サービスを中心に、自宅に訪問してもらえたり、時にはその施設に宿泊したりしながら、在宅での生

活を継続できるようにするサービス」「介護が必要な高齢者などを短期間（１週間くらい）あずかっ

て世話をするサービス（ショートステイ）」はいずれも65～74歳で高くなっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

あ
る
程
度
の
収
入
は
あ
る
が
、

独
立
し
た
生
活
に
不
安

の
あ
る
高
齢
者
が
低
料
金
で
入
所
で
き
る
軽
費
老
人

ホ
ー

ム
（

ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

ほ
と
ん
ど
収
入
が
な
く
、

独
立
し
た
生
活
に
不
安
の
あ

る
高
齢
者
が
無
料
も
し
く
は
低
料
金
で
入
所
で
き
る
養

護
老
人
ホ
ー

ム

食
事
の
用
意
が
困
難
な
高
齢
者
に
食
事
を
届
け
る
配
食

サ
ー

ビ
ス

医
師
や
看
護
師
な
ど
に
よ
る
在
宅
医
療
サ
ー

ビ
ス

小
規
模
な
施
設
で
、

日
帰
り
で
入
浴
や
食
事
を
し
た
り
、

リ
ハ

ビ
リ
な
ど
を
受
け
る
サ
ー

ビ
ス
を
中
心
に
、

自
宅
に
訪
問
し
て

も
ら
え
た
り
、

時
に
は
そ
の
施
設
に
宿
泊
し
た
り
し
な
が
ら
、

在
宅
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
サ
ー

ビ
ス

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
6
5
歳

以
上
の
方
に
対
し
て
行
う
介
護
予
防
事
業
（

運
動
器
の

機
能
向
上
教
室
・
低
栄
養
予
防
教
室
・
口
腔
ケ
ア
教

室
・
物
忘
れ
防
止
教
室
）

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
を
短
期
間
（

１
週
間
く
ら

い
）

あ
ず
か
っ

て
世
話
を
す
る
サ
ー

ビ
ス
（

シ
ョ
ー

ト

ス
テ
イ
）

必
要
に
応
じ
て
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
が
往
診
し
自
宅

で
診
察
し
て
も
ら
え
る
サ
ー

ビ
ス

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
の
家
庭
を
訪
問
し
、

排
泄

等
の
介
護
や
食
事
な
ど
の
手
伝
い
を
す
る
ホ
ー

ム
ヘ
ル

プ
サ
ー

ビ
ス

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

日
帰
り
で
入
浴
や
食
事
、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
（

デ
イ
サ
ー

ビ

ス
）

5,054 39.5 34.8 29.2 24.4 20.5 18.9 18.7 18.4 17.1 14.7

男 性 2,443 41.9 34.5 27.5 25.4 19.7 22.3 15.8 17.2 16.4 13.3

女 性 2,562 37.5 35.1 30.9 23.5 21.3 15.8 21.6 19.6 17.8 16.0

65～74歳 3,229 41.0 39.1 30.9 24.9 22.6 20.3 20.7 17.6 18.8 15.3

75歳以上 1,773 37.1 27.1 26.5 23.4 16.7 16.8 15.3 20.2 14.2 13.6

全 体

性
別

年
齢
別
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（３）市の情報提供のあり方で改善してほしいこと

Ｑ３ 知りたいことを知るために、今の市の情報提供のあり方を、こう改善してほしいと思う

ことはありますか。（３つまでに○）

「誰にでもわかりやすい内容にしてほしい」が50.6％で最も高く、以下、「自宅にいても必要な情

報が得られるようなしくみを作ってほしい」が48.1％、「必要な情報が１ヶ所で得られるしくみを作っ

てほしい」が42.7％などとなっている。

［性別・年齢］

性別では、「誰にでもわかりやすい内容にしてほしい」は女性の方が高く、「自宅にいても必要な情

報が得られるようなしくみを作ってほしい」は男性の方が高くなっている。

年齢別では、「誰にでもわかりやすい内容にしてほしい」、「必要な情報が１ヶ所で得られるしくみ

を作ってほしい」、「民間やボランティアが行うサービスなど、行政以外が実施するサービスについて

も情報を提供してほしい」は65～74歳で高くなっている。

n=5,054

誰にでもわかりやすい内容にしてほしい

自宅にいても必要な情報が得られるようなしくみを作ってほしい

必要な情報が１ヶ所で得られるしくみを作ってほしい

民間やボランティアが行うサービスなど、行政以外が実施する
サービスについても情報を提供してほしい

個人向けにきめ細かい情報を提供してほしい

心が動かされるような生き生きとした内容にしてほしい

その他

特にない

無回答

50.6

48.1

42.7

26.3

18.1

14.3

0.8

5.1

12.9

0 10 20 30 40 50 60 (%)

(%)

回
答
者
数
（

人
）

誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
内
容

に
し
て
ほ
し
い

自
宅
に
い
て
も
必
要
な
情
報
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
し
く
み
を

作
っ

て
ほ
し
い

必
要
な
情
報
が
１
ヶ

所
で
得
ら

れ
る
し
く
み
を
作
っ

て
ほ
し
い

民
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
行
う

サ
ー

ビ
ス
な
ど
、

行
政
以
外
が

実
施
す
る
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

も
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い

個
人
向
け
に
き
め
細
か
い
情
報

を
提
供
し
て
ほ
し
い

心
が
動
か
さ
れ
る
よ
う
な
生
き

生
き
と
し
た
内
容
に
し
て
ほ
し

い そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

5,054 50.6 48.1 42.7 26.3 18.1 14.3 0.8 5.1 12.9

男 性 2,443 46.0 51.2 43.2 26.6 19.4 12.4 0.9 6.1 11.7

女 性 2,562 55.1 45.1 42.3 26.1 16.9 16.0 0.6 4.2 14.0

65～74歳 3,229 52.6 48.8 46.1 28.4 18.4 15.5 0.9 4.8 9.9

75歳以上 1,773 47.4 47.1 36.8 22.8 17.8 12.0 0.5 5.8 17.8

全 体

性
別

年
齢
別
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（４）必要な情報

Ｑ４ 現在、どんな情報を必要としていますか。（３つまでに○）

「健康づくり」が39.8％で最も高く、以下、「福祉サービス」が31.6％、「医療」が30.7％、「趣味・

娯楽・生涯学習」が25.6％などとなっている。

［性別・年齢］

性別では、大きな差はみられない。

年齢別では、「趣味・娯楽・生涯学習」は65～74歳で高くなっている。
(%)

回
答
者
数

（

人
）

健
康
づ
く
り

福
祉
サ
ー

ビ
ス

医
療

趣
味
・
娯
楽
・

生
涯
学
習

介
護
保
険

年
金

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

・
地
域
活
動

税
金
・
資
産
運

用
・
相
続

仕
事
（

就
労
）

住
ま
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

5,054 39.8 31.6 30.7 25.6 21.2 9.8 8.1 7.4 5.0 4.4 0.6 12.3 13.2

男 性 2,443 40.5 30.5 32.0 27.8 21.2 10.5 8.8 8.4 6.8 3.8 0.7 12.4 11.3

女 性 2,562 39.4 32.7 29.6 23.7 21.5 9.0 7.5 6.5 3.2 5.1 0.4 12.3 14.6

65～74歳 3,229 41.5 32.3 29.8 28.2 20.0 10.2 10.0 7.1 6.7 4.9 0.6 12.4 10.6

75歳以上 1,773 37.1 30.5 32.7 21.2 23.8 8.9 4.9 8.0 1.9 3.6 0.6 12.2 17.0

全 体

性
別

年
齢
別

n=5,054

健康づくり

福祉サービス

医療

趣味・娯楽・生涯学習

介護保険

年金

ボランティア・地域活動

税金・資産運用・相続

仕事（就労）

住まい

その他

特にない

無回答

39.8

31.6

30.7

25.6

21.2

9.8

8.1

7.4

5.0

4.4

0.6

12.3

13.2

0 10 20 30 40 50 (%)
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（５）充実すべき高齢者施策

Ｑ５ あなたは、今後、どのような高齢者施策を充実すべきだと思いますか。（３つまでに○）

「いつまでも健康な状態が維持できるように、老人クラブやスポーツ活動で健康増進、生きがい活

動に努めている人を支援する施策」が29.9％で最も高く、以下、「医療費の自己負担や介護保険の利

用料・保険料などを助成する施策」が27.4％、「健康相談や介護予防教室など要支援・要介護になら

ないための施策」が25.6％などとなっている。

配食サービス、移送サービスなど、日常生活を支援する施策

緊急通報装置の設置や訪問電話など、ひとり暮らしの高齢者が安心して
生活するための施策

オムツ等の支給や介護者が介護疲れから休息できるサービスなど、
介護する人を支援する施策

ホームヘルプサービスなど在宅で介護を受けるためのサービスを
充実させる施策

医療費の自己負担分や介護保険の利用料・保険料などを助成する施策

健康相談や介護予防教室など要支援・要介護にならないための施策

老人ホームなどの施設を増やす施策

n=5,054

いつまでも健康な状態が維持できるように、老人クラブやスポーツ活動で
健康増進、生きがい活動に努めている人を支援する施策

生涯学習大学や各種教養講座などの学習機会の提供の場を設ける施策

シルバー人材センターや高齢者無料職業紹介所事業など、就労促進に
関する施策

認知症の高齢者を支援する施策

高齢者向けの住宅や家賃補助事業などの住宅施策

毎月1、6、16、26日の４日間、市内８ヶ所の公衆浴場の入浴料を200円（通常
420円）とすることにより、入浴を通じた交流を楽しんでもらうための施策

敬老祝金や町会等での敬老事業への支援などの施策

ご長寿ハッピーコンテストや良い歯のコンクールなどのイベントの実施に
より、健康で自立した生活を営む高齢者を増やす施策

その他

わからない

無回答

29.9

27.4

25.6

21.9

21.7

20.9

15.5

13.9

11.4

9.5

8.7

7.5

4.2

3.8

1.6

0.9

4.4

12.0

0 10 20 30 40 (%)
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［経年比較（上位10項目）］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が一部異なるため厳密な比較はできないが、「医療費の

自己負担分や介護保険の利用料・保険料などを助成する施策」は9.3ポイント、「緊急通報装置の設置

や訪問電話など、ひとり暮らしの高齢者が安心して生活するための施策」が6.5ポイント、「オムツ等

の支給や介護者が介護疲れから休息できるサービスなど、介護する人を支援する施策」が6.0ポイン

ト減少している。

※選択肢の「老人ホームなどの施設を増やす施策」「ホームヘルプサービスなど在宅で介護を受けるためのサービスを

充実させる施策」は今回調査から追加

［性別・年齢（上位10項目）］

性別では、「いつまでも健康な状態が維持できるように、老人クラブやスポーツ活動で健康増進、

生きがい活動に努めている人を支援する施策」が男性の方が高く、「老人ホームなどの施設を増やす

施策」は女性の方が高くなっている。

年齢別では、「いつまでも健康な状態が維持できるように、老人クラブやスポーツ活動で健康増進、

生きがい活動に努めている人を支援する施策」と「医療費の自己負担分や介護保険の利用料・保険料

などを助成する施策」は65～74歳で高くなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

い
つ
ま
で
も
健
康
な
状
態
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で
き

る
よ
う
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
ス
ポ
ー

ツ

活
動
で
健
康
増
進
、

生
き
が
い
活
動
に

努
め
て
い
る
人
を
支
援
す
る
施
策

医
療
費
の
自
己
負
担
分
や
介
護
保

険
の
利
用
料
・
保
険
料
な
ど
を
助

成
す
る
施
策

健
康
相
談
や
介
護
予
防
教
室
な
ど

要
支
援
・
要
介
護
に
な
ら
な
い
た

め
の
施
策

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
を
増
や

す
施
策

配
食
サ
ー

ビ
ス
、

移
送
サ
ー

ビ
ス

な
ど
、

日
常
生
活
を
支
援
す
る
施

策 緊
急
通
報
装
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な
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者
無
料
職
業
紹
介
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促
進
に
関
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施
策

5,054 29.9 27.4 25.6 21.9 21.7 20.9 15.5 13.9 11.4 9.5

1,276 32.7 36.7 28.2 24.6 27.4 21.5 11.8 10.4平成20年調査

今回調査
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関
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施
策

5,054 29.9 27.4 25.6 21.9 21.7 20.9 15.5 13.9 11.4 9.5

男 性 2,443 34.2 27.5 26.1 19.3 20.5 20.3 12.5 13.1 13.1 12.7

女 性 2,562 25.9 27.5 25.3 24.5 23.1 21.7 18.3 14.6 10.0 6.4

65～74歳 3,229 31.7 31.8 26.2 22.1 21.8 21.5 16.2 14.2 12.5 12.6

75歳以上 1,773 27.0 19.9 24.8 21.8 21.9 20.4 13.9 13.3 9.6 3.9

全 体

性
別

年
齢
別
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７．主な介護者（お世話をする側）について

（１）世話をすべき家族

Ｑ１ 現在、老後の世話をしている家族、または将来、世話をしなければならないと思ってい

る家族などはいますか。（１つに○）

「将来、世話をしなければならないと思っている家族などがいる」が27.4％で最も高く、以下、「自

分が主に世話をしなければならない家族はいない」が25.9％、「家族などはいるが、自分が主に世話

をしなければならないかどうかはわからない」が18.6％、「すでに世話をしている家族がいる」が8.3％

となっている。

［経年比較］

平成20年の調査結果と比較すると、選択肢が異なるため厳密な比較はできないが、参考として掲載

する。

※平成20年調査の選択肢は、「いる」「家族などはいるが、自分が主に世話をしなければならない

かどうかはわからない」「自分が主に世話をしなければならない家族はいない」「その他」

今回調査 (5,054)

平成20年調査 (1,276)

ｎ

42.0 24.1 24.8 6.5

2.6

(%)

8.3 27.4 18.6 25.9 17.7
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れ
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無
回
答

n=5,054

自分が主に世話を
しなければならな
い家族はいない

25.9%

その他
2.2%

無回答
17.7%

将来、世話をしな
ければならないと
思っている家族な

どがいる
27.4%

すでに世話をして
いる家族がいる

8.3%

18.6%

家族などはいるが、自分が
主に世話をしなければなら
ないかどうかはわからない
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［日常生活圏域］

「将来、世話をしなければならないと思っている家族などがいる」は矢切地区（34.8％）で最も高

く、「自分が主に世話をしなければならない家族はいない」は常盤平団地地区（33.1％）で高くなっ

ている。

全 体 (5,054)

本庁地区 (178)

明第１地区 (521)

明第２東地区 (213)

明第２西地区 (297)

矢切地区 (184)

東部地区 (337)

馬橋地区 (324)

常盤平地区 (594)

五香松飛台地区 (466)

六実六高台地区 (251)

常盤平団地地区 (133)

小金地区 (459)

小金原地区 (441)

新松戸地区 (379)

馬橋西地区 (243)

ｎ
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、

自
分
が
主
に
世

話
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い

自
分
が
主
に
世
話
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
家
族
は
い
な
い

そ
の
他

無
回
答
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［性別・年齢］

性別では、「家族などはいるが、自分が主に世話をしなければならないかどうかはわからない」は

男性（23.0％）が女性（14.4％）よりも8.6ポイント高くなっている。

年齢別では、「将来、世話をしなければならないと思っている家族などがいる」と「家族などはい

るが、自分が主に世話をしなければならないかどうかはわからない」は65～74歳（29.1％、20.3％）

が75歳以上（24.6％、15.8％）よりも4.5ポイント高くなっている。

［世帯構成］

「将来、世話をしなければならないと思っている家族などがいる」は配偶者と二人暮らし（38.9％）

で高くなっている。「自分が主に世話をしなければならない家族はいない」は一人暮らし（53.7％）

と配偶者以外と二人暮らし（48.0％）で極端に高くなっている。

全 体 (5,054)

一人暮らし (710)

配偶者と二人暮らし (1,978)

配偶者以外と二人暮らし (348)

同居（三人以上） (1,685)

その他 (209)

ｎ

7.7

8.6

10.9

6.2

4.5

38.9

9.8

28.2

24.4

24.1

8.3

20.3

20.1

53.7

15.0

48.0

23.2

22.0

30.3

12.2

22.4

15.7

25.4

3.8 4.4

1.9

1.7

2.9

2.1

3.4

(%)
8.3 27.4 18.6 25.9 17.7

2.2

す
で
に
世
話
を
し
て

い
る
家
族
が
い
る

将
来
、
世
話
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ

て
い
る
家
族
な

ど
が
い
る

家
族
な
ど
は
い
る

が
、

自
分
が
主
に
世

話
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い

自
分
が
主
に
世
話
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
家
族
は
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

世
帯
構
成
別

全 体 (5,054)

男性 (2,443)

女性 (2,562)

65～74歳 (3,229)

75歳以上 (1,773)

ｎ

8.3

8.2

8.1

8.5

27.3

27.6

29.1

24.6

23.0

14.4

20.3

15.8

24.3

27.4

26.8

24.3

15.1

19.9

13.2

25.1

1.7

2.5

2.5

2.0

(%)
8.3 27.4 18.6 25.9 17.7

2.2

す
で
に
世
話
を
し
て

い
る
家
族
が
い
る

将
来

、
世
話
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思

っ
て
い
る
家
族
な

ど
が
い
る

家
族
な
ど
は
い
る

が

、
自
分
が
主
に
世

話
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い

自
分
が
主
に
世
話
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
家
族
は
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

性
別

年
齢
別
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（２）老後の世話をしている家族、または将来世話をしなければならない家族

との関係

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-１ あなたと、その家族はどのようなご関係ですか。（あてはまるものすべてに○）

「配偶者（夫・妻）」が71.3％で最も高く、「あなたの親」は7.9％となっている。

［日常生活圏域］

「配偶者（夫・妻）」は馬橋西地区で最も高い。

(%)

回答者数
（人）

配偶者
（夫・妻）

あなたの親 兄弟・姉妹
あなたの

配偶者の親
その他 無回答

2,740 71.3 7.9 4.1 3.5 2.4 13.7

本庁地区 99 64.6 8.1 9.1 3.0 4.0 15.2

明第１地区 285 68.8 9.8 5.6 2.8 2.8 13.7

明第２東地区 110 69.1 8.2 3.6 1.8 0.0 17.3

明第２西地区 141 63.1 7.1 6.4 4.3 2.1 20.6

矢切地区 116 70.7 11.2 4.3 5.2 0.0 11.2

東部地区 187 74.3 8.6 3.7 3.7 2.1 11.2

馬橋地区 172 70.3 12.2 3.5 4.1 2.9 11.0

常盤平地区 335 69.9 8.4 4.5 2.4 4.2 14.0

五香松飛台地区 267 73.4 5.2 4.5 4.1 0.7 14.2

六実六高台地区 143 74.8 5.6 1.4 3.5 1.4 14.7

常盤平団地地区 51 68.6 15.7 7.8 2.0 3.9 9.8

小金地区 239 74.9 7.5 1.7 3.3 2.1 12.1

小金原地区 236 69.9 4.7 5.1 3.8 2.1 18.2

新松戸地区 219 72.1 8.7 1.8 5.5 4.1 11.9

馬橋西地区 121 79.3 4.1 3.3 0.8 3.3 9.9

全 体

日
常
生
活
圏
域
別

n=2,740

配偶者（夫・妻）

あなたの親

兄弟・姉妹

あなたの配偶者の親

その他

無回答

71.3

7.9

4.1

3.5

2.4

13.7

0 20 40 60 80 (%)
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［性別・年齢］

性別では、「配偶者（夫・妻）」は男性の方が高くなっている。

年齢別では、大きな差はみられない。
(%)

回答者数
（人）

配偶者
（夫・妻）

あなたの親 兄弟・姉妹
あなたの

配偶者の親
その他 無回答

2,740 71.3 7.9 4.1 3.5 2.4 13.7

男 性 1,431 74.4 7.2 3.1 3.9 2.1 12.8

女 性 1,287 67.9 8.8 5.3 3.0 2.8 14.8

65～74歳 1,858 70.7 9.4 4.3 4.5 2.3 12.4

75歳以上 867 72.9 4.8 3.7 1.2 2.5 16.6

全 体

性
別

年
齢
別
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（３）家族介護時の生活場所

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-２ あなたは、かりに、家族が高齢などのために身の回りのことを自分で十分にできなく

なったとき、その世話（介護）をどのようにしたいと思いますか。また、すでに世話（介

護）をしている家族がいる場合、今後どのようにしたいと思いますか。（１つに○）

「できるだけ自宅で暮らしてもらいたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人

ホームなどの施設で世話をしてもらいたい」が60.1％で最も高く、以下、「寝たきりになったり、も

の忘れの症状がはげしくなっても、最後まで自宅で世話をしたい」が19.1％、「すぐにでも、老人ホー

ムなどの施設で世話をしてもらいたい」が4.2％となっている。

n=2,740

その他
0.9%

わからない
4.7%

すぐにでも、老人
ホームなどの施設
で世話をしてもらい

たい
4.2%

60.1%

無回答
11.0%

寝たきりになった
り、もの忘れの症
状がはげしくなって
も、最後まで自宅
で世話をしたい

19.1%

できるだけ自宅で暮らしてもらいたいが、寝た
きりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老
人ホームなどの施設で世話をしてもらいたい
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［日常生活圏域］

「できるだけ自宅で暮らしてもらいたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげしくなったら、老人

ホームなどの施設で世話をしてもらいたい」は本庁地区（67.7％）で最も高い。

全 体 (2,740)

本庁地区 (99)

明第１地区 (285)

明第２東地区 (110)

明第２西地区 (141)

矢切地区 (116)

東部地区 (187)

馬橋地区 (172)

常盤平地区 (335)

五香松飛台地区 (267)

六実六高台地区 (143)

常盤平団地地区 (51)

小金地区 (239)

小金原地区 (236)

新松戸地区 (219)

馬橋西地区 (121)

ｎ

16.2

21.4

23.6

17.7

19.8

19.8

22.1

15.5

20.2

18.9

17.6

17.6

19.5

17.8

19.8

67.7

57.2

52.7

59.6

57.8

59.9

58.7

62.7

58.4

61.5

52.9

63.2

59.7

60.3

64.5

6.3

4.5

6.0

4.7

11.8

5.8

5.7

4.5

6.3

9.8

5.5

5.0

10.1

9.1

14.5

13.5

11.2

11.8

11.0

11.3

12.7

10.5

7.8

11.3

11.0

10.0

6.6

4.1

3.4

3.8

2.1

3.7

3.6

3.2

2.8

3.0

0.8

2.7

0.8

0.8

0.7

0.4

1.2

0.6

1.1

1.7

2.1

2.5

3.3

2.9

4.3

3.4

4.3

4.5

6.0

3.0

(%)
19.1 60.1 4.2 11.0

0.9

4.7

日
常
生
活
圏
域
別

寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
、

も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く
な
っ

て
も
、

最
後
ま
で
自
宅
で
世
話

を
し
た
い

で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し
て
も

ら
い
た
い
が
、

寝
た
き
り
や
も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く
な
っ

た

ら
、

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
で

世
話
を
し
て
も
ら
い
た
い

す
ぐ
に
で
も
、

老
人
ホ
ー

ム
な

ど
の
施
設
で
世
話
を
し
て
も
ら

い
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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［性別・年齢］

性別では、「寝たきりになったり、もの忘れの症状がはげしくなっても、最後まで自宅で世話をし

たい」は男性（21.8％）が女性（16.2％）よりも5.6ポイント高くなっている。

年齢別では、大きな差はみられない。

全 体 (2,740)

男性 (1,431)

女性 (1,287)

65～74歳 (1,858)

75歳以上 (867)

ｎ

21.8

16.2

18.8

19.8

58.1

62.3

61.0

58.2

4.4

4.1

5.0

10.6

11.3

10.2

12.7

3.9

0.3

1.2

1.0

0.8

3.9

4.9

5.1

4.3

(%)
19.1 60.1 4.2 11.0

0.9

4.7

寝
た
き
り
に
な

っ
た
り

、
も
の
忘

れ
の
症
状
が
は
げ
し
く
な

っ
て

も

、
最
後
ま
で
自
宅
で
世
話
を
し

た
い

で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し
て
も

ら
い
た
い
が

、
寝
た
き
り
や
も
の

忘
れ
の
症
状
が
は
げ
し
く
な

っ
た

ら

、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
で

世
話
を
し
て
も
ら
い
た
い

す
ぐ
に
で
も

、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
設
で
世
話
を
し
て
も
ら
い
た

い そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

性
別

年
齢
別
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（４）施設希望の理由

〔Ｑ１-２で「できるだけ自宅で暮らしてもらいたいが、寝たきりやもの忘れの症状がはげし

くなったら、老人ホームなどの施設で世話をしてもらいたい」または「すぐにでも、老人ホー

ムなどの施設で世話をしてもらいたい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ１-２-１ 施設等を希望される（ご自宅での世話を希望しない）最も大きな理由は何ですか。

（１つに○）

「専門的な介護が受けられて、安心して生活できるため」が48.6％、「介護をする家族の負担が大

きいため」が42.2％となっており、これらの２つの意見に回答が集中している。また、「介護をする

家族がいないため」が4.0％となっている。

n=1,762

専門的な介護が受
けられて、安心して
生活できるため

48.6%
介護をする家族の
負担が大きいため

42.2%

介護をする家族が
いないため

4.0%

その他
0.9%

無回答
4.3%
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［日常生活圏域］

「専門的な介護が受けられて、安心して生活できるため」は本庁地区（60.0％）で最も高くなって

いる。また、「介護をする家族の負担が大きいため」は六実六高台地区（51.6％）で最も高い。

全 体 (1,762)

本庁地区 (70)

明第１地区 (181)

明第２東地区 (63)

明第２西地区 (88)

矢切地区 (74)

東部地区 (118)

馬橋地区 (109)

常盤平地区 (222)

五香松飛台地区 (166)

六実六高台地区 (91)

常盤平団地地区 (33)

小金地区 (160)

小金原地区 (149)

新松戸地区 (141)

馬橋西地区 (85)

ｎ

60.0

46.4

47.6

46.6

44.6

46.6

55.0

49.1

47.6

39.6

51.5

49.4

49.7

48.9

51.8

34.3

45.3

38.1

37.5

45.9

38.1

34.9

43.2

47.0

51.6

30.3

41.9

41.6

44.0

41.2

6.3

6.8

6.8

5.5

9.1

5.0

4.7

8.0

5.4

6.1

5.7

5.9

1.2

1.2

1.4

4.4

3.2

4.1

3.3

4.3

0.5

0.9

0.7

1.1

3.0

0.6

4.2

1.1

2.2

7.9

2.8

1.4

4.2

3.7

4.1

3.6

3.3

3.8

3.4

(%)
48.6 42.2 4.0

0.9

4.3

日
常
生
活
圏
域
別

専門的な介護が
受けられて、安
心して生活でき

るため

介護をする家族
の負担が大きい

ため

介護をする家族
がいないため

その他 無回答
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［性別・年齢］

性別では、大きな差はみられない。

年齢別では、「専門的な介護が受けられて、安心して生活できるため」は75歳以上（53.5％）が65

～74歳（46.6％）よりも6.9ポイント高くなっている。「介護をする家族の負担が大きいため」は65～

74歳（45.5％）が75歳以上（35.0％）よりも10.5ポイント高くなっている。

全 体 (1,762)

男性 (894)

女性 (855)

65～74歳 (1,206)

75歳以上 (548)

ｎ

49.7

47.7

46.6

53.5

41.2

43.3

45.5

35.0

4.0

5.3 5.5

3.2

3.9

0.7

1.0

1.1

0.8

4.4

4.1

3.6

(%)
48.6 42.2 4.0

0.9

4.3

性
別

年
齢
別

専門的な介護
が受けられ

て、安心して
生活できる

ため

介護をする
家族の負担が
大きいため

介護をする
家族がいない

ため
その他 無回答
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（５）介護を担っている理由

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」または「将来、世話をしなければならないと思っ

ている家族などがいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ２ あなたが介護を担っている（担わなければならないと思っている）理由は、次のうちど

れがあてはまりますか。（３つまでに○）

「自分の義務だと思うから」が38.8％で最も高く、以下、「介護を受けている家族がさみしくない

と思うから」が36.8％、「自分以外に介護をする人がいないから」が31.5％、「きめ細かい介護ができ

るから」が24.9％などとなっている。

無回答

介護が自分の生きがいになっているから

世間体や親戚の手前

その他

特にこれといった理由はない

介護サービスを利用する費用が足りないから

介護する時間が豊富にあるから

施設が空いていないから

介護にたいした手間がかからないから

介護を受けている家族がさみしくないと思うから

自分以外に介護をする人がいないから

きめ細かい介護ができるから

介護を受けている家族が強く望んでいるから

n=1,801

自分の義務だと思うから 38.8

36.8

31.5

24.9

11.4

9.2

5.0

3.5

3.2

2.5

1.1

1.1

1.8

21.4

0 10 20 30 40 50 (%)
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［日常生活圏域］

「自分の義務だと思うから」は東部地区で最も高く、「介護を受けている家族がさみしくないと思

うから」は明第２東地区で最も高い。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
分
の
義
務
だ
と
思
う
か
ら

介
護
を
受
け
て
い
る
家
族
が

さ
み
し
く
な
い
と
思
う
か
ら

自
分
以
外
に
介
護
を
す
る
人

が
い
な
い
か
ら

き
め
細
か
い
介
護
が
で
き
る

か
ら

介
護
を
受
け
て
い
る
家
族
が

強
く
望
ん
で
い
る
か
ら

介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

費
用
が
足
り
な
い
か
ら

介
護
す
る
時
間
が
豊
富
に
あ

る
か
ら

施
設
が
空
い
て
い
な
い
か
ら

介
護
に
た
い
し
た
手
間
が
か

か
ら
な
い
か
ら

介
護
が
自
分
の
生
き
が
い
に

な
っ

て
い
る
か
ら

世
間
体
や
親
戚
の
手
前

そ
の
他

特
に
こ
れ
と
い
っ

た
理
由
は

な
い

無
回
答

1,801 38.8 36.8 31.5 24.9 11.4 9.2 5.0 3.5 3.2 2.5 1.1 1.1 1.8 21.4

本庁地区 64 31.3 40.6 34.4 29.7 7.8 4.7 6.3 3.1 1.6 4.7 0.0 3.1 0.0 23.4

明第１地区 184 40.2 35.9 31.5 26.1 9.8 8.2 6.0 3.3 4.9 1.1 1.1 1.6 2.7 19.0

明第２東地区 76 32.9 44.7 34.2 22.4 18.4 11.8 10.5 5.3 1.3 1.3 1.3 1.3 2.6 19.7

明第２西地区 98 32.7 22.4 29.6 24.5 11.2 12.2 4.1 1.0 6.1 1.0 1.0 1.0 2.0 30.6

矢切地区 87 43.7 31.0 28.7 32.2 8.0 18.4 5.7 2.3 3.4 1.1 3.4 1.1 1.1 19.5

東部地区 112 46.4 40.2 25.0 24.1 12.5 9.8 2.7 1.8 3.6 5.4 0.0 0.9 0.9 17.9

馬橋地区 98 35.7 33.7 27.6 19.4 13.3 9.2 4.1 3.1 8.2 1.0 1.0 1.0 2.0 25.5

常盤平地区 222 38.3 33.3 29.3 23.9 9.5 8.6 4.1 3.2 1.4 2.7 0.9 1.4 1.4 27.0

五香松飛台地区 185 37.8 40.0 32.4 28.6 8.1 5.4 3.2 5.4 2.7 3.8 0.0 0.5 3.8 20.5

六実六高台地区 90 41.1 35.6 34.4 20.0 13.3 10.0 5.6 4.4 3.3 0.0 3.3 1.1 1.1 20.0

常盤平団地地区 35 31.4 37.1 34.3 34.3 14.3 17.1 2.9 11.4 0.0 8.6 5.7 2.9 0.0 17.1

小金地区 155 39.4 41.3 39.4 23.2 18.1 14.8 4.5 4.5 1.9 1.3 1.3 0.6 1.3 13.5

小金原地区 159 32.7 39.6 25.2 27.0 11.3 5.7 2.5 2.5 1.9 4.4 0.6 0.6 2.5 24.5

新松戸地区 144 45.1 40.3 38.2 20.8 9.7 6.3 8.3 1.4 4.2 3.5 0.7 1.4 1.4 16.7

馬橋西地区 78 42.3 35.9 32.1 23.1 11.5 6.4 6.4 6.4 3.8 0.0 0.0 0.0 1.3 24.4

全 体

日
常
生
活
圏
域
別
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［性別・年齢］

性別では、「自分の義務だと思うから」「介護を受けている家族がさみしくないと思うから」「きめ

細かい介護ができるから」は男性の方が高く、「自分以外に介護をする人がいないから」は女性の方

が高くなっている。

年齢別では、「自分の義務だと思うから」は65～74歳で高くなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

自
分
の
義
務
だ
と
思
う
か
ら

介
護
を
受
け
て
い
る
家
族
が

さ
み
し
く
な
い
と
思
う
か
ら

自
分
以
外
に
介
護
を
す
る
人

が
い
な
い
か
ら

き
め
細
か
い
介
護
が
で
き
る

か
ら

介
護
を
受
け
て
い
る
家
族
が

強
く
望
ん
で
い
る
か
ら

介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

費
用
が
足
り
な
い
か
ら

介
護
す
る
時
間
が
豊
富
に
あ

る
か
ら

施
設
が
空
い
て
い
な
い
か
ら

介
護
に
た
い
し
た
手
間
が
か

か
ら
な
い
か
ら

介
護
が
自
分
の
生
き
が
い
に

な
っ

て
い
る
か
ら

世
間
体
や
親
戚
の
手
前

そ
の
他

特
に
こ
れ
と
い
っ

た
理
由
は

な
い

無
回
答

1,801 38.8 36.8 31.5 24.9 11.4 9.2 5.0 3.5 3.2 2.5 1.1 1.1 1.8 21.4

男 性 869 43.7 40.5 27.3 30.1 10.4 8.6 6.4 3.0 2.8 3.1 0.5 0.9 2.0 19.6

女 性 917 34.1 33.6 35.2 19.8 12.1 9.7 3.6 3.9 3.7 2.0 1.5 1.3 1.7 23.3

65～74歳 1,203 41.0 36.4 32.3 24.0 11.3 9.3 4.7 3.2 3.4 2.1 1.0 1.5 1.7 21.0

75歳以上 587 34.4 38.0 29.6 26.9 11.4 8.7 5.6 3.9 2.9 3.4 1.0 0.3 2.0 22.3

全 体

性
別

年
齢
別
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（６）一週間の介護日数

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ３ あなたは一週間のうち、どのくらいの日数、介護をしていますか。（１つに○）

「毎日」が38.8％と最も高く、以下、「週に１日未満」が8.9％、「週に３日から４日」が7.4％、「週

に１日から２日」が6.7％などとなっている。

［性別・年齢］

性別では、「毎日」は女性（46.0％）が男性（31.7％）よりも14.3ポイント高くなっている。一方、

「週に１日未満」は男性（13.9％）が女性（4.3％）よりも9.6ポイント高く、１週間のうちの介護日

数は女性の方が多い傾向がみられる。

年齢別では、「毎日」は75歳以上（46.7％）が65～74歳（34.6％）よりも12.1ポイント高くなって

いる。一方、「週に１日未満」は65～74歳（11.0％）が75歳以上（5.3％）よりも5.7ポイント高く、「週

に３日から４日」でも65～74歳が7.6ポイント高くなっている。

全 体 (417)

男性 (202)

女性 (211)

65～74歳 (263)

75歳以上 (150)

ｎ

13.9

4.3

11.0

5.3

6.9

6.6

7.2

6.0

7.9

7.1

10.3

46.7

38.1

33.6

34.6

38.0

2.7 1.3

2.3

2.4

1.5

34.6

46.0

31.7

(%)
8.9 6.7 7.4 36.2

1.9

38.8

性
別

年
齢
別

週に１日未満
週に１日から

２日
週に３日から

４日
週に５日から

６日
毎日 無回答

n=417

週に３日から４日
7.4%

毎日
38.8%

無回答
36.2%

週に５日から６日
1.9%

週に１日から２日
6.7%

週に１日未満
8.9%
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［認知症の方を介護しているか］

「毎日」は認知症の方を“介護している”（50.5％）が“介護していない”（45.1％）よりも5.4ポ

イント高く、「週に３日から４日」でも“介護している”が7.8ポイント高くなっている。

全 体 (417)

介護している (91)

介護していない (246)

ｎ

7.7

10.6

5.5

8.9

14.3

6.5

20.9

26.0
2.8

1.1

50.5

45.1

(%)
8.9 6.7 7.4 36.2

1.9

38.8

週に１日未満
週に１日から

２日
週に３日から

４日
週に５日から

６日
毎日 無回答

認
知
症
の
方

を
介
護
し
て

い
る
か
別
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（７）介護をしている時間

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ４ 見守りを含め介護している時間は、１日のうちどのくらいですか。（１つに○）

「必要なときに手を貸す程度」が37.4％と最も高く、以下、「ほとんど終日」が11.8％、「半日程度」

が9.8％、「２～３時間程度」が6.2％となっている。

［性別・年齢］

性別では、「必要なときに手を貸す程度」は男性（40.6％）が女性（34.1％）よりも6.5ポイント高

くなっている。「半日程度」は女性（15.2％）が男性（4.5％）よりも10.7ポイント高くなっている。

年齢別では、大きな差はみられない。

［認知症の方を介護しているか］

「必要なときに手を貸す程度」は認知症の方を“介護していない”（47.6％）が“介護している”

（35.2％）よりも12.4ポイント高くなっている。「ほとんど終日」は“介護している”（26.4％）の方

が“介護していない”（9.3％）よりも17.1ポイント高くなっている。

全 体 (417)

介護している (91)

介護していない (246)

ｎ

35.2

47.6

6.6

7.3

12.1

11.8

26.4

9.3 24.0

19.8

(%)
37.4 6.2 9.8 11.8 34.8

認
知
症
の
方

を
介
護
し
て

い
る
か
別

必要なときに
手を貸す程度

２～３時間程度 半日程度 ほとんど終日 無回答

全 体 (417)

男性 (202)

女性 (211)

65～74歳 (263)

75歳以上 (150)

ｎ

40.6

34.1

38.4

36.0

7.9

4.7

6.5

6.0

4.5

15.2

11.0

8.0

12.4

11.4

10.6

14.0 36.0

34.7

34.6

33.5

(%)
37.4 6.2 9.8 11.8 34.8

性
別

年
齢
別

必要なときに
手を貸す程度

２～３時間
程度

半日程度 ほとんど終日 無回答

n=417

必要なときに
手を貸す程度

37.4%

ほとんど終日
11.8%

無回答
34.8%

２～３時間程度
6.2%半日程度

9.8%
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（８）介護上の困りごと等

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ５ あなたが介護を行う上で、困っていることや悩んでいることはありますか。

（あてはまるものすべてに○）

「精神的に疲れる」が33.8％で最も高く、以下、「腰痛など身体的な負担が大きい」が18.9％、「イ

ライラし、本人に対して怒鳴ってしまうことがある」が14.4％、「本人が介護サービスを使いたがら

ない」が13.9％などとなっている。

家族や近隣の方などの理解が足りない

その他

特にない

無回答

介護の方法がわからない

相談できる人がいない

相談する場所がわからない

思わず手をあげてしまうことがある

緊急時の対応が大変である

介護者のリフレッシュのための時間が取れない

介護に要する費用がかかる

本人の訴えを無視してしまうことがある

イライラし、本人に対して怒鳴ってしまうことがある

本人が介護サービスを使いたがらない

介護を行う側の健康状態が良くない

早朝・夜間・深夜などの対応が大変である

n=417

精神的に疲れる

腰痛など身体的な負担が大きい

33.8

18.9

14.4

13.9

13.2

12.5

12.0

12.0

8.4

7.4

5.3

4.8

4.6

2.9

2.6

1.4

10.1

31.2

0 10 20 30 40 (%)
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［性別・年齢（上位10項目）］

性別では、「精神的に疲れる」「イライラし、本人に対して怒鳴ってしまうことがある」は女性の方

が高く、「早朝・夜間・深夜などの対応が大変である」「緊急時の対応が大変である」「介護に要する

費用がかかる」は男性の方が高くなっている。

年齢別では、「腰痛など身体的な負担が大きい」「イライラし、本人に対して怒鳴ってしまうことが

ある」「介護を行う側の健康状態が良くない」は75歳以上で高くなっている。

［認知症の方を介護しているか（上位10項目）］

どの項目でも、認知症の方を“介護している”が“介護していない”よりも高く、特に「イライラ

し、本人に対して怒鳴ってしまうことがある」と「精神的に疲れる」で差が大きくなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

精
神
的
に
疲
れ
る

腰
痛
な
ど
身
体
的
な

負
担
が
大
き
い

イ
ラ
イ
ラ
し
、

本
人

に
対
し
て
怒
鳴
っ

て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る

本
人
が
介
護
サ
ー

ビ

ス
を
使
い
た
が
ら
な

い 介
護
を
行
う
側
の
健

康
状
態
が
良
く
な
い

早
朝
・
夜
間
・
深
夜

な
ど
の
対
応
が
大
変

で
あ
る

緊
急
時
の
対
応
が
大

変
で
あ
る

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

の
た
め
の
時
間

が
取
れ
な
い

介
護
に
要
す
る
費
用

が
か
か
る

本
人
の
訴
え
を
無
視

し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る

417 33.8 18.9 14.4 13.9 13.2 12.5 12.0 12.0 8.4 7.4

男 性 202 29.2 17.8 11.9 11.9 12.9 15.8 16.3 12.9 11.4 7.9

女 性 211 38.4 19.9 17.1 16.1 13.7 9.0 7.6 11.4 5.7 6.6

65～74歳 263 34.2 16.0 12.2 14.1 11.4 12.5 11.8 11.4 9.9 6.1

75歳以上 150 34.0 24.7 18.7 14.0 16.7 12.7 12.7 13.3 6.0 10.0

全 体

性
別

年
齢
別

(%)

回
答
者
数
（

人
）

精
神
的
に
疲
れ
る

腰
痛
な
ど
身
体
的
な

負
担
が
大
き
い

イ
ラ
イ
ラ
し
、

本
人

に
対
し
て
怒
鳴
っ

て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る

本
人
が
介
護
サ
ー

ビ

ス
を
使
い
た
が
ら
な

い 介
護
を
行
う
側
の
健

康
状
態
が
良
く
な
い

早
朝
・
夜
間
・
深
夜

な
ど
の
対
応
が
大
変

で
あ
る

緊
急
時
の
対
応
が
大

変
で
あ
る

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

の
た
め
の
時
間

が
取
れ
な
い

介
護
に
要
す
る
費
用

が
か
か
る

本
人
の
訴
え
を
無
視

し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る

417 33.8 18.9 14.4 13.9 13.2 12.5 12.0 12.0 8.4 7.4

介護している 91 56.0 28.6 34.1 23.1 22.0 18.7 17.6 20.9 11.0 14.3

介護していない 246 35.0 20.3 11.0 14.2 13.4 14.2 13.0 11.8 10.2 7.3

認
知
症
の

方
を
介
護

し
て
い
る

か
別

全 体
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（９）認知症の方を介護しているか

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ６ あなたは、認知症の方を介護されていますか。

「いいえ」が59.0％、「はい」が21.8％となっている。

［性別・年齢］

性別・年齢別では、大きな差はみられない。

全 体 (417)

男性 (202)

女性 (211)

65～74歳 (263)

75歳以上 (150)

ｎ

20.8

23.2

22.8

20.7

56.9

61.1

59.7

57.3

22.3

15.6

17.5

22.0

(%)
21.8 59.0 19.2

性
別

年
齢
別

はい いいえ 無回答

n=417

はい
21.8%

いいえ
59.0%

無回答
19.2%
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（10）認知症の方を介護する上で困っていることや悩んでいること

〔Ｑ６で「はい」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ６-１ 認知症の方を介護する上で、困っていることや悩んでいることはありますか。

（あてはまるものすべてに○）

「介護に手間と時間がかかり、自分の時間がなくなってしまう」が36.3％で最も高く、以下、「急

激に認知症の症状が悪化した場合の緊急受入施設がわからない」が25.3％、「一般の人に、認知症の

症状が理解されていない」が24.2％、「認知症を診察してくれる医療機関（診療科）がわからない」

と「認知症の方への対応の仕方がわからない」がともに22.0％となっている。

一方、「特にない」が16.5％となっている。

［性別・年齢］

性別では、「介護に手間と時間がかかり、自分の時間がなくなってしまう」「認知症を診察してくれ

る医療機関（診療科）がわからない」「認知症の方への対応の仕方がわからない」は女性の方が高く

なっている。

年齢別では、「介護に手間と時間がかかり、自分の時間がなくなってしまう」「急激に認知症の症状

が悪化した場合の緊急受入施設がわからない」「一般の人に、認知症の症状が理解されていない」「認

知症の方への介護サービスがわからない」は65～74歳で高く、「認知症の方への対応の仕方がわから

ない」は75歳以上で高くなっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

介
護
に
手
間
と
時
間
が
か

か
り
、

自
分
の
時
間
が
な

く
な
っ

て
し
ま
う

急
激
に
認
知
症
の
症
状
が

悪
化
し
た
場
合
の
緊
急
受

入
施
設
が
わ
か
ら
な
い

一
般
の
人
に
、

認
知
症
の

症
状
が
理
解
さ
れ
て
い
な

い 認
知
症
を
診
察
し
て
く
れ

る
医
療
機
関
（

診
療
科
）

が
わ
か
ら
な
い

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
の

仕
方
が
わ
か
ら
な
い

認
知
症
の
方
へ
の
介
護

サ
ー

ビ
ス
が
わ
か
ら
な
い

若
年
性
認
知
症
の
方
が
利

用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
わ

か
ら
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

91 36.3 25.3 24.2 22.0 22.0 13.2 5.5 3.3 16.5 9.9

男 性 42 23.8 23.8 26.2 19.0 19.0 11.9 9.5 4.8 31.0 4.8

女 性 49 46.9 26.5 22.4 24.5 24.5 14.3 2.0 2.0 4.1 14.3

65～74歳 60 38.3 30.0 28.3 21.7 20.0 15.0 8.3 3.3 20.0 5.0

75歳以上 31 32.3 16.1 16.1 22.6 25.8 9.7 0.0 3.2 9.7 19.4

全 体

性
別

年
齢
別

n=91

介護に手間と時間がかかり、自分の時間がなくなってしまう

急激に認知症の症状が悪化した場合の緊急受入施設がわからない

一般の人に、認知症の症状が理解されていない

認知症を診察してくれる医療機関（診療科）がわからない

認知症の方への対応の仕方がわからない

認知症の方への介護サービスがわからない

その他

特にない

無回答

若年性認知症の方が利用できるサービスがわからない

36.3

25.3

24.2

22.0

22.0

13.2

5.5

3.3

16.5

9.9

0 10 20 30 40 (%)
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（11）「認知症対策の推進」支援策の必要度

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ７ 松戸市では「いきいき安心プランⅢ」において、重要ポイントとして「認知症対策の推

進」を掲げ、下記の支援策に取り組んでいます。今後、あなたが介護していく上で、どの

程度必要だと思いますか。（それぞれあてはまる番号１つに○）

「とても必要」と「まあまあ必要」を合わせた『必要』が高い項目は、「カ．徘徊探索システム」（63.6％）、

「キ．防災行政用無線による徘徊高齢者の探索」（60.4％）、「イ．認知症サポーター養成講座」（59.6％）、

「エ．認知症講演会」（59.0％）などとなっている。すべての項目で、『必要』が『必要ない』を大き

く上回っている。

n=2,740

56.9 8.6

59.6 6.5

55.3 8.9

59.0 8.6

55.8 10.5

63.6 5.4

60.4 8.5

『

必
要
』

『

必
要
な
い
』

ア．介護者の集い

イ．認知症サポーター養成講座

ウ．あんしん一声運動

エ．認知症講演会

オ．認知症予防教室

カ．徘徊探索システム

キ．防災行政用無線による
徘徊高齢者の探索

29.7

25.1

24.9

25.3

38.9

35.8

29.8

30.2

34.2

30.4

24.7

24.6

4.9

7.2

6.5

8.3

6.5

11.1

9.8

9.5

21.9

22.4

23.1

22.7

21.1

21.6

4.2

2.0

1.2

2.2

2.2

1.6

1.6

12.1

13.5

9.3

(%)
26.7 30.2 6.7 20.7

2.0

13.7

とても
必要

まあまあ
必要

あまり
必要ない

必要ない
わから
ない

無回答
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［性別］

すべての項目で、『必要』は大きな差はみられない。

全 体 (2,740) 56.9 8.6

男性 (1,431) 56.3 9.3

女性 (1,287) 57.9 7.8

全 体 (2,740) 59.6 6.5

男性 (1,431) 59.3 6.8

女性 (1,287) 60.2 6.1

全 体 (2,740) 55.3 8.9

男性 (1,431) 53.9 10.6

女性 (1,287) 57.0 6.9

全 体 (2,740) 59.0 8.6

男性 (1,431) 60.4 8.7

女性 (1,287) 57.7 8.6

全 体 (2,740) 55.8 10.5

男性 (1,431) 56.9 11.4

女性 (1,287) 54.9 9.4

全 体 (2,740) 63.6 5.4

男性 (1,431) 64.2 6.8

女性 (1,287) 63.2 3.9

全 体 (2,740) 60.4 8.5

男性 (1,431) 59.2 10.4

女性 (1,287) 62.0 6.4

カ．徘徊探索システム

キ．防災行政用無線による
徘徊高齢者の探索

『

必
要
』

『

必
要
な
い
』

イ．認知症サポーター養成講座

ウ．あんしん一声運動

オ．認知症予防教室

エ．認知症講演会

ア．介護者の集い ｎ

25.0

28.7

31.3

29.1

7.2

6.1

14.8

12.6

19.6

21.7
1.8

2.1

26.7 30.2 6.7 20.7
2.0

13.7

29.8

29.8

29.5

30.4

5.2

4.6

12.1

13.1

11.0

21.9

20.8

22.8

29.7 29.8 4.9

1.5

1.6

1.6

24.3

26.0

29.6

31.0

8.6

5.7

13.5

14.5

12.4

22.4

20.9

23.7

25.1 30.2 7.2

1.2

2.0

1.6

24.9

25.2

35.6

32.6

6.4

6.7

9.3

9.4

9.2

23.1

21.5

24.4

24.9 34.2 6.5

1.9

2.3

2.2

24.4

26.6

32.5

28.3

8.9

7.7

11.1

10.6

11.9

22.7

21.2

23.9

25.3 30.4 8.3

1.7

2.4

2.2

38.3

39.7

25.9

23.5

5.5 19.7

22.4

38.9 24.7

2.8

4.2

1.1

1.3

1.2

9.3

10.5

9.8 21.1

33.9

38.1

25.3

23.9

7.5

5.4

20.8

22.1

35.8 24.6 6.5

1.1

2.9

2.0

9.5

9.4

9.6

21.6

とても必要
まあまあ
必要

あまり
必要ない

必要ない わからない 無回答

(%)
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［年齢］

すべての項目で、『必要』は65～74歳が75歳以上よりも高く、いずれも10ポイント以上の差がある。

特に差が大きい項目は、「イ．認知症サポーター養成講座」で17.0ポイント、「オ．認知症予防教室」

で16.7ポイント、「エ．認知症講演会」で15.8ポイント、「キ．防災行政用無線による徘徊高齢者の探

索」で15.6ポイント、「カ．徘徊探索システム」で15.5ポイントとなっている。

全 体 (2,740) 56.9 8.6

65～74歳 (1,858) 61.6 9.2

75歳以上 (867) 47.1 7.4

全 体 (2,740) 59.6 6.5

65～74歳 (1,858) 65.0 6.5

75歳以上 (867) 48.0 6.5

全 体 (2,740) 55.3 8.9

65～74歳 (1,858) 60.0 8.8

75歳以上 (867) 45.3 8.9

全 体 (2,740) 59.0 8.6

65～74歳 (1,858) 64.1 9.0

75歳以上 (867) 48.3 7.8

全 体 (2,740) 55.8 10.5

65～74歳 (1,858) 61.1 10.4

75歳以上 (867) 44.4 10.6

全 体 (2,740) 63.6 5.4

65～74歳 (1,858) 68.6 5.8

75歳以上 (867) 53.1 4.7

全 体 (2,740) 60.4 8.5

65～74歳 (1,858) 65.4 9.0

75歳以上 (867) 49.8 7.3

カ．徘徊探索システム

キ．防災行政用無線による
徘徊高齢者の探索

『

必
要
』

『

必
要
な
い
』

イ．認知症サポーター養成講座

ウ．あんしん一声運動

オ．認知症予防教室

エ．認知症講演会

ア．介護者の集い ｎ

28.4

23.4

33.3

23.6

7.1

5.8

13.2

14.8

16.0

30.8
1.6

2.2

26.7 30.2 6.7 20.7
2.0

13.7

33.4

22.1

31.6

25.8

5.0

4.8

12.1

11.7

13.0

21.9

16.8

32.5

29.7 29.8 4.9

1.6

1.6

1.6

27.0

21.1

33.0

24.2

7.4

6.8

13.5

13.4

13.7

22.4

17.8

32.1

25.1 30.2 7.2

2.1

1.5

1.6

27.1

20.4

37.0

27.9

7.1

5.4

9.3

8.7

10.5

23.1

18.2

33.3

24.9 34.2 6.5

2.4

2.0

2.2

28.4

18.9

32.7

25.5

8.4

8.2

11.1

10.5

12.3

22.7

17.9

32.6

25.3 30.4 8.3

2.4

2.0

2.2

41.9

32.6

26.7

20.4

4.5 16.3

31.4

38.9 24.7

3.7

4.2

1.0

1.2

1.2

9.3

10.8

9.8 21.1

38.1

31.4

27.4

18.5

7.1

5.2

16.6

32.3

35.8 24.6 6.5

2.1

2.0

2.0

9.5

10.6

8.9

21.6

とても必要
まあまあ
必要

あまり
必要ない

必要ない わからない 無回答

(%)
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［認知症の方を介護しているか］

すべての項目で、『必要』は認知症の方を“介護している”が“介護していない”よりも高く、特

に差が大きい項目は、「エ．認知症講習会」で14.9ポイント、「カ．徘徊探索システム」で11.4ポイン

ト、「イ．認知症サポーター養成講座」で10.1ポイントとなっている。

全 体 (417) 43.2 12.9

介護している (91) 49.5 20.9

介護していない (246) 47.6 11.0

全 体 (417) 44.8 9.4

介護している (91) 56.0 13.2

介護していない (246) 45.9 8.9

全 体 (417) 42.0 9.8

介護している (91) 47.3 15.4

介護していない (246) 43.5 10.2

全 体 (417) 45.3 11.3

介護している (91) 60.4 11.0

介護していない (246) 45.5 11.8

全 体 (417) 44.8 11.8

介護している (91) 54.9 15.4

介護していない (246) 45.5 12.2

全 体 (417) 53.2 5.3

介護している (91) 65.9 7.7

介護していない (246) 54.5 4.9

全 体 (417) 50.1 7.7

介護している (91) 59.3 8.8

介護していない (246) 52.8 7.3

カ．徘徊探索システム

キ．防災行政用無線による
徘徊高齢者の探索

『

必
要
』

『

必
要
な
い
』

イ．認知症サポーター養成講座

ウ．あんしん一声運動

オ．認知症予防教室

エ．認知症講演会

ア．介護者の集い ｎ

14.3

19.1

35.2

28.5

16.5

8.1

8.8

15.4

20.9

26.0
2.8

4.4

17.5 25.7 10.1 30.7
2.9

13.2

26.4

21.1

29.7

24.8

9.9

5.7

12.0

8.8

14.6

33.8

22.0

30.5

21.6 23.3 6.5

3.3

3.3

2.9

19.8

18.7

27.5

24.8

12.1

6.9

14.6

14.3

15.9

33.6

23.1

30.5

18.2 23.7 7.0

3.3

3.3

2.9

25.3

16.7

35.2

28.9

8.8

7.7

8.9

7.7

10.6

34.5

20.9

32.1

17.3 28.1 7.9

4.1

2.2

3.4

28.6

18.7

26.4

26.8

13.2

8.1

10.3

6.6

13.0

33.1

23.1

29.3

19.9 24.9 8.6

4.1

2.2

3.1

42.9

30.5

23.1

24.0

5.5 19.8

28.9

31.2 22.1

2.8

3.4

2.0

2.2

1.9

6.6

11.8

9.4 32.1

33.0

30.5

26.4

22.4

6.6 22.0

28.5

28.8 21.3

3.7

4.8

3.7

2.2

2.9

9.6

11.4

9.9

32.6

とても必要
まあまあ
必要

あまり
必要ない

必要ない わからない 無回答

(%)
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（12）介護を行う上で市に期待すること

〔Ｑ１で「すでに世話をしている家族がいる」～「家族などはいるが、自分が主に世話をしな

ければならないかどうかはわからない」と答えた方にお聞きします。〕

Ｑ８ あなたが介護を行う上で、市に期待することは何ですか。（３つまでに○）

「困ったときに気軽に介護相談ができる場所」が70.6％で最も高く、以下、「介護に関する費用負

担の軽減」が51.3％、「介護する家族が休息をとれるようなサービスの実施」が43.1％、「介護と医療

との連携」が35.8％などとなっている。

［性別・年齢］

性別では、「介護に関するさまざまな情報の提供」は男性の方が高く、「介護する家族が休息をとれ

るようなサービスの実施」は女性の方が高くなっている。

年齢別では、「介護に関する費用負担の軽減」と「介護する家族が休息をとれるようなサービスの

実施」は65～74歳で高くなっている。

(%)

回
答
者
数
（

人
）

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に
介

護
相
談
が
で
き
る
場
所

介
護
に
関
す
る
費
用
負
担

の
軽
減

介
護
す
る
家
族
が
休
息
を

と
れ
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス

の
実
施

介
護
と
医
療
と
の
連
携

介
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
の
提
供

介
護
す
る
家
族
同
士
が
お

互
い
に
知
識
や
悩
み
を
共

有
で
き
る
よ
う
な
場
所

家
族
や
近
隣
の
方
に
介
護

の
知
識
を
持
っ

て
も
ら
う

た
め
の
講
座
の
開
催

認
知
症
の
対
策

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,740 70.6 51.3 43.1 35.8 27.5 16.3 5.2 2.1 0.4 1.3 7.1

男 性 1,431 72.2 51.1 35.5 35.2 31.1 15.0 6.6 2.6 0.6 1.6 7.0

女 性 1,287 68.8 51.5 51.7 36.7 23.5 17.7 3.7 1.6 0.2 1.0 7.1

65～74歳 1,858 71.1 54.1 46.4 35.7 27.6 17.5 5.0 1.9 0.4 1.4 5.4

75歳以上 867 70.0 45.3 36.0 35.8 27.5 14.0 5.8 2.7 0.5 1.2 10.4

全 体

性
別

年
齢
別

その他

特にない

無回答

介護に関するさまざまな情報の提供

介護する家族同士がお互いに知識や悩みを共有できるような場所

家族や近隣の方に介護の知識を持ってもらうための講座の開催

認知症の対策

困ったときに気軽に介護相談ができる場所

介護に関する費用負担の軽減

介護する家族が休息をとれるようなサービスの実施

介護と医療との連携

n=2,740

70.6

51.3

43.1

35.8

27.5

16.3

5.2

2.1

0.4

1.3

7.1

0 20 40 60 80 (%)
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［認知症の方を介護しているか］

「介護に関する費用負担の軽減」と「介護に関するさまざまな情報の提供」は認知症の方を“介護

している”が“介護していない”よりも高くなっている。一方、「介護する家族が休息をとれるよう

なサービスの実施」は“介護していない”が“介護している”よりも高くなっている。
(%)

回
答
者
数
（

人
）

困
っ

た
と
き
に
気
軽
に
介

護
相
談
が
で
き
る
場
所

介
護
に
関
す
る
費
用
負
担

の
軽
減

介
護
す
る
家
族
が
休
息
を

と
れ
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス

の
実
施

介
護
と
医
療
と
の
連
携

介
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
の
提
供

介
護
す
る
家
族
同
士
が
お

互
い
に
知
識
や
悩
み
を
共

有
で
き
る
よ
う
な
場
所

家
族
や
近
隣
の
方
に
介
護

の
知
識
を
持
っ

て
も
ら
う

た
め
の
講
座
の
開
催

認
知
症
の
対
策

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

417 57.1 44.1 38.1 35.5 29.5 11.8 4.6 2.9 0.7 2.4 11.8

介護している 91 56.0 51.6 33.0 39.6 38.5 16.5 4.4 4.4 1.1 2.2 5.5

介護していない 246 57.7 43.1 40.7 37.0 28.0 12.2 4.5 2.0 0.4 3.3 10.6

認
知
症
の

方
を
介
護

し
て
い
る

か
別

全 体
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８．まとめと考察（いきいき安心プランⅢの見直しにむけて）

●身体状態や日常の生活状況について

地域活動等への参加状況については、「参加していない」が４割であり、参加していない理由につ

いては「団体活動はわずらわしいから、一人でできる趣味などがあるから」や「参加したいと思う活

動がないから」「健康や体力に自信がないから」が高くなっている。参加したい地域活動は「学習や

教養を高めること・趣味の活動」が２割台半ば、「スポーツ・レクリエーション活動」が２割超と高

くなっている。多くの人が参加したいと思うような魅力ある地域活動や健康や体力に自信がなくても

気軽に参加できるような地域活動を実施すること、またそれらの地域活動の周知を行っていくことが

必要である。

隣近所とのつきあいの程度については「世間話や立ち話をする程度の人はいる」が４割台半ば、「あ

いさつをする程度の人はいる」が約３割、「親しくつきあっている人（訪問したり、悩みごとを相談

するなど）がいる」が２割超となっている。また、「親しくつきあっている人がいる」と「世間話や

立ち話をする程度の人はいる」は女性の方が高く、特に「親しくつきあっている人がいる」は女性で

は約３割であるのに対し男性は１割台半ばであり、隣近所とのつきあいの深さは女性の方が深いとい

える。

健康については、『健康』が８割と平成20年の調査結果と比べると約８ポイント増加している。

●こころのハリと生きがい等について

日常生活を送る中で「こころのハリ」や「生きがい」を『感じている』人は全体の７割超、『感じ

ていない』人は全体の２割超であった。平成20年の調査結果からも大きな変化はみられなかった。「こ

ころのハリ」や「生きがい」を感じるかどうかは健康状態、家族関係、他者や地域との関わりによっ

て差がみられる。「こころのハリ」や「生きがい」を感じることは「働くこと（自営・家事等を含む）」

と「テレビやラジオの視聴」に続いて「家族との団らん」「学習や教養を高めること・趣味の活動」「ご

近所や友達とのつきあい」「スポーツ・レクリエーション」が高く、今後もこころのハリや生きがい

を持ち続けられるよう、健康づくりや保健事業、また、就労や地域活動の促進に関する施策を推進し

ていく必要がある。

生活の中で不安や心配が『ある』人は全体の５割台半ば、『ない』人は全体の４割超であった。「生

きがい」や「こころのハリ」を感じるかと同様に、健康状態、家族や社会、地域での役割に満足して

いるかどうかによっても差がみられる。また、どのようなことを不安・心配に感じているかは「自分

の体調や病気について」が突出しており、特に75歳以上の高齢者では７割台半ばである。

現行計画では、就労対策や生きがい対策、健康に関する事業、地域ケアの充実を図るための事業が

実施されているが、今回のアンケート調査結果からも、これらの事業を今後も充実を図りながら進め

ることが必要であると言える。

●介護保険や権利擁護の制度について

介護保険制度の６つの内容の認知度については「65歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は、市

町村ごとに被保険者本人の所得や世帯の課税状況によって決まる」が６割超と最も高く、「介護保険

は、被保険者が納める保険料と利用者の１割の負担金のほかに、約半分は税金を財源にしている」は

約３割と低かった。

介護保険料の今後については「現状のサービス水準に応じた保険料でよい」と回答した人が４割で、

現状のサービス水準に満足している人が多いことがわかる。ただし、他の３つの項目に回答した人も

それぞれ一定程度おり、介護保険料の今後については意見が割れている。
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権利擁護の５つの制度や仕組みの認知度については「クーリングオフ制度」が６割超と高いものの、

「成年後見制度」が４割台半ば、「松戸市高齢者虐待防止ネットワーク」や「市民後見人の活動」は

１割台となっており、認知度が低い傾向にあることがわかる。認知度を高められるような広報活動等

が今後も重要である。平成20年の調査結果と比較すると、「成年後見制度」の認知度が約６ポイント

増加している。

●認知症について

認知症の５つの内容について聞いたところ、すべての項目で６割以上の認知度であったが、平成20

年の調査結果と比べても１つの項目で認知度がやや上昇したもののどれも大きな変化はみられな

かった。引き続き、認知症についての情報や学習の機会を提供することが必要だといえる。

認知症の予防法については「試したことはない」人が８割超と高かったが、その中で予防法を『試

したい』人は約７割と高く、認知症予防に関する関心が高いことがうかがえ、男性よりも女性の方が

その傾向が強い。引き続き、認知症予防事業の充実、広報、参加を促す取り組みが重要になる。

●今後の生活について

今後の生活については「できるだけ自宅で暮らしたいが、寝たきりになったりもの忘れの症状がは

げしくなったら、老人ホームなどの施設に入所したい」人が５割台半ばと高く、施設入所を希望する

理由は「家族の負担が大きいため」と回答した人が半数以上であった。

●市に期待することについて

介護に関して市への期待が大きいものとして「困ったときに気軽に介護相談ができる場所を増やし

てほしい」が最も高く、更なる相談場所の周知・充実等が必要である。また、市の情報提供のあり方

についての要望は「誰にでもわかりやすい内容にしてほしい」「自宅にいても必要な情報が得られる

ようなしくみを作ってほしい」が高く、分かりやすい介護保険の広報や、サービス提供事業者の情報、

生活全般の情報の提供の充実が必要である。また、必要な情報は「健康づくり」が最も高く、「ここ

ろのハリ」や「生きがい」「不安や心配の解消」とも関係がみられたことからも“健康であること”

への関心が高いことがわかる。

充実すべき高齢者施策は「いつまでも健康な状態が維持できるように、老人クラブやスポーツ活動

で健康増進、生きがい活動に努めている人を支援する施策」「医療費の自己負担分や介護保険の利用

料・保険料などを助成する施策」「健康相談や介護予防教室など要支援・要介護にならないための施

策」などが高く、このことからも健康づくり、費用負担、介護予防への関心の高さがうかがえる。

●主な介護者（お世話をする側）について

老後の世話をしている家族、将来世話をしなければならない家族は「配偶者（夫・妻）」が７割超

と高く、その家族の将来の生活場所としては「できるだけ自宅で暮らしてもらいたいが、寝たきりや

もの忘れの症状がはげしくなったら、老人ホームなどの施設で世話をしてもらいたい」が６割と最も

高い。施設入所を希望する理由としては「専門的な介護が受けられて、安心して生活できるため」と

「介護をする家族の負担が大きいため」がともに４割台で高く、在宅で介護をすることを望みながら

も、介護への不安や負担から施設入所を希望する介護者も多いことがわかる。

また、介護上の困りごとを聞くと「精神的に疲れる」が３割台半ばで突出しており、続いて「腰痛

など身体的な負担が大きい」となっていることから、介護者の肉体的、精神的負担が大きいことがわ

かる。今後も介護者へのケアが重要である。

介護者として市に期待することは「困ったときに気軽に介護相談ができる場所」が７割と高く、前

述の「介護に関して市に期待すること」とあわせてみても、実際に介護をしている・していないに関

わらず、相談に関する要望は大きい。
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